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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一章　渋しぶ谷やに行くのは私です！









　その時、星ほし月つきみきの表情に余よ裕ゆうはなかった。

　頰ほおをつっと汗あせがしたたり、顎あごの先からぽとりと落ちる。

　自分の心臓の音がはっきりと、しかしどこか遠くに聞こえる。

　そんな鼓こ動どうを押さえつけるように、ぎゅっと握にぎった右手を胸に押し当てていた。

　深く長く呼吸を繰くり返す。

　はやる気持ちを落ち着けるように。

　いや──己おのれの闘とう志しを昂たかぶらせるためか。

　自分が持てるすべてをぶつけるため、少女は次の一いつ瞬しゆんに懸かけた。

　そして告げた。

「…………行くよ！」

　握りしめた右手を胸むな元もとから引きはがし、渾こん身しんの力で後ろに引く。

　上半身を右へと限界までひねり、改めてこぶしを握り直す。

　そして繰り出す──っ




「じゃーんけーんぽんっ!!」




　みきが出したのはグー。

　その先に見えたのは──チョキ。




「やっ……やったーっ!!」

　それまでの緊きん張ちようから解き放たれたように、みきが飛び跳はねて喜ぶ。

　高々と突つき上げた右手は勝利のグーを掲かかげていた。

「みき、やったわね！」

「よし！　アタシたちが優勝だー!!」

　すぐさま駆かけ寄ってきたのは成なる海み遥はる香かと若わか葉ば昴すばるである。

　二人ともうっすら涙なみださえ浮うかべ、みきの勝利に歓かん喜きしていた。

「それじゃ、次の渋谷奪だつ還かん授業に行ってもらうのは、みき、昴、遥香で決定ね」

　勝負の行方ゆくえを見守っていた、神しん樹じゆヶが峰みね女学園の先生──八や雲くも樹いつきが決着を告げた。
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　かつて、神秘なる力を宿す神樹と、その加護を受けた少女──星ほし守もりによって地球は守られていた。

　だが五年前、謎なぞの侵しん略りやく者しや──『イロウス』によってその平へい穏おんは破は壊かいされた。

　通常兵器ではイロウスに歯が立たなかった人類は、生き延びるために地球を飛び出すしかなく、その生活圏けんを地球外のコロニーへと移していた。

　もう地球の地を踏ふみしめることは叶かなわない夢なのだろうか──誰だれもがそんな不安に駆かられた時、残された希望が星守だった。

　星守たちは今日も戦い続ける。

　イロウスから地球を取り戻もどすために。

　みんなと自分たちの未来を取り返すために。
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「しっかし……じゃんけんって……」

　呆あきれたように呟つぶやいたのは御み剣つるぎ風ふう蘭らんだ。

　元星守であり、樹と同じく星守たちの教師を務めている。現在は天才科学者として名を馳はせる彼女は、じゃんけんで決めるというやり方に不満だった。

「戦せん闘とうシミュレーションの成績で決めるとか、なにかなかったのか？」

「風蘭にしてはまともな意見ね」

「……ほっとけ」

　チクリと痛いところを突いてくる樹に風蘭はばつが悪そうに顔を逸そらした。

「今回は星守同士の連れん携けいを高めるための奪還授業でもあるのよ。だから単純な強さで決めちゃダメなの。お互たがいに気が知れた星守同士じゃなきゃね」

「歳としが近い仲良し同士で組ませたのは分かる。だがじゃんけんって……」

「仕方ないじゃない。成績で決められない以上、一番公平なやり方よ」

「……そーですか」

　じゃんけんなんかで決めていいのか、という疑問はなおも風蘭の胸の内に留とどまる。

　しかし勝負がついた今、星守たちを見み渡わたしてみると──みんな意外にも真しん剣けんに挑いどんでいたようだった。




「くっ……ワタクシのチョキが負けるなんて……」

　自分が出したチョキを凝ぎよう視ししながら千せん導どう院いん楓かえでが悔くやしそうに呟いた。

　わなわなと震ふるえるその背中に、ポンポンと添そえられる手が二本。

「いやいや楓、チョキがグーに勝てないのは常識じゃぞ？」

「そうだよ楓先せん輩ぱい、ハサミじゃ石は切れないよ？」

　のじゃ口調でツッコミを入れる藤ふじ宮みや桜さくらと、無む邪じや気きに正論をぶつける南みなみひなただった。

「このワタクシが負けてしまうなんて……。千導院家の者として、お父様にどう説明すれば……」

　本気で不安そうな楓が自分の手を凝視する。

　歴史ある名家の跡あと取とり娘むすめである楓にとっては、じゃんけん一つとっても、負けられない真剣勝負なのだった。

「楓、じゃんけんに千導院は関係ないぞ」

「なになに、楓先輩のじゃんけんってひなたのじゃんけんと違ちがうの？　どこが違うの!?」

　桜のツッコミもひなたの好こう奇き心しんも、苦い敗北に沈しずんだ楓には届いていなかった。

「こうなったら、じゃんけんの世界に千導院だけの特別ルールを……」

「どんな負けず嫌ぎらいじゃ」

「グーに勝てるチョキを作っちゃうの？　すごいっ！」




「……ねえ蓮れん華げ」

　携けい帯たいゲーム機片手に、粒つぶ咲ざきあんこは気だるげに呼びかけた。

「ん～？」

　ウェーブのかかった髪かみを指でくるくるしていた芹せり沢ざわ蓮華が応こたえる。

「帰ってこないね、明日あす葉は」

「そうねぇ～」

　二人が眺ながめる先には、パーを出した体勢で石像のように硬こう直ちよくしている楠くすのき明日葉がいた。

　高校三年生組である三人は一回戦でみきに敗れていた。

　意い気き揚よう々ようと代表を買って出た明日葉は、みきが繰り出した全力全開のチョキに負けたのだった。

「う～ん。すっごくショックだったみたいね～。もう、明日葉ってば意外とカワイイんだから♡」

「生徒会長だからって意気込んでたんじゃないの？」

「でも仕方ないわ～。じゃんけんは公平だもの～」

　でもなんか面おも白しろいからこのまま見ていよう──言葉にせずとも二人とも思っていることは同じだった。




「だから、私はグーを出すべきだと言ったんだ！」

　火ひ向むか井いゆりは小さな身体からだを大きく乗り出して猛もう然ぜんと主張していた。

「だって多数決でパーになったんじゃん……ねえ、くるみ？」

「うん……。さっき花か壇だんでお花さんに相談したらパーがいいって教えてくれた」

　ちっこいゆりとは対照的に大人びた二人──天あま野の望のぞみと常磐ときわくるみが反論する。

　パッと見ると妹が姉たちに抗こう議ぎしているようだが、三人とも同学年である。

「でも……でもパーで負けてしまったぞ！」

「仕方ないよ、ゆり。多数決は民主主義の基本だもん。ねえ、くるみ？」

「うん……。そうね」

　望がそれとなく話を脱だつ線せんさせつつあった。

　これにくるみが無意識に乗っかってしまう。

　それに気づかないゆりがぐっと唸うなった。

「た、確かに……。民主主義は大切だが……」

　風紀委員長である以上、規律を乱すようなことはできない──引き下がるしかないゆりだった。

　そんな彼女にそっと背を向けた望が、くるみにぐっとサムアップする。

「へへーん、大成功」

　まんまと言いくるめられたゆりを横目に望は、話を合わせてくれてありがとうと、くるみにサインを送る。

「……？」

　そんな望に、話を合わせたという自覚もないくるみは首を傾かしげるのだった。




「もぉおおお！　うららが一番になれないなんて、こんなの間違ってる！」

　ツインテールを振ふり乱して蓮はす見みうららが悶もん絶ぜつしていた。

「う、うららちゃん落ち着いて！」

「むみぃ……うららせんぱい怖こわいよぅ……」

　オドオドしながらなだめるのは朝あさ比ひ奈な心ここ美み、怯おびえたように縮こまっているのは綿わた木ぎミシェルだ。

　二人ともうららの勢いにすっかり吞のみ込まれている。

「なによ二人とも！　負けちゃったのに悔しくないの！」

「そ、それは……残念だけど……」

「うららせんぱいが怒おこってる……」

「怒ってないわよっ！　悔しがってるのっ！」

『ひぃ[image: ～][image: ～]!!』

　うららの迫はく力りよくに心美とミシェルが抱だき合って震えていた。

「で、でもほら！　可愛かわいさだったらうららちゃんがナンバーワンだよっ！」

　咄とつ嗟さに心美がうららのアイドル魂だましいをくすぐる。

「えっ……？」

「ねっ、ねっ！　ミミちゃんもそう思うよね!?」

「う、うん！　うららせんぱい、最高にかわいいよ～っ！」

　二人が涙を浮かべながら必死にヨイショすると、

「当然でしょ！　うららは未来のスーパーアイドルだもん！　宇宙一カワイイんだから♪」

　コロッとご機き嫌げんが直ってしまうのだった。




「真剣に……挑んでたんだよな、きっと……うん」

　星守クラスの表情を見渡した風蘭は、いささか自信がない様子で呟いた。

　そんな中、騒さわぎを鎮しずめるように樹がパンパンと手をたたいた。

「はい、選ばれた三人はさっそく準備に取りかかって」

『はーい！』

　みきと昴、遥香だけが元気よく返事し、残る面々は落ち込んだように『ほーい』と力なく返した。
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「ここが……渋谷なんだね」

　渋谷へと舞まい降りたみきは、かつては人々があふれて賑にぎわっていたであろう光景を思い描えがいて息を吞んだ。

　人の手を離はなれた街は風化が進んでいた。

　道路はあちらこちらで隆りゆう起き、陥かん没ぼつしていて、アスファルトの割れ目を雑草が埋うめている。

　居並ぶ建物も傷いたみが激しく、ひび割れた窓ガラスが砂すな埃ぼこりにまみれていた。

　驚おどろくほど静かで、なにも動かない。まるで写真を見ているようだ。

　文字通りの廃はい墟きよ──人々に捨てられた街並み。

　その冷たい空気にみきの喉のどがごくりと鳴った。

「分かっていたつもりだったけれど、こうして目まの当たりにすると……」

「うん……。胸の奥の方がぎゅってなる気がするよ」

　昴も遥香も感じるところはみきと同じだった。

　じゃんけんトーナメントを勝ち抜ぬいた嬉うれしさなんて今は昔、自分たちは星守の代表としてここに立っているのだという覚かく悟ごがこみ上げてきた。

　自然と表情が引き締しまる。

「この場所からイロウスを追い払はらうのが、渋谷奪だつ還かん授業……またみんな、ここに戻もどってこられるのかな……」

『感傷に浸ひたっている暇ひまはないわよ』

「八雲先生！」

　みきたちの意識を引き戻すように樹からの通信が飛んできた。

「五年前のあの日……イロウスが大量に現れた【審しん判ぱんの日】以来、人類は地球を捨てざるを得なかった……。だからこそ、この渋谷奪還授業は地球を取り戻す重要な一歩よ」

　ゆっくりと、言葉ではなく決意を伝えるように樹が告げる。

　五年前のあの日──現役の星守だった樹は、地球を奪うばわれた悔しさを誰だれよりも理解していた。

「それができるのは、神樹の力を受けたあなたたちだけ……星守の活かつ躍やくに期待しているわ」

　自分たちの使命を胸に刻み込むような樹の声に、みきたちはただ、黙だまって頷うなずいた。

「行こう、昴ちゃん、遥香ちゃん」

　三人の身体が光に包まれる。

　やがて姿を現したその身は星せい衣いに包まれていた。

　神樹の力を宿し、イロウスが放つ瘴しよう気きにも耐たえうる。

　星守にとっての最大の武器であり、最後の鎧よろいだ。

「絶対に……地球を取り戻そうねっ！」




　渋谷の街へと向かったみきたちは、さっそくイロウスの群れに遭そう遇ぐうした。

　小型種が十体と少し──なにをするでもなく徘はい徊かいしている。

（いよいよだ……）

　剣けんを握にぎるみきの右手が自然とぎゅっと締まった。

（これまでもイロウスと戦うことはあった……。でも、奪還授業を任せてもらったのは初めて……）

「大だい丈じよう夫ぶよ、みき」

　力りきむ彼女の手をほぐすように遥香がそっとなでる。

「何度もシミュレーションで訓練してきたんだから、負けるはずがないわ」

「そうそう。アタシたちの見事なコンビネーションでズバッとやっちゃおう！」

　昴がニカッと笑ってみきの背中をたたく。

　二人の優やさしい声にみきの身体から緊きん張ちようが抜けた。

「……うん！　ありがとね昴ちゃん、遥香ちゃん！」

　改めて剣を構えたみきに、昴と遥香もそれぞれの武器を手に肩かたを並べる。

「…………行こうっ！」

　みきのかけ声を皮切りに、三人はイロウスの群れへと突つっ込こんでいった。

『ギッ？　ギギギッ!?』

　突とつ然ぜんの奇き襲しゆうにイロウスたちの動きが止まる。

　その隙すきを逃のがさずみきが斬きり込んだ。
















　突っ込んだ勢いそのままに一体を討とう伐ばつ、さらに踏ふみ込んで奥の一体を仕留める。

　イロウスが混乱から立ち直る前に、返す刀で三体目を追い詰つめる。

（うん、大丈夫だ）

　心臓の鼓こ動どうは太たい鼓こを打ち鳴らすように激しく、でも頭は水を打ったように冷静に。

　みきは自分がやるべきことを着実に遂すい行こうした。

（できる……私にはできる……）

　その自信がみきをさらに躍やく動どうさせた。

　飛びかかってきたイロウスが鋭するどい爪つめでなぎ払うも、その切っ先を冷静に見み極きわめて回かい避ひ、すれ違いざまに斬ざん撃げきをお見み舞まいする。

　すると今度は二体のイロウスがみきの左右から同時に飛びかかった。

　どちらも迎げい撃げきするのは不可、回避も間に合わない。

　初めてのピンチ──でも、みきは慌あわてない。

　ここには大切な、信しん頼らいできる仲間がいる。

「とりゃーっ！」

「やっ！」

　左右のイロウスが同時にもんどり打って倒たおれた。

「…………」

　みきが小さく微笑ほほえむ。

　昴と遥香も微笑む。

　それで会話は十分だった。

「あと少しっ！」

　残り少なくなったイロウスめがけ、みきは再び剣を振り抜いた。




　最後のイロウスがみきの剣に貫つらぬかれた。

　辺りに漂ただようイロウスの瘴気が少しだけ薄うすくなった気がした。

「や……やった……」

　みきが肩で呼吸しながら状じよう況きようを確かく認にんする。

　被ひ害がいゼロ。昴も遥香もケガはしていない。

　イロウスは残らず討伐完かん了りよう。

　シミュレーション訓練でもできたことのない百点満点だった。

「やったぁ！」

　瞬しゆん間かん、それまで張はり詰めていた緊張の糸が緩ゆるんだ。

「イロウスを倒せたよ！」

「終わってみれば楽勝だったね」

「みきも昴も格好良かったわよ」

「そんな～、遥香ちゃんだって！」

　お互たがいがお互いを褒ほめまくる。

　重要な任務の第一歩をやり遂とげたという安心感と、お互いが無事でよかったという安あん堵どと──そしてなによりも、仲間と一いつ緒しよにやり遂げたという達成感が抑おさえきれなかった。

「この調子でどんどんやっつけちゃおう！」

「アタシたちにかかれば敵なしだね！」

「もう、昴ったら……」

　和気あいあいという雰ふん囲い気きすら漂う。

　三人が三人とも、星守としての自信を確かなものにしていた。

　今ならどんな大量のイロウスだって倒せそう──そんな根こん拠きよのない、でも疑う余地もない確信に満ちていた。

「そういえば、なんか瘴気がちょっと弱まったみたいだね」

　一気にイロウスの群れをかたづけたためか、辺りを漂う瘴気が少しだけ晴れていた。

「でも、それだけじゃダメなんだよね？」

「ええ、このままではいずれまた、瘴気に覆おおわれてしまうわ」

「そうさせないためにも……っと」

　昴が星衣の下から取り出したのは──小さな結けつ晶しようだった。

　花のつぼみのような形をしていて、光を受けると鮮あざやかに七色に色づいた。

　神樹の結晶である。

「これを埋めればいいんだよね？」

「ええ、神樹様の力でこの地をイロウスの瘴気から守ってくれるはずだわ」

「すごいなぁ……神樹様って」

　みきがしみじみと呟つぶやく。

「もう、みきったら……神樹様なんだから、すごいのは当然よ」

「でもでも！　すごいものはすごいんだよ！」

　力説するみきの純心に遥香もつられてクスリと笑ってしまった。

「はいはい、よく分かりました。それじゃ、昴？」

「任せて！　これで渋谷奪還授業は成功だね！」

　遥香が神樹の結晶を埋めるよう昴に促うながす。

　昴はさっそく、アスファルトが砕くだけて地面があらわになったところに──




　その時──地じ獄ごくの釜かまのふたが開いたように瘴気があふれた。




「な、なに……？」

　胸を締め付けるような吐はき気けがみきを襲おそった。

　イロウスを退治する前と同じ──いやそれ以上に膨ふくれ上がった濃のう密みつな瘴気だった。

「そんな！　なにが起こったの!?」

「こんなの……なんかおかしいよ！」

　焦あせりが恐きよう怖ふを呼び、恐怖がさらなる不安をかき立てる。

　遥香はみきの腕うでをぎゅっと握りしめ、昴は神樹の結晶をお守りのように抱だきしめた。

『大変よっ！』

　樹からの通信が飛び込んできた。

　瘴気が濃こいためか、声も映像も途と切ぎれ途切れでしか伝わってこない。

　それでも次の一言だけは明めい瞭りように聞こえた。

『大型のイロウスが次々と渋谷に集まっているわ！』

　最悪の現実を告げる言葉だけ残し、樹との通信は断絶した。

「八雲先生！　八雲先生っ!?」

「ダメ！　無線が通じない！」

　なおも呼びかける昴を遥香が制す。

「二人とも！　急いでここを離はなれて……っ!?」




『ウオオオオオオンッッッ!!』




　低く重い雄お叫たけびが耳をつんざいた。

　よくも縄なわ張ばりを荒あらしてくれたな──そう威い嚇かくしているようだった。

「くっ……遅おそかった！」

「これが大型イロウス……！」

　雄叫びは幾いく重えにも重なった。

　前から後ろから、右から左から。逃にげ場を奪うように。

「大変！　いつの間にか囲まれてる！」

「このままじゃ……」

　焦る遥香と昴が逃げ道を探す。

　しかし瘴気は全方位で濃密さを増すばかりだ。

　逃げられると思っているのか──か弱いシマウマを追い詰めるライオンのごとく。

　それがみきには分かってしまった。

　ゆえに気づいた時には、彼女はまた自分のやるべきことを着実に実行した。

　心臓の鼓動は太鼓を打ち鳴らすように激しく、でも頭は水を打ったように冷静に。

「…………二人とも、ここは私が引きつけるから」

　導き出した最良の選せん択たく肢しを伝える。

「二人はその隙に逃げて！」

「なにを言ってるの、みき!?」

「そんなことできるわけないじゃんっ！」

　遥香も昴も声を荒あららげた。

　みきを[image: 囮]おとりにするような真似まねなどできないと四つの瞳ひとみが訴うつたえる。

　そんな二人とは正反対に、みきは努めて冷静に言った。

「でも全ぜん滅めつするわけにはいかないでしょ？」

「バカなこと言わないで、みき！」

「怒おこるよ!?」

　あははと困ったように笑ったみきが、激げつ昴こうする二人をなだめる。

「大だい丈じよう夫ぶ、心配しないで。[image: 囮]になるだけで、後でちゃんと合流するから」

　みきが二人の背中にそっと腕を回した。

「私のこと、信じてほしいな？」

　イロウスに襲われても彼女たちを信じて任せた自分のように。

　今度は自分を信じて任せてほしいと。

　二人の身体からだをぎゅっと抱き寄せて、みきが呟く。

「みき……」

「大丈夫だよ。絶対に戻もどってくるから」

　なおも食い下がる遥香をみきが優やさしく諭さとす──瞬間、

「二人とも！　後ろ！」

　昴の悲鳴が響ひびき渡わたった。

　みきと遥香をめがけ、巨きよ大だいなイロウスが猛もう烈れつなスピードで飛びかかってきた。

「させないっ！」

「みきっ!?」

　咄とつ嗟さに遥香を突つき飛ばし、みきが剣けんを構える。

　回かい避ひ不能、防ぼう御ぎよ不能、迎げい撃げき不能──冷静なままの頭が非情なまでの運命を告げる。

　それでも遥香と昴を助けるため、みきは退かない。

（二人が逃げ切るだけの時間を稼かせいでみせるっ!!）

　恐怖を勇気で抑えつけたみきに、イロウスの凶きよう爪そうが振ふり下ろされて──




　イロウスが真っ二つに裂さけた。




「えっ……？」

　重苦の断だん末まつ魔まの叫びを残しながらイロウスの巨体が沈しずむ。

　茫ぼう然ぜんとするみきの向こう──斬きり裂かれたイロウスの隙すき間まから見えたのは──

「まったく……仲間割れをしている場合か？」

　星衣に身を包み、やれやれと剣を構え直した明日葉だった。

「あ……明日葉先せん輩ぱい!?」

「は～い、れんげもいるわよ～」

「ホント、仕方ないわね……」

　自分たちも忘れないでと言うように、星衣姿の蓮華とあんこが姿を現した。

「助けに来てくれたんですか！」

「ありがとうございます、明日葉先輩！」

　遥香と昴がホッとした様子で声を弾はずませる。

　これで大丈夫だ──みきたちが安あん堵どの表情を浮うかべる。

　だが、明日葉はそんな三人をたしなめるようにキッと眉まゆを吊つり上げた。

「こら、気を抜ぬくんじゃない！」

『はっ、はい!?』

　思わぬお叱しかりにみきたちが反射的に直立不動になった。

「おまえたちの渋谷奪だつ還かん授業はまだ続いているぞ」

「えっ……一緒に戦ってくれるんじゃ……」

「なーに甘えたこと言ってんの」

　あんこがじとーっと三人を見み据すえる。

「れんげたちは～、パニックになってるみんなをフォローしに来ただけよ～？」

　蓮華はにこやかに微笑ほほえんだまま、やはり手を貸そうとはしない。

「忘れるな、これはおまえたちの作戦だ。途と中ちゆうで放ほうり投げてどうする」

　明日葉がやれやれと肩かたをすくめた。

　ここに来たのは三人を助けるためというよりも、三人に活を入れるためだった。

「ちょっと予定外のことが起こったくらいで弱音をはいてるようじゃ、まだまだ修しゆ行ぎようが足りないな」

　明日葉の叱しつ責せきは続く。

　これをしゅんとした表情でみきたち三人が猛もう省せいする。

　もちろんそんな間にもイロウスたちは容よう赦しやなく牙きばをむいてくるのだが、これには蓮華とあんこが応戦していた。

　しかし明日葉のお説教は意外に長く──

「ちょ、ちょっと明日葉！　そのくらいにしなさいよっ！」

「このままじゃイロウス全部、れんげたちで倒たおしちゃうわ～」

　本ほん末まつ転てん倒とうになってしまうとあんこと蓮華からクレームが入る。

「む……いやしかし、ここはしっかりと星守としての自覚を……」

「じゃ、ここから先は一年生組にやってもらうわよ」

「明日葉のお説教タイム、おしまいね♡」

　あんこと蓮華が戦せん闘とう態勢を解いた。

　半数以上の仲間が次々と倒され、残ったイロウスたちは怖おじ気けづいたのか脚あしが止まっていた。

「みきも、昴も遥香も、慌あわてるな」

　明日葉はさっきまでとは違ちがって、優しい声で語りかける。

「落ち着いて戦えば勝てる実力は十分にあるんだ」

「そうよ、目の前の敵にちゃ～んと集中しないと」

「あんたたちの力はこんなものじゃないでしょ？」

　蓮華とあんこも、みきたちの背中を押すように応おう援えんした。

「…………はいっ！」

　頼たよれる先輩たちの言葉に、みきはさっきまでの投げやりな自分を捨てた。

（自分が犠ぎ牲せいになればいいなんて自分勝手だ……そんなことしても、昴ちゃんも遥香ちゃんも喜んでくれないのに……）

　一人を捨てて二人を救う──そんなのは考えちゃダメなんだ。

　絶対に三人で無事に戻る、そう信じなくちゃダメなんだ。

「二人ともごめんね、私ひとりで焦っちゃって……」

　みきが申し訳なさそうに目を伏ふせる。

　そんな彼女をいたわるように、昴と遥香がみきの手を握にぎった。

「ううん、こっちこそごめん」

「アタシもなにもできなくて……」

　お互たがいが自分に足りなかったものを謝る。

　三人で協力しなくちゃいけないんだと心を一つにする。

　その光景に明日葉たちは満足そうに目を細めた。

「その悔くやしさを忘れるな。それはいつかきっと大きな力になる」

「ほら、早く終わらせてさっさと帰るわよ」

「三人は前にだけ集中して。ちゃ～んとれんげたちが後ろは守ってあげるから」

「今はただ、目の前の敵に立ち向かえ！」

　最後の明日葉の言葉がきっかけとなった。

　ぐっと表情にたくましさを取り戻したみきは、肩を並べる昴と遥香に頷うなずいた。

「行こう、昴ちゃん、遥香ちゃん！」

　再び剣を振り上げ、待ち構えるイロウスへと駆かけ出す。

「私たち、星守の力……見せてあげる！」
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　刃やいばが一いつ閃せんする。

　一いつ瞬しゆんの硬こう直ちよくの後、重力に負けたようにイロウスの巨きよ軀くが沈んだ。

「やったあああああ！」

　最後のイロウスを仕留めたみきが歓かん喜きのあまり飛び跳はねる。

「渋谷奪還授業、今度こそ成功だね！」

「こうやってひとつひとつ取り戻していけば……また地球で暮らせる日がきっと来るわよね！」

　昴と遥香も興奮を抑おさえきれない。

　一度は諦あきらめかけた勝利だけに、こうして達成した後の充じゆう実じつ感もまた一味違っていた。

「あれっ？　明日葉先輩たちは？」

　ようやく落ち着いてきたところで、見守ってくれていたはずの先輩三人がいないことに気づく。

「神樹の結けつ晶しようを埋うめて、先にコロニーに帰ったみたいだね」

「それじゃあ、私たちも戻りましょうか」

　昴と遥香が踵きびすを返した──が、みきの足取りだけが重い。

「……はぁ」

「どうしたの、みき？　ため息なんかついて」

「いや、私たちってまだまだだな、って思って……」

　結果だけ見れば渋谷奪還授業は成功した。

　しかし明日葉や蓮華、あんこが来てくれなければどうなっていただろう。

　きっと昴と遥香を先に逃にがして自分も逃げることに必死で、それだけで終わっていただろう──と回かい顧こする。

「結局、今回も明日葉先輩たちに助けてもらったし……」

　思うところは昴も遥香も同じなのか、みきの言葉に二人ともすぐに返事ができなかった。

「…………って、いけないいけない！」

　三人そろって落ち込むなんて、また明日葉先輩に怒られちゃう──みきは自分のほっぺたをパンとたたき、スパッと頭を切り替かえた。

「今日はあんなだったけど、次こそは私たちで成功させようね！」

「うん…………そうだね！」

「私も頑がん張ばるわ！」

　苦い記き憶おくは次への希望で塗ぬりつぶせばいい──三人はお互いの顔を見つめながらクスリと微笑んだ。

「あ、そろそろ転送が始まるみたい」

　遥香の周囲を淡あわい光が取り囲み始めた。

　続いて昴、みきも同じように光に包まれ、輝かがやきが次し第だいに増していく。

　やがて遥香が、そして昴とみきが光に吞のみ込まれた。

　その刹せつ那な、最後に光の中へ消えようとしていたみきを見つめる瞳ひとみがあった。

　氷のように冷たい二つの──いや、四つの瞳だった。
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　砕くだけたガラス、倒れたコンテナ、錆さびに覆おおわれた配管、散らばった瓦が礫れき──捨てられてからの年月を否いや応おうなく感じさせる廃はい工場があった。

　広大な敷しき地ちに乱立するプラントは朽くち果て、建屋には縦横にひびが走っている。

　風が吹ふけばすべて砂さ塵じんとなって消え飛んでしまうのではないか。

　そんな危険で廃すたれた地を、一人と一いつ匹ぴきが歩いていた。

　周囲の荒こう廃はいなど気にする様子もなく、小さな、だがしっかりとした足取りで進む。

　やがて一人と一匹が一つの建屋へと入っていく。

　暗くら闇やみに覆われている通路を進み、奥へ奥へ──明かりが灯ともった一室へとたどり着いた。

「あら、戻もどったの？」

　書類や実験器具が乱雑に散らかった研究室に一人の女性がいた。

　イスに深々と座って物もの憂うげな表情で天てん井じようを見つめたまま、視線だけを入り口へと傾かたむける。

「…………お友達……いじめられた」

　悔しげに呟つぶやく。

　胸の奥から突つき上げる怒いかりを抑えつけ、涙なみだとなって瞳から滴したたり落ちた。

　その雫しずくを額に受けた一匹が──小さなイロウスがぶるりと身を震ふるわせた。

「…………そう」

　その様子を眺ながめていた女性は、しばしの沈ちん黙もくの後、立ち上がって少女へと歩み寄った。

　その身体からだをそっと抱だき寄せ、背中をさする。

「きっと悪い人たちなのね。サドネのお友達を傷つける悪い人……」

　少女の耳元に顔を寄せた女性は、ねっとりと、しみこませるように囁ささやいた。

「悪い人……。エヴィーナと同じ格好なのに……？」

　少女の問いに女性──エヴィーナがゆっくりと頷く。

「そうなんだ……。悪い人なんだ。お友達を……サドネのお友達をいじめる悪い人……」

　少女の瞳の奥にほの暗い闇やみが宿った。








二章　特訓です！









「もっと強くなりたい……ですって？」

　八や雲くも樹いつきにとってそれは唐とう突とつだった。

　みきたち三人を地球から連れ帰り、渋しぶ谷や奪だつ還かん授業の成功を賞賛したのがほんの五分前のことだ。

　高校三年生組の力を借りたとはいえ、彼女たちと比べて星ほし守もりとしてすごした時間はみきたちの方が短い。

　土ど壇たん場ばでの地力や判断力に差が出るのは当然だろう。

　樹はそれを踏ふまえた上で、みきたちは立派にやり遂とげたと信じていた。

　しかしこの瞬間、みきと昴すばる、遥はる香かの三人はそろって樹にずずいと迫せまり、もっと強くなりたいのだと直じか談判していた。

「早く先せん輩ぱいたちに追いつきたいんです！」

「お願いします、八雲先生！」

「アタシたちを鍛きたえてくださいっ！」

　今にも土下座せんばかりの勢いで頭を下げる。

　その迫はく力りよくと勢いに樹の方が息を吞んだ。

　なにがここまでこの子たちを駆り立てるのだろう──樹には不思議で仕方がない。

　だがそれも当然のことだった。

　巨きよ大だいイロウスが現れてから明日あす葉はたちを救きゆう援えんに向かわせるまでの間、地球との通信が途と絶ぜつしていたのだ。

　その間に彼女たちが陥おちいった不安も絶望も、みきが抱いだいてしまった、悲しいまでの勇気のことも知らない。

　なにが彼女たちを成長させたのか。

　激しいまでの成長欲よくをわき起こすのか。

　疑問は尽つきない樹だったが、悩なやむのは後にした。

　彼女たちを見守る教師として、教え子のやる気が嬉うれしくないわけがなかった。

「そうね……」

　自分になにができるだろうと樹は思案する。

　単にシミュレーションを増やすだけでは満足してくれないだろう。

　この機会になにか、今まではできなかった訓練を試ためせないだろうか。

　こんなにも強くなりたいと必死な教え子たちのために。

　たとえば──指導方法にものすごく難があるのだけど、ものすごく優ゆう秀しゆうでもあるスパルタ教官につけるとか。

「……八雲先生？」

　急に考え込んだ樹の顔をみきが覗のぞき込む。

「……そうね。強くなりたいのなら、彼女に教わるのが一番いいわね」

　なにやら納なつ得とくした樹が三人に向き直る。

「みんな、ひょっとするとものすごくつらい特訓になるかもしれないけど、大だい丈じよう夫ぶかしら？」

『はいっ！』

　みきたちは待ってましたと言わんばかりに即そく答とうした。

　その時に樹が浮うかべた、困ったような申し訳ないような、微び妙みような表情に気づくことなく。
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　翌日、みきと昴、遥香の三人は数日分の着き替がえをバッグに詰つめ、神しん樹じゆヶが峰みね女学園から遠く離はなれた山道を登っていた。

　山の麓ふもとでバスを降りて、かれこれ一時間である。

　うっそうと木々が茂しげる中、舗ほ装そうもされていない山道に挑いどんでいた。

　決して急な勾こう配ばいではないが、立ち止まることを許さないかのように、どこまでも延々と続いている。

「み、みき……本当にこっちで合ってるの……？」

「もうクタクタだよ……」

　もともと体力に自信のない遥香に加え、フットサルで鍛えているはずの昴までヘトヘトになっていた。

「八雲っ……先生にもらった地図っ……。間ま違ちがってない……よっ」

　みきもとっくの昔に体力は底をついている。

　それでも二人を引っ張って先頭を進むのは、ひとえに強くなりたいという一心から意地みたいなものだった。

「ひょっとして……これも特訓の一いつ環かんなのかな……？」

　昴がふと思いついたように呟く。

　その者の覚かく悟ごを試すため、あえて険しい山中を集合場所とする──ありえないことではなかった。

「八雲先生、なんか考え込んでたみたいだったし……」

「そういえば……そうかもしれないわね」

　昴の指し摘てきに遥香も同意見だった。

　どんな過か酷こくな試練が課されるのだろう──疲つかれ果てた二人の表情に、新たに不安の色が加わった。

「もうっ、ダメだよ昴ちゃん！　遥香ちゃん！」

　みきは二人を激げき励れいするように声を強めた。

「こんなの準備運動なんだから！　このくらい、なんてことないんだからっ……！」

　それまでよりさらに早足に山道を登る。

　その背中に励はげまされたように、昴と遥香もぐっと顔を引き締しめた。

「……みきの言うとおりだね」

「頑張らなくっちゃ！」

　決意を新たに山道に挑むこと、さらに三十分と少し。

　ようやく木々が途と切ぎれ、視界が開けた。

　そこに広がっていたのは、なみなみと水をたたえた湖だった。

　水面みなもに光が反射して、それまで木こ陰かげを歩いてきた三人の目をくらませる。

　その向こう──湖のそばにはロッジのような木造の建物がいくつも見えた。

　それだけではない。炊すい事じ場ばや駐ちゆう車しや場じようもある。

　見れば湖では何人か子供が泳いでいるではないか。

「……キャンプ場かな？」

「こんな山奥に？」

「でもあれって……」

　わけが分からず混乱する三人に、近づく人ひと影かげが一つ──

「おまえら……なにやってんだ？」

　ラフなシャツにジーパン、麦むぎわら帽ぼう子しにサングラスをかけた風ふう蘭らんだった。

「遅おそいと思ったら……遅ち刻こくだぞ」

　その言葉にみきたちは、八雲が言っていた『つらい特訓』の意味を悟さとった。

「ひょっとして御み剣つるぎ先生が……」

「ああ、そうだ。イツキにおまえらの特訓の監かん督とくを頼たのまれたんだ」

「御剣先生が……」

　ごくり、と三人に緊きん張ちようが走る。

　かつては最強の星守として謳うたわれたのが御剣風蘭だ。

　一線を退いて現在は星守を指導する側に回っているが、その実力は誰だれもが認めるところである。

　その風蘭から指導を受ける──どんな過酷なカリキュラムになるか、想像もできなかった。

「と、ところで御剣先生！」

　昴がずっと感じていた疑問をぶつける。

「秘密特訓なのに、どうして子供たちがいるんですか？」

「秘密？　秘密もなにも、ここはメジャーなキャンプ場だぞ？」

『…………え？』

　三人そろって目が点になった。

　点になった目でもう一度、よく周囲を観察する。

　湖で遊ぶ子供たちが実は星守の卵で修しゆ行ぎよう中──には見えない。

　きゃっきゃわいわいと歓かん声せいを上げてはしゃいでいる。

　秘密特訓を匂におわせるような必死さとか、真しん剣けんさがどこにもなかった。

　そして決定的だったのが敷しき地ちの入り口あたりに掲かかげられた横断幕だった。

　そこには『ようこそ緑の丘おかキャンプ場へ！』と大々的に掲げられていた。

「だ、だってだって！　あんな山道でしたよ!?」

「ここまで来るの、本当に大変だったんですからっ！」

「誰があんな道を登ってくるんですか!?」

　矢や継つぎ早ばやに反論する三人に、風蘭は呆あきれたように肩かたをすくめた。

「だから言っただろ……なにやってんだって」

　そして自分の背後──みきたちが登ってきた山道とは反対側を指差す。

「あっちに普ふ通つうに麓から続く道路があるんだよ。すぐ近くにバス停もある。予定の時間になってもおまえらが現れないから、まさかもう到とう着ちやくして遊んでるんじゃないかって見回ってたんだよ。で、藪やぶの中からクタクタになって出てきたのを見つけたってわけだ」

『そんなっ!?』

　ここまで踏とう破はしてきた苦難の道はなんだったのか。

　思わず目眩めまいがした。

　自然と昴と遥香の視線がみきに突つき刺ささる。

「みき……ちゃんと地図見た？」

「み、見たよ！　だからこうして到着したじゃんっ！」

「でも御剣先生は、あっちに道路があるって言ってるわ」

「だってだって！　地図にはちゃんと……っ！」

　自らの潔白を示すように、みきが手にしていた地図を二人の前に差し出した。

　広域の地図を折りたたんでいて、上じよう端たんにキャンプ場が、下か端たんに自分たちが降りたバス停があった。

「…………」

　昴は地図に手を伸のばすと、折られていた部分をひょいと元に戻もどした。

　キャンプ場の反対側の地図が明らかになる。

　そこにはしっかりと、麓から続く道が示されていた。

「…………あ、あれ？」

「みぃ～きぃ～？」

「みき……？　これはどういうことかしら？」

　昴が恨うらめしそうにジト目になって、遥香は笑え顔がおのままこめかみをひくひくさせ、こてんと首を傾かしげた。

「ご……ごめんなさーいっ!!」

　もう言い訳のしようもないみきだった。

　そんな三人のやり取りを眺ながめていた風蘭は、

「……ま、準備運動が省けたからいっか」

　そんなことを呟つぶやきながら、昴と遥香の腹の虫が治まるのを待つことにした。
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　みきたちは風蘭が借りたロッジに荷物を運び入れた。

「荷物を置いたら着替えて玄げん関かんに集合だ」

　何気なく風蘭が告げる。

「えっ……もう訓練が始まるんですか？」

「少し休ませていただけると……」

「さすがにすぐってのは……」

　みきたちが口々にささやかな抵てい抗こうを示すが、それを考こう慮りよする風蘭ではない。

「そんなんじゃ星守の名が泣くぞ！　つべこべ言わずに集合！」

『…………は～い』

　自分たちから特訓を願い出た手前、退ひくに退けないみきたちだった。

　三人がロッジの奥に進むと、空き部屋が三つあった。

「個室なんだね」

　てっきり相部屋だと思っていたみきは、嬉うれしいやら寂さびしいやらで複雑だった。

　こういう合宿では、みんなまとめて同じ部屋に放ほうり込まれ、夜はあれこれ内ない緒しよ話ばなしに花を咲さかせる──ありがちだが王道のシチュエーションだ。

　ちゃっかりそんな期待をしていた。

「まあ、いっか。誰かの部屋に集まればいいんだし……よいしょっと」

　部屋に荷物を下ろし、動きやすい服装に着替える。

（どんな特訓なのかなぁ……）

　かつて最強と呼ばれた星守である風蘭の手による特訓だ。

　怖こわくもあり、楽しみでもある。

（ちゃんと強くなれますように……）

「みき、準備できた？」

　密ひそかにお祈いのりしていたみきに、ドア越ごしに遥香が声をかける。

「いけない、ボーっとしちゃってた！」

　みきは脱ぬいだ衣服をパパッとたたむと、遥香たちと合流した。

「遅いよ、みき」

「ごめん昴ちゃん、遥香ちゃん」

「ほら、御剣先生が待ってるわ。行きましょう」

　三人は駆かけ足で玄関へと向かった。




『よろしくお願いします！』

　風蘭の前に整列した三人が声を張る。

　すると風蘭はなにも言わず、遥香にぽんと財さい布ふを投げてよこした。

「…………御剣先生？」

「合宿といえば、なにはともあれまずは食事だ」

『は、はぁ……』

　風蘭の言葉に一同が首をひねる。

　特訓が始まるかと思いきや食事の準備を仰おおせつかったのだ。

「あの……これも特訓ですか？」

「当然だ。腹が減ってはイロウスは倒たおせぬということわざもある」

「あったかなぁ……？」

　とはいえ、食事を買ってこいというなら願ったりかなったりの三人である。

　なにせ必要のない登山を終えたばかりだ。

　腹ごしらえという風蘭のお達しに逆らう必要はない。

「それじゃ行きましょう、みき。昴。売店はどこかしら……」

「おいおい、なんのことだ？」

　歩き出そうとした遥香を風蘭の鋭するどい声が制する。

「こんなところに売店があるわけないだろ」

「それじゃどこに……」

「向こうの道を下っていくと開けた通りに出る。そこを右折してしばらく行くとスーパーがある」

「うへぇ……そこまで行くんですか……」

　昴が苦い顔をするが、悲劇はそこで終わらない。

「スーパーで食材を仕入れてくるんだ……夕飯の」

『……夕飯？』

「二十人分をな」

『なんでそんなにっ!?』

　悲鳴に近い声が三人の口からこぼれ落ちた。

「このキャンプ場には、アタシたちを除いて四家族、十六人が滞たい在ざいしている」

「まさか……みなさんの分まで用意するんですか!?」

「ちなみに食べ盛ざかりのお子さんも多い。ちゃんと満足させるんだぞ？　調理器具は用意してあるから心配ない」

「どうしてそんな……」

　星守となんの関係もないことをやらなくちゃならないのか──みきたちの脳のう裏りに浮うかぶのはそれだけだった。

　しかし風蘭は有う無むを言わせない。

「夕飯は十八時からとみなさんには連れん絡らく済みだ。あと五時間と少し……時間厳守だからな」

『そんなぁ！』

「わかったらさっさと動く！　それからメニューは財布の中にメモがあるからそれを読め。カップ麵めんを二十個買って来たら容よう赦しやしないからな！」

「わ、分かりましたーっ！」

　お尻しりを蹴け飛とばされるようにして三人が走り出した。




「カレーにバーベキューに……おでん!?」

「キャンプでおでん!?　どんな食べ合わせっ!?」

「無茶苦茶だーっ！」

　遥香が読み上げる夕飯の献こん立だてに昴とみきが絶ぜつ叫きようする。

「これを二十人分って……相当な量よね？」

「自分たちで持って運ぶしかないし……何往復すればいいんだろ……」

「こんなの星守じゃなくて宅配便の訓練じゃんか！」

　不満たらたらの三人である。

　どこをどう考えたって、この試練が星守としてのスキルに役立つはずがない。

　完全に罰ばつゲームのレベルだ。嫌いやがらせと言ってもいい。

「…………でも、御剣先生なんだよね」

　みきがふと呟く。

　他の誰だれでもない、この試練を言い渡わたしたのは御剣風蘭なのだ。

　樹が少し苦い顔をしたように、彼女には少し適当なところがある。

　だが歴史に名を刻む伝説の星守が、はたして単なるイジワルでこんなことをするだろうか。

　きっと──なにかあるに違ちがいない。

　この荒こう唐とう無む稽けいな試練の中に、なにか隠かくされているに違いない。

「そうね……」

「ここで投げ出したら、御剣先生の真意を問いただすこともできないもんね」

　思うところは昴と遥香も同じだった。

　裏になにかある──それを突き止めたい。

　そのためにも、こんなところでギブアップなんてできない。

「よーし、お料理頑がん張ばるぞっ！」

　みきがぐっと両手を握にぎる。

「ええ、期待してるわ、みき」

「……ちょっと待って」

　にこやかな遥香とは対照的に昴の表情が固まった。

「みきは……料理しないよね？」

　額に汗あせを浮かべながらぎこちなく念押しする。

「するよ？　お料理得意だし！」

「得意って……」

　昴の脳内に、これまでみきの料理を味見した日々がよみがえる。

　味見した後に気分が悪くなるのが二割、お腹なかの調子が悪くなって寝ね込こむのが三割。

　残りの五割は──食べた直後の記き憶おくがない。

「どうしたの昴、顔色が……」

「ちょっと遥香、こっち来て」

　心配してきた遥香を連れて、昴がみきから離はなれる。

「絶対にみきに料理させちゃダメだからね」

　青い顔で昴が遥香に耳打ちした。

「どうして？」

　遥香が澄すんだ瞳ひとみで純じゆん粋すいに問い返す。

　昴が──いや、世界が恐きよう怖ふするべきみきの料理を、本心から美味おいしいと思っている唯ゆい一いつの存在が遥香である。

「みきの料理、美味しいわよ？」

　これっぽっちも疑っていない遥香だった。

「とにかくダメっ！　今日は食べるのはアタシたちだけじゃないんだから！」

　小さな子供も多いのだ。

　みんな仲良く病院に担かつぎ込まれるのは最悪である。

「みきが料理しないように仕向けるから、遥香も協力して！」

「う、うん……よく分からないけど、昴がそこまで言うなら……」

　納なつ得とくできないまでも、昴のただならぬ迫はく力りよくに負けてしまう遥香だった。

「昴ちゃん、遥香ちゃん、なにを相談してるの？」

　放置されたみきがひょこっと覗のぞき込む。

　昴は慌あわてて会話を打ち切った。

「なんでもないなんでもない！　さあみき、頑張るよっ！」

「なんかよく分かんないけど……うん、頑張るっ！」




　食材の買い出しは予想通り、精も根も尽つき果てる地じ獄ごくのランニングとなった。

　必要なものは膨ぼう大だいだ──大量のお米に肉の塊かたまり、野菜に至っては数も種類も膨大だ。

　これを全部、自分たちの足で運ばなければならない──想像しただけでゲッソリと瘦やせてしまいそうだった。

「それじゃ運ぶよっ！」

　第一陣じんとなる野菜が詰つまった袋ふくろを両手に、三人はスーパーを後にした。

　来た道を引き返し、緩ゆるやかな山道を登る。

　最初に体験した道なき道の山登りよりはいくらか楽だったが、しかしそれも運んでいるのが野菜だからだ。

　これがお米になった時、その時が正念場である。

「と……到とう着ちやくぅ……」

　みきたちがロッジにたどり着いたのは、出発してから三十分ほど経たった頃ころだった。

「お～、帰ったか～」

　ロッキングチェアでだら～っとしていた風蘭がひらひらと手を振ふる。

　その態度に思わずムッとする三人だったが、ぐっとこらえて気を静める。

「それじゃ次に……」

「ちょ……ちょっと待って昴……」

　もともと体力がある昴やみきと違って、遥香はすでに限界に近かった。

　ぺたんとしりもちをついたまま立ち上がれない。

「でも急がないと……」

　たった一往復するだけで三十分もかかった。

　これでは食材を運びきるだけでタイムリミットだ。

　とても調理している余よ裕ゆうなんてない。

　息を荒あらくする遥香に、みきと昴が顔を見合わせた。

「…………みきはまだ、体力残ってるよね？」

「うん……大だい丈じよう夫ぶ」

「それじゃ、決まりだね」

　二人は座り込む遥香にそっと語りかけた。

「私と昴ちゃんで運ぶよ」

「遥香は調理に取りかかって。そっち方面は遥香の方が得意でしょ？」

　その言葉に遥香が焦あせったように顔を上げた。

「そ、それじゃ二人に運ぶのを押し付けることになっちゃうわ！」

　自分の体力がないせいで──そんなのはダメだと主張する。

　三人で挑いどむべき試練なのだから平等であるべきだと。

　みんなで運ぶのが当然だと。

「私、頑張るから……もう休きゆう憩けいしたいなんて言わないから」

　遥香がよろめきながら立ち上がろうとする。

　その肩かたにそっと手を置いたみきと昴は、つらそうな表情の遥香に微笑ほほえみかけた。

「遥香ちゃんのこと悪いなんて思ってないよ。お互たがいが自分の得意なところを生かすだけだし」

「そうそう。アタシは体力勝負の方が得意だからさ。料理の方は遥香にお任せしたいなって」

「大丈夫だよ！　私も荷物を運び終わったら料理を手伝うから……」

「い、いや、みきは運ぶことに専念してよ。アタシだけじゃ、ほら、大変だからさ」

「え～っ！」

　みきの料理──というか物体エックスをこの世に誕生させないためにも、ここはしっかりとみきを調理場から引き離そうと決意する昴だった。

「みき……昴……」

　青い顔をする昴とぶーぶー口をとがらせるみきに、遥香が消え入りそうな声で呼びかける。

　その心細さを打ち消すように、二人は彼女の背中をポンポンとたたいた。

「それじゃ行くよ、みき！」

「うぅ……なんかすっきりしないけど頑張るっ！」

　二人が再びスーパーへと走り出す。

　その背中を見つめていた遥香の表情に、やがて力が戻もどった。

「私は……私にできることを頑張らなくちゃ！」

　三人で運んできた食材を調理場の方へと移し始める。

　その様子を風蘭は、サングラスの隙すき間まから眺ながめていた。




「みきがスーパーから山道の入り口まで、アタシが入り口からキャンプ場まで運ぶってのでどう？」

　二人で全行程を往復するよりも、その方が早く済むのではと昴が提案する。

　山道の方が上り坂がキツイぶんだけ体力も消しよう耗もうする。遥香よりも体力に自信のある二人だが、二人を比べればさらに昴の方に利があった。

「うん……分かった。大変な役をやってもらっちゃうけど、ゴメンね」

「任せて！」

　二人はスーパーから第二陣じんとなる食材を運び出すとキャンプ村を目指す。

　調理にかかる時間のことも考えて、おでんとカレーの具材を先に運んだ。

　そして山道の入り口でみきが昴に袋をバトンタッチした。

「それじゃ！」

「うんっ！」

　二人がそれぞれ別方向に走り出す。

　みきは再びスーパーへ、昴はキャンプ場へ。そしてキャンプ場では遥香が料理を。

　三人が一つの目標に向かってひた走る。

　傍はた目めには、楽をする者と苦労する者がいるように見えたとしても。

　お互いの得意不得意を知り尽くした友達同士なら、それは立派に協力と名づけるべきものだった。




　そして最後の食材を手に、みきと昴がキャンプ場にたどり着いた時──

「お帰りなさい、みき！　昴！」

　ぐつぐつと香かぐわしい匂においを漂ただよわせる二つの鍋なべの用意を終えた、遥香が二人を出で迎むかえた。

「あとはバーベキュー用に具材を切るだけよ！」

「それがこの最後の袋……っと」

「あーっ、もうダメ！　一歩も動けないや！」

　バトンを遥香に渡わたすみきの隣となりで、昴が地面に大の字になった。

「ありがとう、昴。あとは私がやるから……」

「あ、私も手伝うよ。昴ちゃんよりはまだ体力が残って……」

「ダメ……それだけはダメだよ……」

「ひぃ!?　昴ちゃんがゾンビみたいに足を……っ!?」

　結局、遥香の手によってすべての料理が仕上げられた。

　カレーにバーベキュー、そしておでん。

　さらにジャガイモが余ったとのことで、追加で大量のジャガ塩バターも並んでいた。

　なぜジャガ塩バターなのかと尋たずねたみきに、遥香はただ『だって……おいしいじゃない』と頰ほおを赤らめて応こたえるのだった。

「十八時三分前……まあまあだな」

　おでんの鍋からタマゴをつまみ食いしながら風蘭が声をかける。

「んっ……味も上等だ。もうちょっと煮に詰つめたらさらに旨うまくなりそうだ」

「じゃ、じゃあ特訓は合格ですか!?」

　前のめりになるみきに、風蘭は答えを急ぐなと指を振る。

「それを決めるのはアタシじゃない……」

　ペロッと指を一舐なめした風蘭が声を張り上げた。

「みなさん、夕飯の用意ができましたっ！」

　その声にわらわらと人が集まってくる。

　子供たちは我先にとカレーのスパイシーな香かおりに、バーベキューの脂あぶらが焦こげる匂いに、おでんの鼻び腔こうをくすぐる風味に引き寄せられていった。

「ほら、給きゆう仕じするまでが特訓だぞ」

『はいっ！』

　さあ最後の一仕事だ──みきたちは疲つかれた表情を抑おさえ込んで、押し寄せる子供の波に笑顔で応えた。




　大仕事を終えたみき、昴、遥香の三人は、キャンプ場にある露ろ天てん風ぶ呂ろに身を沈しずめていた。

　満天の星が輝かがやく空の下、疲れ果てた身体からだを癒いやす。

　みきは露天風呂に下半身だけつけたまま、上半身を縁えん石せきに投げ出してぐったりしている。

　そんな彼女の背中を、バスタオルを身体に巻いた遥香が膝ひざ立ちになって、せっせと揉もみほぐしていた。

　昴も手ぬぐいを顔に載のせたまま、仰あお向むけになって温泉の中をぷかぷか浮うかんでいる。
















「はふぅ……長かったよぉ……」

「お疲れさま、みき」

　遥香がみきの肌はだに指を滑すべらせぐっと押すと、みきが気持ちよさそうにため息をもらす。

「遥香ちゃんもね。料理全部任せちゃったし」

「私なんかぜんぜん……」

「運ぶのがもう少し早く終わってたら、私だって遥香ちゃんを手伝ったのに……」

「そ、そうだね……あははは」

　温泉の中をたゆたいながら、苦笑いしてしまう昴だった。

「私もみきの料理、食べたかったわ」

「あ、アタシも食べたかったなー！　いやー、残念残念」

　百パーセント本気で言っている遥香に対し、昴は密ひそかにホッと胸をなで下ろしていた。

　そして同時に、遥香が作る料理は美味おいしくて本当に良かったと心の底から感謝するのだった。

「でもさ……」

　みきが呟つぶやく。

「結局最後まで、御剣先生の考えてることは分からなかったよね……」

　なぜあんな特訓を課したのか。

　その答えを告げられることなく、また尋ねる間もなく、風蘭は自分の部屋に戻ってしまっていた。

「カレーとバーベキューとおでんでしょ……実はなにかのメッセージになっていて、それをアタシたちに解き明かせってことじゃ……」

「御剣先生がそんな回りくどいことをするかしら？」

「だよねぇ……」

　風蘭の意図がどうにもピンとこない。

「だいたいさ、三人が全力で頑がん張ばって協力して、やっと間に合ったんだよ？」

　過か酷こくな一日を思い出してみきが唸うなる。

　こんな状じよう況きように追い込まれてなにかを学べるわけもない。

　ただひたすら、時間通りに料理を仕上げることだけしか頭になかった。

「ええ、普ふ通つうにやってたら絶対に無理だったわ」

「みんなで材料を運んで、それからみんなで料理してたら……きっと時間切れだったよ」

　風蘭からどんなお仕置きを受けていただろう──想像したくない未来だった。

「…………こう考えてみるとさ」

　ふと昴が呟いた。

「アタシたちが三人とも、得意なことを頑張って、お互いの苦手なところを補ったから成し遂とげられた……ってこと？」

　その言葉にみきと遥香がむぅと考え込んだ。

　言われてみればその通りであり、特訓という趣しゆ旨しを考えれば逆のことをやっている。

　得意なことを伸のばすのが特訓であれば、苦手なことを克こく服ふくするのもまた特訓なのだから。

「特訓の趣旨に従っているだけじゃ、達成できなかった……？」




「まあまあだな。八十点」




　いきなり風蘭の声が割り込んできた。

　艶なまめかしい裸ら体たいにタオル一枚を張り付けて姿を現す。

「み、御剣先生！　聞いてたんですか？」

「ちょっと前からそこでな……っと、お邪じや魔まさせてもらうよ」

　風蘭がバスタオルを外してお湯に身体を沈めた。

「御剣先生、八十点って……どういうことですか？」

　気を取り直したみきが尋ねる。

「言葉通りだよ……。期待した答えには近いけど、まだ足りないな」

　温泉につかりながら風蘭がほっとため息をつく。

「…………星守は強くなきゃダメだ。でも、弱くなきゃダメだ」

　その言葉の意味を三人はすぐには理解できなかった。

「どういうこと……ですか？」

「強い星守はこれまでにもたくさんいた。完全無欠で向かうところ敵なし、イロウスの群れに飛び込めば一いつ騎き当とう千せん……ま、アタシもそう呼ばれた一人だけど」

　でもな──風蘭は続ける。

「星守は強いだけじゃダメだ。仲間を奮い立たせる弱さがなきゃダメだ」

「弱さ……ですか？　逆じゃないんですか？」

　仲間を鼓こ舞ぶするとすれば、それはやっぱり強さではないか──みきが問う。

　それでも風蘭は静かに首を振ふった。

「弱さが仲間を強くする。この人を助けたい、守りたいって想おもいが強くする。考えてもみろ。自分がなにもしなくてもすべてのイロウスを倒せるような星守がいたら……おまえらは強くなろうとするか？」

　それは──みきたちは同時に言葉を吞のみ込んだ。

「……たぶん、任せちゃいます」

「はい……自分はなにもしなくてもいいって思ってしまいます」

「うん、きっとそうなる……」

　そうだろそうだろ、と風蘭は鷹おう揚ように頷うなずいた。

「だからおまえら、強くなりたいなら弱さを見せろ。今のおまえらには、弱いところを補おうと頑張ってくれる仲間がちゃんといる」

　それが自分の伝えたかったことだと風蘭が明かす。

「そのために……あんな地じ獄ごくのお使いリレーをさせられたんですか!?」

「もちろん。それぞれが自分の強みを生かし、仲間の弱みを補う……。強くなることしか頭にない星守がアタシのところに来たら、毎回やってることさ」

　イツキもそれを知っているからアタシのところに寄こしたんだろう──風蘭はさもあらんという様子で言った。

　強さだけを追い求める危あやうさを分かってもらうために。

「さて、言いたいことは言ったし、アタシは先に上がらせてもらうよ。あんまり長湯するなよ？」

『はーい……』

　残された三人はぼうっとその背中を見送った。

　風蘭が言っていることは、自分たちが目指してきたものとは大きく違ちがっていた。

　でも──それで良かったのだとなんとなく理解した。

「弱さを見せる……か」

　強くなりたいという一心だった自分をそれぞれが思い返す。

　今日という一日を経て、自分が強くなったという実感はあまりない。

　本当なら悔くやしがるか、風蘭に『まともに鍛きたえてください！』と直じき訴そするか、どちらかだ。

　それなのに今の自分の心に広がるのは、安あん堵ど感だけ。

　ここに三人でいるんだという幸せだけだった。

「昴ちゃん、遥香ちゃん……。強いって大変なんだね」

「ええ、そうね……」

「なんか……考えちゃうよ」

　沈ちん黙もくが──でも決して息苦しくない沈黙が漂ただよう。

「……決めた！　私、ここで二人に白状します！」

　ざっばぁ、とお湯の中から立ち上がったみきが思い切ったように言った。

「実は私……料理が得意って言ってるけど、まだ得意料理って呼べるものがありません！」

「えっ……いまさら……？」

　一世一代の大告白をするようなみきに、昴が逆に度ど肝ぎもを抜ぬかれる。

「実は私も……」

　続いて遥香が口を開いた。

「みきの料理は美味しいって言ってきたけど……一つだけウソをついてました！　生クリーム入りチョコパスタライスのインド風味だけは美味しくなかったです！」

「だけっ!?　それだけなのっ!?　後のは全部美味しいのっ!?」

　遥香の言葉にこれまた昴が絶句する。

「ごめんね遥香ちゃん！　私、もっともっとお料理勉強するから！」

「私も！　みきの頑張りに、正直に応こたえられるようにするからっ！」

　ひしっ、と二人が抱だき合う。

　それを昴だけが遠い眼まな差ざしで眺ながめていた。
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　一夜明けて。

「はい、これ」

『……なんですか、これ？』

　玄げん関かんに集合した三人は、風蘭から手て渡わたされたものを見て異口同音に呟いた。

　それはどこからどう見ても──水着だった。

「まっ、まさかこれを着て今度は湖に潜もぐるんですか!?」

「湖の中にスーパーはありませんよ!?」

「それとも海女あまさんみたいに食材を調達!?」

　若じやつ干かんのトラウマになりつつある昨日の試練が三人の脳のう裏りによぎる。

「酷ひどい言いようだな……」

　肩かたを落とした風蘭がぼやく。

「アタシが教えたいことは昨日のうちに分かってくれたみたいだし、もう教えることはない。よって本日は自由時間にする」

『えーっ!?』

「せっかくなら泳ぎたいだろ？」

「それは……そうですけど……」

　しかし特訓と銘めい打うっているのに、遊んでいいのだろうかとみきは遠えん慮りよがちだった。

「なんだなんだ？　またお使いに行きたいのか？」

『ひ、ひぃ!?』

　ひょっとしたらものすごくシビアになるかも──今になって樹の言葉を思い出す。

　もしもひたすら強さを求めて突つっ走ぱしっていたら、あの地獄のランニングがいつまでも続いていたのだろう。

　仲間に自分の弱さをさらけ出す──樹と風蘭が教えたかったことを三人が悟さとるまで。

「それともなにか、今日も買い物したい気分か？」

　風蘭が意地悪くニヤリと笑う。

『それは遠慮しますーっ!?』

　水着を抱かかえたまま三人はすたこらさっさと逃にげ出した。

　その後ろ姿にやれやれと首をすくめた風蘭は、やがてサングラスをかけ直すと、静かにロッキングチェアに身体からだを横たえた。

　やがて、水着に着き替がえたみきたちが湖へと飛び込む。

　そこに子供たちも乱入していった。すでに三人とも、ご飯を作ってくれたお姉さん──として親しくなっていた。

「ん……それでいい」

　深々とかぶった麦むぎわら帽ぼう子しの下で風蘭は目を閉じた。
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　少女は独りだった。

　見み渡わたす限かぎり無人の廃はい墟きよ──声をかけてくれる誰だれかも心配してくれる誰かもいない。

　どれだけ歩いても。

　歩いても歩いても、歩き続けても──誰もいない。

　そんな場所に、気づけば独りで立っていた。

「きっと……誰もいないんだ……」

　不安に怯おびえる瞳ひとみは手を差し伸べてくれる誰かを求め、そのたびに襲しゆう来らいする空くう虚きよが胸を貫つらぬく。

　分かるのは自分の名前だけ。

　サドネ──その名を呟つぶやく瞬しゆん間かんにだけ、自分が自分であると思い出させてくれる。

　そして同時に、孤こ独どくを呼び起こす。

『ウオォォォン！』

　その時、サドネの傍かたわらで小さく吠ほえる声があった。

　ここにいるよ──そう呼びかけるように、小さなイロウスが寄り添そう。

「そう……だったね。サドネは独りじゃなかった……」

　この小さな小さなお友達──姿形は自分と違うけど、でも自分のそばにいてくれる、大切なお友達だ。

「うん……ありがとう」

　サドネは膝ひざを曲げ、身体をすり寄せてくるイロウスをそっとなでた。

　ぐるるる──イロウスがくすぐったそうに喉のどを鳴らした。

（サドネは独りじゃない……サドネは独りじゃない……）

　ほのかな温ぬくもりに孤独を忘れようとする。

　それだけが今は少女の心のよりどころだった。

　その時だった。




『ギギ……ギギギッ!!』




　突とつ如じよ、大人しかったイロウスが身体を強こわばらせた。

　怯えるような、威い嚇かくするような。

「ど……どうしたの……？」

　触さわりどころが悪かったのだろうか──不安になったサドネが、イロウスがにらみつける方を振ふり返る。

　そこでビルの隙すき間まからサドネが垣かい間ま見みたのは──




　大きなイロウスに飛びかかって打ち倒たおす──自分と同じ年の頃ころの少女たちだった。




「な……なんで……なんでっ!?」

　サドネは我が目を疑った。

　ずっと誰かに会いたいと探し続けて、それがかなわなくて、冷え切った心を慰なぐさめてくれたのがイロウスだった。

　自分を見つけてくれる人間はいない。そばにいてくれるのはイロウスだけだった。

　それなのにやっと見つけた人間たちは──大切なお友達をいじめていた。

「やめて……やめてよ……」

　止めさせなければ。

　あんな酷いこと、早く止めさせなければ。

　痛いだろう、苦しいだろう──あんなに声を上げて、嫌いやがって。

「お願いだから……」

　サドネの心は大きなイロウスと共にあった。

　よろよろと立ち上がり、震ふるえる脚あしを踏ふみ出す。

　助けたいという一心で歩を進める。

　だがその身体は──背後から抱きしめられて動かなくなった。




「あぁ……人間はなんて野や蛮ばんで下げ劣れつなのかしら……」




　人の、人が発する声がサドネの耳を貫いた。

「だ、誰なのっ!?」

　サドネは弾はじかれたように声の方を振り向いた。

　自分よりも背の高い大人の女性が立っていた。

「やっと見つけたわ。私はエヴィーナ」

「だ……れ……？」

　いきなり現れた女性に、サドネは怯えたように身体を震わせる。

　そんなサドネを──女性は胸にぎゅっと抱きしめた。

　その大きな温もりは、乾かわききっていた少女の心を潤うるおした。

「私とあなたは人間じゃない、選ばれた存在なのよ」

「サドネが……選ばれた……？」

「ええ……人間なんかよりはるかに高貴な存在なの」

　エヴィーナはサドネの顔をそっと手で覆おおった。

「残念だけど、今は助けにいけないわ。ここで私たちが出て行ったらきっと、人間は私たちにも襲おそいかかってくる……」

「そんな……。サドネのお友達なのに……っ」

　エヴィーナの手が熱いものに濡ぬれた。

　悔くやしさに嗚お咽えつするサドネの耳元で、エヴィーナはねっとりと囁ささやいた。

「一いつ緒しよに戦いましょう？　人間を滅ほろぼすために……」

「人間を……」

「ええ、あなたのお友達をいじめる悪いやつらを、この世から消し去るために……」




「…………」

　そこでサドネは目を覚ました。

　硬かたいベッドに質素なシーツ、そして枕まくら元もとには寝ね息いきを立てるお友達──さっきのが夢であるとようやく理解する。

「サドネ……頑がん張ばるよ」

　目元ににじんだ涙なみだをぬぐいながら、サドネは低く静かに呟いた。








三章　堅かた物ぶつとオシャレで両手に花









「ダメだ！」

「いーじゃん！」

　その日、星ほし守もりクラスではにわかに火花散るバトルが勃ぼつ発ぱつしていた。

　かたや、ビシッと制服を着こなして仁に王おう立ちになった火ひ向むか井いゆり。

　かたや、制服を着き崩くずしてオシャレを意識した天あま野の望のぞみ。

　同じ高校二年生でありながら正反対の気質を持つ二人である。

　これまでなんだかんだと仲良くやってきたが、今日は事情が違ちがっていた。

　きっかけはいつものやり取りだった。

　望のオシャレが派手だとゆりがたしなめる──二人の間ではもはや挨あい拶さつのようなやり取りだ。

　これまでなら、望が『ほーい』と気の抜ぬけた返事をし、ゆりが『まったくもうっ』と頰ほおを膨ふくらませるだけで終わっていた。

　それがこんなことになったのは、望が何気なく放った一言──『ゆりって相変わらずちっちゃいなぁ』だった。

　その発言に耳をぴくんとさせたゆりが『ちっちゃいって言うなぁ！』と反論。

　予想外の反はん撃げきを受けた望も引き際ぎわを見失い、そのまま現在に至っていた。

「望はもっと節度を持つべきだ！　過か剰じような装そう飾しよく品ひんは風紀の乱れを生むんだぞ！」

「ふーきふーきってそればっか！　なんなの、ゆりはふーきって言わないと死んじゃう病気なの!?」

「なっ、なんだってぇー!?」

「なによっー!?」

　いつになくヒートアップする。

　もっとも、性格の違う望とゆりなので、こうなることはなんとなく予想していたクラスメイトたちである。

　だから『始まっちゃったかぁ』くらいの軽い気持ちで眺ながめていた。

　中学生組は『大人になるって大変なんだね』となにやらしみじみしているし、高校一年生組は特別訓練に出かけていてここにいない。

　残るは高校三年生組だが、あんこは我関せずでケータイゲームに没ぼつ頭とうし、蓮れん華げは『あらあら～♡』とむしろ微笑ほほえましい笑顔で見守っていた。

　そうなると頼たよれるのは生徒会長でもある明日あす葉はくらいだったが、残念ながら生徒会の用事でこの場にはいなかった。

『今日のバトルは長引くなぁ……』

　みんながのんびりとそんなことを思い始めたころ、教室のドアがガラリと開いた。

　爆ばく心しん地ちの二人以外の瞳ひとみが一いつ斉せいにそちらを向く。

「今日もみんな、元気に咲さいてくれていて良かった……」

　花か壇だんの水やりを終えた常磐ときわくるみだった。

（やっと来てくれた……）

　少女たちの瞳に期待がこもる。

　なにかと衝しよう突とつする望とゆりだが、二人の緩かん衝しよう材ざいとなるのがくるみだった。

　我の強い望とゆりに対し、くるみが強く自己主張することはあまりない。

　二人がぶつかるたびに、それとなく間に入って二人の話をじっくり聞いて、気づけばケンカを収めてしまうのがくるみだった。

　今日もくるみは、望とゆりが火花を散らしていると感じ取ると、そっと二人へと近づいていった。

　だが、今日は逆だった。

「ねえくるみ！　くるみはどう思う？　オシャレは必要だよね!?」

「くるみ、言ってやってくれ！　学生としての品位が問われると！」

　望とゆりの方からくるみに詰つめ寄ったのだ。

　くるみならきっと分かってくれる──そう信じた二人は、自分こそが正しいのだとくるみに説きまくる。

　必死の形相のゆりと望を、くるみはぽわんとした表情で見上げていた。

「えぇっと……？」

　事情が吞のみ込めないままのくるみに、なおも二人はたたみかける。

「お願い！　アタシを信じて！」

「くるみ！　学園の風紀を守るために力を貸してくれっ！」

「今はアタシがくるみと話してるの！」

「私だっ！」

　ゆりと望がおでこをごっつんこさせながら火花を散らす。

「その……ケンカはダメだよ？」

『そんなことが聞きたいんじゃないのっ！』

「あぅ……」

　せっかくの忠告も一いつ蹴しゆうされてしまった。

（どうすれば……どうすればくるみは味方になってくれるかな……）

（くるみに私を支持してもらうには……）

　望とゆりの脳内で作戦会議が開かれる。

　そして同時に同じ結論に至った。

「ねえ、くるみ。髪かみが乱れてるよ。梳すいてあげるね」

「くるみ、最近、疲つかれが溜たまっていたりしないか？」

　そう──買収である。

　望は自分のヘアセット道具を持ち出してくるみの髪を整え始め、ゆりもまたくるみの両りよう肩かたを揉もみほぐす。

　自然と二人ともくるみの背後に回ることになり、お互たがいに押し合いへし合いしながら、梳いたり揉んだりしていた。

「えーっと……これって……」

　困ったようにくるみが声を上げる。

「なんでもないから！　ただアタシがしてあげたいだけだから！　下心なんてぜーんぜんないから！」

「日ひ頃ごろから感じているくるみへの感謝だぞ！　なにか狙ねらいがあるとか、そういうことはまったくないからな！」

　望もゆりもこれでもかと否定するが、それが逆に怪あやしかった。

　しかし、大人しいくるみに今の二人を止めるだけの覚かく悟ごはなかった。

『絶対にくるみを味方にしてみせるっ！』

　見た目は真逆な望とゆり──しかし考えることはなにからなにまで、実に似ているのだった。




　　　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




「くーるみ！」

　休み時間、花壇の手入れをしていたくるみに、望が声をかけた。

「手伝おっか？」

「望……えっと……ありがとう」

　突とつ然ぜんの申し出にくるみが目を丸くする。

「くるみにはいつも、お世話になってるからね！　当然じゃん！」

　望はにこっと笑うと、くるみの隣となりにしゃがみ込んだ。

「いろいろ咲いてるねー。どれもこれも色が違ってきれい！」

「う、うん……」

「これもくるみが世話してるおかげだねっ！」

「あり……がと……？」

　ずいずいと来る望に、くるみは面くらいっぱなしだった。

　これまでもいろいろと花壇の手入れをお願いしたことはあったし、それに望も嫌いやな顔一つせず応こたえてくれた。

　でも望の方からこんな積極的に手伝ってくれたことはなかった。

　どうして急にこんなことに──と混乱するくるみだった。

　はてさて、そんなくるみとは対照的に望はというと──

（ぜーったい、くるみを落としてみせるっ！）

　もちろん望の狙いはそこだった。

　なんとしてもくるみを味方に引き入れて、ゆりにぎゃふんと言わせてやる──その一心だった。

「アタシはなにをすればいいっ？」

「えっと……花壇のそっち側の草さんを抜いてくれる？」

「おっけー！」

　望は言われた場所に移ると、服があまり汚よごれないように慎しん重ちようにしゃがみ込み、ちびちびと草を抜き始めた。

　普ふ段だんからくるみの手が入っているおかげか、目立った雑草はほとんどない。

　遠目にはどこにあるんだろうと分からないくらいだ。

「ほとんど生えていないけど、後で伸のびてきた頃ころに抜くんじゃダメなの？」

　望にとって正直な感想だった。

　しかし、くるみはふるふると首を振ふる。

「みんなには元気に咲いてほしいから……。きれいな土ときれいな水で育ってほしいの。だから毎日お手入れしてる」

「毎日……」

　とても自分にはそんな根気のいることはできない──ファッション以外のことに関しては比ひ較かく的飽あきっぽい望は、驚きよう愕がくを通り越こして感動すら抱いだいた。

　思い返せば、幼い頃に学校の授業で育てた植木鉢ばちのアサガオは──すぐにその世話役をお母さんに任せた気がする。

「みんなが元気だと、私も元気になれる……から」

　くるみが土まみれの手で額の汗あせをぬぐった。

　その拍ひよう子しに頰に泥どろがくっつく。

　だがくるみは気づかないのか、気にしないのか、そのまま手入れを再開した。

「…………大切にしてるんだね」

　くるみが花々にかける愛情に、望は妙みような眩まぶしさを感じた。

　こんなにも一いつ生しよう懸けん命めいに、自分が汚れるのもいとわずに。

　優やさしい顔で花を見つめる同級生が、無む性しように大人に見えた。

　きらびやかな衣い装しようやアクセサリーに身を包んだ、ファッション雑誌の中のモデルよりも、ずっと大人に見えた。

「くるみ、ちょっとこっち向いて」

「……？」

　顔を上げたくるみの頰を望のハンカチがぬぐう。

「ん、取れた」

「あ、ありがと……。あ、ハンカチ汚れちゃって……」

　茶色い斑はん点てんが残った可愛かわいらしいハンカチにくるみが気づくが、望はさっさとそれをポケットにしまい込んだ。

「いいって。さーて、抜ぬきまくりますかー！」

　望は花壇の縁ふちに膝ひざをついた。

　ざらっとした泥の感かん触しよくも、今はなぜか気にならなかった。
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「くるみ、勉強か？」

　放課後、くるみが図書室で辞典を開いていると、その背中からゆりが覗のぞき込んだ。

「私も一いつ緒しよにいいか？　邪じや魔まはしないぞ！」

「う、うん……」

　断る理由もなく、くるみは受け入れる。

「では！」

　ゆりがくるみの正面に腰こしを下ろす。

　そして本ほん棚だなから持ってきた『宮本竹蔵対マングース』の小説を読み始めた。

　剣けん豪ごうの竹蔵が宿敵のマングースに勝利するため、権けん謀ぼう術じゆつ数すうと剣技のすべてを磨みがき上げる名作だ。

　もっとも、ゆりの狙いはもちろん小説にあるわけではなく──

（ふっふっふ。このチャンスに、もっとくるみと仲良くなって望を出し抜いてやるぞ！）

　なんとしてもくるみを味方に引き入れて、望にぎゃふんと言わせてやる──その一心だった。

（…………むむむ。読んでいたら妙に竹刀しないを握にぎりたくなってきたな……）

　もともと身体からだを動かす方が好きなゆりは、こういうバトル物を読んでいるとついつい実じつ践せんしたくなってしまう。

　小説のシーンを真似まねて竹刀を振るいたい衝しよう動どうに駆かられていた。

　それでも望に勝つためだと、根性でじっとしていた。

「……ところでくるみ、それは植物辞典か？」

　身体を動かしたい欲よく望ぼうをぐっとこらえたゆりが、辞典を読み込んでいるくるみに尋たずねた。

　見れば机には他にも何冊も積んである。

　くるみは視線を落としたまま、こくんと頷うなずいた。

「最近、元気がない子がいるの。病気かもしれないから……」

「なるほど……」

　花の病気というと、どういうものだろう──ちょっと気になったゆりが、植物辞典を覗き込む。

　その時、くるみの顔がチラリと見えた。

　彼女は──真しん剣けんな眼まな差ざしで文字を読み込んでいた。

　その表情にゆりは思わず息を吞のんだ。

「そ、そんなに大切な花なのか？」

　きっと思い出の一輪とか記念の一株とかだろう──ゆりは想像した。

　しかしくるみの答えはその上をいっていた。

「うん、大切……。私にはみんな大切だから」

　その花が特別なのではないと、くるみは言った。

　平等にすべての花が大切で、その中に病気の花があるから助けたいのだと。

　ゆりには見知った同級生の姿が──とても大きく見えた。

　どんな強敵と竹刀を交えた時よりも、純じゆん粋すいに心を揺ゆり動かされた。

「…………くるみ、私も手伝おう」

　読んでいた小説をぱたんと閉じると、ゆりは立ち上がり、今度はくるみの隣の席に腰を下ろした。

「でも……」

「私に花のことはよく分からない……だが、一人で探すよりは二人の方が見つけやすいはずだ！」

　ゆりがくるみにずいと身を乗り出した。

「教えてほしい。私はなにをすればいい？」

　その真まっ直すぐな眼差しに射すくめられたくるみは、やがて積んでいた辞典の一冊を差し出した。

「まだ症しよう状じようと病名が一いつ致ちしてないの。あの子と似た症状が書かれていないか確かめて。症状っていうのは……」

　くるみが丁てい寧ねいに説明する。

　ゆりはそれに聞き入り、たまにメモを取った。

「…………分かった。私も探してみるな！」

「うん、お願い」

「任せろ！」

　ゆりは分厚い辞典へと挑いどんでいった。

　難しい文字の羅ら列れつがどこまでも続くページをめくり続ける。

　やがてお目当ての記述をゆりが見つけるのだが──その瞬しゆん間かん、竹刀を振るっているだけでは味わえない奇き妙みような高こう揚よう感を覚えるのだった。
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　翌日、考え込みながら校舎の廊ろう下かを歩く望とゆりの姿があった。

（あちゃー……勝負のことすっかり忘れてたなぁ……）

　花の世話に熱中し、ただの一本残らず雑草を駆く逐ちくした時にはガッツポーズまで取ってしまった──望が反省する。

（我を忘れてしまった……これは望との勝負だったはず……）

　辞典とのにらめっこに達成感すら感じてしまった──ゆりが反省する。

『…………あっ！』

　そしてそんな二人がばったりと遭そう遇ぐうした。

「そ、そろそろ負けを認めたら？」

「こっ、こっちのセリフだ！」

　さっきまでの反省を隠かくして二人が虚きよ勢せいを張る。

　どちらとも、くるみを自分の味方にできたという実感はない。

　それは裏を返すと、くるみが相手に味方したかもしれないという焦あせりでもあった。

「あ……アタシは完かん璧ぺきだよ！　もうくるみは味方になったも同然だから！」

　声が裏返りながら望が胸を張る。

「わ、わわ私だってそうだ！　くるみと心を一つにする時は近いからな！」

　視線を思い切り泳がせながらゆりが声を張る。

『わ、わわ……わーっははははっ！』

　そして同時に高笑いするのだった。

「えっと……二人とも……？」

　見み栄えの張り合いをしていた望とゆりの間に、くるみがひょこっと顔を出した。

「く、くるみ!?」

「どどどどうしたんだ!?」

　やばいやばい、ちっとも味方にできていないとバレてしまう──望とゆりが同時に同じ危機感を覚える。

　だがくるみはそんなこと気にせず尋ねた。

「次のお休みの日……ひま？」

　こくんと首を傾かしげるくるみに、その真意が分からない望とゆりもまた、こくんと首を傾かたむけた。

「ど、どうしたんだ急に？　わ、私は空いているが……」

「アタシも大だい丈じよう夫ぶだけど……」

「良かった……」

　ぱっと表情をほころばせたくるみが、二人の手を取った。

「この前のお礼がしたいの」

『お礼……』

　はて、なんのことだろうと二人が考え込む。

　くるみを自軍に引き入れようと画策しているのはこちらなので、煙けむたがられることはあっても喜ばれることなどないはずだが──と合が点てんがいかない。

（まさか、花の世話を手伝ったことかな？）

（ひょっとして辞典探しのことか……？）

　でもあれは自分たちが打算で始めたことだったような──どうにも感謝される実感に乏とぼしい二人だった。

「それで……お礼ってのは？」

「海に行きたいの……三人で」

「海……？」

　意外な提案だった。

　くるみが遠出をしたいというのは、ちょっと違い和わ感がある。

　なぜ海でなければいけないのか。

「あの……お弁当も私が作るし、お菓か子しも飲み物も私が全部……」

　沈ちん黙もくする二人に、くるみがあせあせと言いつなぐ。

　やがて、望とゆりの脳のう裏りにピンと来た。

「……ひょっとして、海になんか珍めずらしい植物があるの？」

「はうっ!?」

　急所を突つかれたようにくるみが仰のけ反ぞった。

「それを見に行きたい、ということか？」

「はうはうっ!!」

　連続クリティカルだった。

『なんて分かりやすい……』

　微笑ほほえましくも呆あきれてしまう二人だった。

「あの、その……二人にお礼をしたいのは本当の気持ちで……。でも海で貴重な海草が見つかったっていうのも、その……違ちがっていなくて……」

　いろんな本音がごちゃまぜになってくるみからこぼれ落ちる。

　その慌あわてる様子にどこか安心感を抱いだきながら、望とゆりは快かい諾だくした。
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　週末、くるみは望、ゆりと一いつ緒しよに海へ出かけた。

　コロニー内に造られた人工の海である。水はもちろんしょっぱいし、波もある。

　地球の海の生態系も人の手で再生されていた。

　今回、実はその中に貴重な海草の株が紛まぎれ込んでいたらしく、それが自力で繁はん殖しよくしているのが見つかったということだった。

「でも……あんまり人がいないね」

　浜はま辺べへと降り立った望があたりを見み渡わたす。

　海水浴をするカップルや家族は多いものの、報ほう道どう陣じんみたいな人だかりは見あたらない。

「貴重とはいっても、海草だから……そんなに騒さわぎにはならないんだと思う」

「なるほど……。しかしそのおかげで、くるみは邪じや魔まされずに観察できるというわけだな！」

「……うん」

　相も変わらず大人しいくるみだったが、その頰ほおはほんのり上気していて、お目当ての海草が楽しみで仕方ない様子である。

「あ……もちろん、二人は海で泳いできてもいいよ？」

　海草の観察に付き合うのは退たい屈くつだろうと、くるみが暗に遠えん慮りよする。

『チャーンス！』

　望とゆりがニタリと笑った。

「望、泳いできていいぞ。きっと望なら注目の的だろうな。私はくるみと目的の植物を探すから！」

「ゆりこそ、どーぞどーぞ、自じ慢まんの竹刀しないでスイカ割りに乱入してきなよ！」

　やっぱり考えることは同じで、くるみと一秒でも長く一緒にすごそうとする。

　そっちが譲ゆずりなさいよ、イヤイヤそっちこそ──二人してくるみの争そう奪だつ戦を繰くり広げる。

「あの……じゃあ、みんなで行く？」

　くるみがその提案に至るのに、たいした時間はかからなかった。




　人の多い浜辺から少し離はなれ、ゴツゴツした岩場の海岸へとやってきた。

　波打ち際ぎわに、立ち入り注意のテープが貼はられている。

　その向こう──岩場のくぼみにたまった海水の中で、オレンジ色の海草がゆらゆらと揺ゆれていた。

　立ち入り禁止、ではないところからも、今回見つかった海草がそこまで注目されていないことが窺うかがえる。

　それでも、くるみは目を輝かがやかせながら海草のところへと駆かけていった。

「これが……。きれい……」

　しゃがみ込んで水中を覗のぞき込む。

「こんなところでもちゃんと立派に育ってる……あ！　色が変わった」

　波飛沫しぶきが飛んできてくぼみの海水が揺れた時、それまでオレンジに色づいていた海草が赤くなった。

　しばらくして海水の揺れがなくなると、またオレンジ色に戻もどる。

　波飛沫が飛んできたら赤く、そうでない時はオレンジに。

　まるで海草が、くるみを楽しませようとしているみたいだった。

　くるみが飽あきることなく眺ながめ続ける隣となりから、望とゆりも覗き込んだ。

　赤になったりオレンジになったり、鮮あざやかに色が変わって目を楽しませる。

「あなたは本当に元気ね……。ふふっ、そうなの？　うん、うん……」

　いつの間にかくるみが海草とお話ししていた。

　それに気づいた望とゆりは、どちらからともなく目配せし、そっとくるみのそばを離れた。

　くるみには自分たちに気き兼がねせずおしゃべりしてほしい──そんな想おもいだった。

　望とゆりはくるみからやや離れたところに腰こしを下ろした。

「くるみは本当に植物が好きなんだな……」

「そうだね……」

　二人とも、彼女の植物愛を目まの当たりにしてきたので今さら驚おどろきはしない。

　あそこまで熱中して全ぜん霊れいを注げる姿勢が羨うらやましくさえ思えた。

『なにかに全力を捧ささげる……か』

　二人が同時に空想する。

（望があれだけ頑かたくなにファッションと言うのも、好きなものに一いつ生しよう懸けん命めいだからなのかもしれないな……）

　ゆりが隣の同級生に想いを馳はせる。

　その隣で望も隣の同級生に想いを馳せていた。

（ゆりがあんなに規律って言うのも、風紀委員長として一生懸命だからなのかな……）

　やがて、何気なく相手の方に向けた二人の視線が交わった。

「ねえ、ゆり……」

「望、ちょっと……」

　同時に言いかけて、同時に黙だまり込む。

　どちらも自分の気持ちをどうやって相手に伝えればいいか迷っていた。

　正直に聞くのは恥はずかしい、でも聞いてみたい──そんな堂どう々どう巡めぐりだった。

「ふぅ……びしょびしょになっちゃった」

　そこに、波飛沫をかぶってしっとりと濡ぬれたくるみが戻ってきた。

　どことなくホッコリした顔で満足げだ。

「望もゆりも退屈じゃない？」

　くるみが二人の間に座って気き遣づかう。

「ん……あー、だいじょぶ。潮風が気持ちいいし」

「私も海は久しぶりだから、これでも堪たん能のうできてるぞ！」

　さっきの気き恥はずかしい空気を打ち払はらいたくて、望もゆりも頭を切り替かえようとする。

　それでも、一度火がついてしまった好こう奇き心しんは抑おさえられない。

　気づけば望もゆりも、くるみを通して相手の心を探さぐろうとしていた。

「ねえ、くるみ……くるみは植物の気持ちが分かるんだよね？」

　望が仕し掛かけた。

「うん」

「どうして分かるんだ？」

　ゆりも続く。

「なんて言えばいいか分からないけれど……」

　くるみは考え込むように目を閉じた。




「自分がお花さんの立場だったら……ってずっと考えていたら、お話ができるようになったの」




「花の立場になって考える……か」

「くるみはすごいな……うん、すごい……」

　植物の気持ちが分かるだけではなく、実際に話をすることができる──普ふ通つうならとても信じられないことだ。

　しかし、くるみは自分の答えを微み塵じんも疑っていないように、

「一生懸命耳を傾かたむけているとね……お花さんたちが話しかけてきてくれるの。もっと水がほしい、土が固い、お日様が気持ちいいって」

　どこか楽しそうに呟つぶやくのだった。

　その横顔に望もゆりも目を奪うばわれた。

『相手の立場になって考えてみる……』

　二人の脳内にくるみの言葉がこだまする。

　植物を相手にすら、くるみはその立場になって相手の言葉を聞くことができるという。

　くるみが言うと妙みように説得力があって──気づけば自分に置き換えて想像していた。

（もしもアタシがゆりの立場になったら……）

（私が望だったら……）

　望もゆりも、最初はありえないと感じた。

　びっちり制服を着込む自分なんてありえない。

　だらしなく制服を着き崩くずす自分なんてありえない。

　それでもくるみの言葉を信じ、丹たん念ねんに丹念に想像して──

「……だーっ！　ダメだ！　そんなの想像できないっ！」

「ムリムリ！　ぜーったいムリだから！」

　やっぱり普ふ段だんの自分と違いすぎてギブアップしてしまうのだった。

　そしてその悔くやしさを思わずくるみにぶつけてしまう。

「くるみは想像できるか!?　私が望のような格好をするなんてっ!!」

「えっ、えっ……なんのこと……？」

「そーだよ！　アタシがゆりみたいになるなんてムリだからっ！」

「ふ、二人とも落ち着いて……」

　完全にとばっちりを食った形のくるみだった。

　それでも悶もん絶ぜつする二人をなだめながら、その言い分を丹念に聞き出していく。

「つまり……ゆりは望みたいな自分が想像できなくて、望はゆりみたいな自分が想像できない……ってこと？」

『そういうこと!!』

　息を荒あららげる二人を前に、くるみがうーんと考え込む。

　やがてその口から出てきたのは、




「二人はとってもよく似ているのに？」




『似ている!?』

「うん……あの海草さんみたいに」

『海草って……』

　さっきの、赤かったりオレンジだったりするやつだろうか──望とゆりが思い出す。

「赤色になったりオレンジ色になったり、見た目は変わるけど、根っこのところはつながってる……」

　くるみの表現はどこか抽ちゆう象しよう的だった。

　なにが言いたいのだろうと思わず二人が前のめりになる。

「私のどこが望と似ているんだ！」

「そうそう！　アタシとゆりは……」

　お互たがいへのライバル心からつい反論しようとした二人は──




「だって二人とも、とってもとっても優やさしいよ？」




　まるでお母さんが褒ほめるようなくるみの一言に、一気に牙きばを抜ぬかれてしまった。

　くるみの言いたいことはよく分からないけれど──伝えたいことはしっかりと分かってしまったのだ。

　二人ともこんなにも自分に優しくしてくれたのだから、きっと二人はお互いにも優しくできるはずだ──そう伝えようとしているのだと、胸の奥の方にすっと入ってきた。

　ものすごく自然に、ものすごく素す直なおに。

「それは……その……」

「私は……だから……」

　くるみに見つめられてしまって、どうにも気勢を削そがれた望とゆりがぶつぶつと呟く。

　さっきまで競きそい合っていた手前、急に仲直りというのは格好悪かった。

「…………そうだ」

　そんな二人に助け船を出すように、くるみがポンっと手を打つ。

「こういうのは……どう？」

　二人の耳にそっと口を寄せたくるみが囁ささやく。

　瞬しゆん間かん、望もゆりも顔を真っ赤にして飛び上がった。

「なななっ、なにいってんのくるみっ!?」

「そうだぞ！　そんなの一番ありえないぞっ!!」

「でも、それが一番の近道だよ？　きっと」

　やっぱりくるみは、自分の答えにこれっぽっちの迷いも抱いだいていない。

　その自信はいつしか、ゆりと望から反論の気勢をますます削いでいった。

「だ、だが……」

「さすがに……ちょっと……」

「まあまあ、これでも飲んで、落ち着いて」

　そう言うとくるみは、持参したバスケットから水すい筒とうを取り出した。

　紙コップに中身を注いで二人に手て渡わたす。

　叫さけびすぎて喉のどが渇かわいていた二人が一気に飲み干す。

「…………なに、これ？」

　お茶かと思いきや妙に酸すっぱかった。

「これ？　梅ジュースだよ」

『梅ジュース……』

　また珍めずらしいセレクトだった。

　でも──確かに気分は落ち着きを取り戻もどしていた。
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　休み明けの登校日。

　星守クラスはいつになく騒さわがしかった。

　そこにはクラスメイトに取り囲まれた人だかりが二つあった。

「うわー、うわー！　ゆり先せん輩ぱいってば可愛かわいいっ！」

「か、可愛いとはなんだっ！　私は先輩だぞ!?」

「でも可愛い……すごく可愛いですっ！」

「似合ってるなぁ……」

「うぅ～！　だから私は先輩だーっ！」

　みきや遥はる香か、昴すばるに取り囲まれたゆりが激しく身み悶もだえた。

　制服のボタンをすべて外し、中のカーディガンを大だい胆たんに露ろ出しゆつ。胸むな元もとのリボンもゆるめていて、ハートのネックレスがキラリと光っていた。

「むみぃ～、ゆりせんぱい、かわいい～♪」

「むむっ！　うららにライバル出現の予感!?」

「うららちゃんが対たい抗こう心しんを燃やしてますぅ～！」

　ゆりよりもずっと年下の中学生組からもマスコット扱あつかいされていた。

　そしてもう一方の人だかりはというと──

「わっ、なに……望ってば頭でも打った？」

「なるほど、望も年長者として、後輩に模も範はんを示す気になったのだな！」

「あらあら～！　れんげ、こういうのも大好きよ～♡」

　高校三年生組にからかわれているのは、これぞあるべき学生の姿──というほどぴっちり制服を着こなした望だった。

　アクセサリーの類たぐいは一つも身につけず、スカートも心なしか丈たけが長い。

「や、止めてください先輩！　つんつんしないでっ！」

　珍ちん獣じゆうに遭そう遇ぐうしたような扱いに望が身体からだをよじる。

「望先輩……ワタクシ、見み惚とれてしまいますわ！」

「うむ。古き良き女学生の香かおりがするのう」

「望先輩のこんな格好、初めて見たよ～っ！」
















　楓かえでや桜さくらやひなたも、見慣れない望の姿に口々に目を輝かがやかせる。

（うぅ……なんなんだこれはぁ……）

（冗じよう談だんじゃないくらい恥はずかしいんですけどっ）

　さて、そんな騒そう動どうの原因を作った少女はというと──

「……ふふ」

　岩場で撮さつ影えいした赤とオレンジの海草の写真を眺ながめながら、頰ほおをゆるませているのだった。
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「良い子、良い子……」

　瓦が礫れきにまみれた一室の、質素なソファーの上。

　荒あれ放ほう題だいで今にも崩れ落ちそうな建屋にあって、その場所だけが周囲と違ちがっていた。

「ふふ……眠ねむっちゃった……」

　子犬のように丸まったイロウスをなでながら、サドネが目を細める。

　その瞳ひとみはどこまでも優しく、温かい。

　まるで我が子を見守る母親のようだった。

「大事な大事なお友達……サドネの大事なお友達……」

　その存在を確かめるように、サドネは繰くり返し呟く。

　イロウスこそが心のより所だった。

「なんだか……サドネも眠くなっちゃった……」

　気持ちよさそうに寝ね息いきを立てるイロウスに睡すい魔まを誘さそわれたのか。

　うつらうつらとサドネの頭が船をこぐ。

「おやすみ……なさい……」

　イロウスに寄り添そうようにして、横たわったサドネが小さく寝息を立て始めた。




　そんな一人と一いつ匹ぴきをエヴィーナがモニター越ごしに眺めていた。

「ホント不思議よね……イロウスと心を通わせるなんて……」

　素っ気なく呟つぶやく声に、さしたる感情はこもっていない。

　あるのは純じゆん粋すいな疑問、そしてどうやって利用するかということだけ。

　忌いま々いましい人間を──星守を打ち倒たおすことしか考えていなかった。

「せいぜい仲良くするといいわ、サドネ……。あなたがイロウスを大切に想おもえば想うほど……」

　その口が卑いやしくゆがんだ。

「あなたは……最高にステキな駒こまになれるんだから」








四章　悩なやめる生徒会長の攻こう略りやく法









　楠くすのき明日あす葉はは生徒会長である。

　生徒たちの模範となるべく、品行方正を心がけている。

　その姿勢はほとんどの生徒たちの尊敬を集めていた。

　ただ二人を除いて。




「くぅー、ダメだわ！　このボスちょっと強すぎない!?」

　携けい帯たいゲーム機とにらめっこしながら歯ぎしりする少女──粒つぶ咲ざきあんこ。

　彼女は今日もひまさえあればゲーム三ざん昧まいだった。

　シューティングにレーシング、ロールプレイングにシミュレーション、パズルにアドベンチャーと、およそゲームと名のつくものは彼女の守しゆ備び範はん囲いである。

　後輩たちの視線もなんのその、ひたすらに我が道を行く少女である。




「あらあら～、ひなたちゃんってば、寝ね癖ぐせがついちゃってるわよ～」

　後輩の女の子をねっとりじっくりと眺めまくるナイスグラマー──芹せり沢ざわ蓮れん華げ。

　可愛い子が大好きな蓮華にかかれば、星ほし守もりクラスも憩いこいの場と化す。

　妹系にツンデレ系、真ま面じ目め系に天然系、スポーツ系にのじゃロリ系と、彼女のストライクゾーンに引っかからない女の子はいない。




　これが明日葉が手を焼く二人だった。

　自分と同じ高校三年生でありながら、後輩に立派な姿を見せようとか、そんな気配は少しもない。

　二人が二人とも自分に正直すぎるのだった。

（二人とも星守としては優すぐれているのだが……）

　もっと先輩としても成長してほしいと願わずにはいられない明日葉である。

（……しかし、私が諦あきらめるわけにはいかない）

　明日葉は一つ気合いを入れ直すと、今日も負けじと二人に声をかける。

「……あんこ、ちょっといいか？」

「ぐぬぬ……。ちょっと待って明日葉、あと少しでこのステージをクリアできるから！」

「そ、そうか……分かった」

　あんこの傍かたわらで明日葉が待ちぼうけを食らう。

　立ったままで五分、十分と時が流れる。

　いい加減に痺しびれを切らした明日葉が再び声をかけた。

「あんこ……まだか？」

「もうちょっと待って。あと三周でレース終しゆう了りようだから」

「分かった……って、別のゲームじゃないか!?」

　さっきはロールプレイングだったのに、ゲーム画面に映っているのはレースゲームだ。

「ん？　一通りゲームが終わるまで待ってって言ったんだけど……」

　なに言ってんの、みたいにあんこが見上げてくる。

「そこは一つ終わったところで一区切りだろう！　まったく……」

　明日葉があんこの手からゲーム機を没ぼつ収しゆうする。

「あぁ！　ワタシの半身がっ!?」

　おもちゃを取り上げられた子供のように両手を伸のばしてくるあんこに、明日葉がぐいと顔を近づける。

「私の話が先だ」

「うぅ……分かったわよ……」

　恨うらめしそうな顔のまましぶしぶとあんこが座り直す。

「それで、話ってなんなの？」

「あんこの生活態度についてだ」

「ゲゲッ……またそれ……」

　あんこが露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする。

「何度でも言うぞ。いいかあんこ、私たちは高三だ、最高学年だ。それなのに一日中、ゲームばかりしていたら後輩に示しがつかないだろう？」

「そういうのは明日葉に任せてるし……」

「私がいくら頑がん張ばっても、あんこがだらしなかったら効果も半減だ！」

「そんな難しいこと言われても……あ、そだ。ゲームでたとえてよ」

「げ、ゲームだと……」

　それで分かってくれるならと思った明日葉は──しかしめっきり言葉が浮うかんでこない。

　そもそもゲームで先輩のあれこれを説明しろというのが無理な話である。

　それでも明日葉はあんこに分かってほしい一心で、持てる語ご彙い力と知識を総動員した。

「たとえば、そうだな……ここに一人の勇者がいたとしよう。父親も勇者として名を馳はせていて、その子も当然ながら勇者としての素質にあふれている」

「ふんふん……」

　あんこがようやく聞く耳を持った。

　この機を逃のがすまいとさらに明日葉は脳みそをフル回転させる。

「だがもしも、もしもだ……その勇者が実は、朝は母親に起こしてもらわなければ自分で起きられないとしたらどうだ？」

「どうって……」

「勇者としての名声に傷がつくとは思わないか？」

　勇者をあんこに、自分で起きられないというのを、ゲームばかりしていることにたとえている。

　これならいける──意気込む明日葉にあんこが告げる。

「……別に。だってそういう勇者、いるし」

「えっ……」

「その勇者、自分で起きられなくても魔ま王おう倒たおすし」

　渾こん身しんのたとえ話はいともあっさりと空から振ぶりするのだった。

「じゃ、話はここまでってことで」

　真っ白になって硬こう直ちよくする明日葉の手からゲーム機を奪だつ還かんする。

　それからしばらく、ゲームに没ぼつ頭とうするあんこの隣となりに奇き妙みような銅像と化した明日葉が立ち尽つくす姿があった。




「こうなったらせめて蓮華だけでも……」

　ようやく復活した明日葉は、今度は蓮華へと狙ねらいを定める。

　ミシェルとひなたを抱だきすくめ、両手に花の蓮華へと声をかけた。

「蓮華、話がある」

「やん、ちょっと待って～。今は女の子エッセンスを補ほ充じゆう中だから♡」

　まるで聞く耳を持たない。

「むみぃ……苦しいよぉ……」

「蓮華先せん輩ぱい、もう放してぇ～」

「んふふふふ。それは聞けない相談だわ～」

　ミシェルとひなたの抗こう議ぎも軽くスルーである。

（大だい丈じよう夫ぶだ、このくらいは覚かく悟ごの上だ……）

　折れそうな心をつなぎ止めながら明日葉が粘ねばりに出る。

　ぐっと手を握にぎりしめて顔を引き締しめた。

「大事な話なんだ。こっちに来てほしい」

　いつになく重々しい明日葉の声に、ようやく蓮華が振ふり返る。

「え～っ、れんげも今、大事なことしてるのに～？」

「ミミとひなたを追い回しているだけだろう！」

「もうっ、ヤキモチ？　明日葉ったらしょうがないわね♡」

　明日葉の真しん剣けんな眼まな差ざしに蓮華のおふざけが止やむ。

　パッと手を放した隙すきに、ミシェルとひなたが逃にげ出した。

「いいわよ～。愛いとしの明日葉がど～しても蓮華とお話ししたい～って言うなら、聞いてあ・げ・る♡」

「そ、そうか。ありがとう蓮華、では……」

「でもぉ～、面おも白しろくない話だったらぁ……れんげのお願い、なんでも一つ聞いてくれる？」

「お、面白く……だと……」

　そんな話をするつもりなんて明日葉にはない。

　蓮華の普ふ段だんの生活態度を戒いましめようと話しかけたのだ。

　彼女にとって面白いはずもない。

（しかし……面白く話さなければ蓮華は聞く耳を持ってくれないかもしれない……）

　明日葉はあまりにも正直に考えてしまった。

　どうすれば蓮華が聞いてくれるような、面白い話にできるのか。

　悩みに悩んだ末に明日葉が取った方法は──

「む……むかしむかし、あるところに……」

　まさかの昔話スタイルだった。

　性格も家いえ柄がらも古風な明日葉にとって、面白い話というと真っ先に思い浮かぶのは、幼い頃ころに枕まくら元もとで母親に聞かせてもらった昔話しかなかったのだ。

「ん～……昔話もステキだけど～……れんげが求めてたのとはちょっと違ちがうわね～」

　蓮華の方がはるかにうわてだった。

「こ、ここから面白くなるんだ！　いや、私は別に面白くしたいわけじゃないが！」

「必死な明日葉は可愛かわいいけど～、もう時間切れよ♡」

「ぐ……ぐぬぬ……」

　悔くやしいがなんとも言い返せない明日葉であった。

「それじゃ～、明日葉にはれんげのお願い、聞いてもらいま～す」

　蓮華の瞳ひとみが怪あやしく光った。

　その迫はく力りよくに明日葉が思わずたじろぐ。

　しかし生徒会長として二言は許されない。

「……分かった」

　覚悟を決めて心を落ち着ける。

　目を閉じて深呼吸を二度三度、蓮華がなにを言ってくるかと待ち構えた。

　だが──なにも言ってこない。

　どうしたのだろうと目を開けた明日葉は、そこに蓮華がいないと気づく。

　どこに行ったのか──そんな疑問は、突とつ如じよとして背後から迫せまってきた気配にかき消された。

「明日葉には～、れんげの女の子タイムを中断させたお詫わびに～……女の子タイムに付き合ってもらいま～す」

　むぎゅ、と蓮華が背中から明日葉を抱きしめた。

　瞬しゆん間かん、明日葉の顔がボッと赤くなった。

「れ、蓮華！　なにをする!?　そういうのは、ひなたやミミにするものだろう!?」

「もうっ、明日葉ったら知ってるくせに～。照れ屋さんなんだから♡」

「な、なんのことだ……!?」

「れんげが一番に愛してるのは～……明日葉ってこ・と♡」

　必死の抵てい抗こうもどこ吹ふく風で、蓮華は明日葉の首筋に頰ほおずりしたり、髪かみに顔をうずめたり、やりたい放題で楽しんだ。

「…………ふぅ。明日葉成分、充じゆう電でん完かん了りよう～」

　たっぷりと明日葉の身体からだを堪たん能のうした蓮華がようやく彼女を解放する。

「…………はふっ」

　とっくに足あし腰こしが立たなくなっていた明日葉は、蓮華の腕うでを離はなれると、そのままストンと座り込んでしまった。

「それじゃね～」

　ホクホク顔で手を振る蓮華を、明日葉はほんのり上気した顔で見送るしかなかった。
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　それでも明日葉はめげなかった。

　あんこと蓮華に毎日のように話しかけ、いくら上手うまくいなされようとも引き下がらなかった。

　星守としての自覚を、最年長組としての責任を分かってもらうために。

　明日葉は心を鬼おににして二人に訴うつたえ続けた。

　その熱意は──やがて実りの時を迎むかえようとしていた。
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「いったいどうすれば二人に分かってもらえるのだろう……」

　今日も明日葉は考えていた。

　昨日も見事に返り討うちにされてしまったが、それで諦あきらめるわけにはいかない。

　あんこにも蓮華にも、最年長の星守としての自覚はなんとしても持ってもらわなければならない──その一心だった。

　そんなことを考えながら廊ろう下かを歩いていた明日葉は、なんとなく窓から中庭を見下ろして意外な光景を目にした。

「あんこと蓮華、それにあれは……御み剣つるぎ先生か……？」

　中庭の中央あたりで、風ふう蘭らんにあんこと蓮華の二人が話しかけていたのだ。

　二人とも決して勉強熱心な方ではない。

　授業で分からないところを休み時間に先生に質問しにいくタイプではない。

　そんな二人がわざわざ風蘭のところに足を運ぶ──明日葉にはにわかに信じられないことだった。

「呼び出しを受けたということか……？　いや、それなら中庭ではなく職員室に行くだろう。ということは……逆に二人が御剣先生を呼び出した……？」

　気になった明日葉は昇しよう降こう口ぐちから回り込むと中庭へ向かった。

　木こ陰かげに隠かくれながら三人に近づく。

　近づくにつれて、あんこと蓮華の様子もちゃんと見えるようになった。

「ま……真ま面じ目めな顔をしている……」

　あんこも蓮華も、ピリッと引き締まった表情で風蘭と相対していたのだ。

　ふざけている感じもない。まるでこれから地球奪還授業に挑いどむかのようだ。

（なにを話しているのだろう……？）

　明日葉は気づかれないように、慎しん重ちように三人と距きよ離りを詰つめていった。

　やがて、会話の内容が断だん片ぺん的に聞こえてくる。

「……た時には、どう対応すれば……」

「裏をかかれ……。……はきっと……」

「そう、協力して……」

「最後は絶対に明日葉を……」

　その会話の端はし々ばしから、あんこと蓮華のやる気がにじみ出ていた。

（まさか……イロウスの倒たおし方について相談しているのか？）

　明日葉の脳内で会話が補完されていく。

『イロウスの奇き襲しゆうを受けた時には、どう対応すれば立ち直せるか』

『裏をかかれた時に、イロウスはきっと襲おそってくるから反はん撃げきが必要だ』

『そう、協力してイロウスを倒そう』

『最後は絶対に明日葉を見返してあげましょう』

　あの二人が真剣にイロウス討とう伐ばつの作戦を考えて、それを風蘭に相談している──そう分かった瞬間、明日葉の胸に熱いものがこみ上げてきた。

（わ……私の気持ちを理解してくれたのか……!?）

　何度も何度も、何十回と二人には口を酸すっぱくして注意してきた。

　そのたびにはぐらかされ、スルーされ、手て応ごたえを感じたことなんてなかった。

　でも──ちゃんと通じていたのだ。

　少しずつ、でもしっかりと。

　二人の心を揺ゆり動かすことができていたのだ。

　それが今日、こうして形になった。

（あんこ、蓮華……私は嬉うれしいぞ！）

　熱くなった目め頭がしらを指でこすりながら、気づけば明日葉は木陰から身を乗り出していた。

「あ、明日葉!?」

　気づいたあんこが驚おどろいたように飛び跳はねた。

　蓮華も目を丸くしながら、気まずそうにもじもじする。

「い……いつからそこにいたの……？　れんげたちの話してること……聞いちゃった？」

　ちゃんと二人の決意は聞き届けたぞ──そう言おうとした明日葉だったが、ちょっと考えて思い直した。

（ここは知らないふりをしておこう……）

　二人がやる気になったのは、いつもお小言を言ってくる明日葉を見返してやろう──という反骨精神みたいなものだろう。

　だから内ない緒しよで相談していたのだ。

　ここはとぼけたふりをして、後で二人が見事イロウスを退けた後、驚いてみせる方が彼女たちの達成感もひとしおだろう。

　いつの間にこんなに強くなっていたのだ──と。

「つい今し方だ。二人だけで御剣先生と話していたから、なんだろうと思ったんだ」

「じゃ、じゃあ聞いてないわけね？」

　あんこが念を押すように言ってきた。

「そうだが……なにを話していたのだ？」

「え～、明日葉ったら～、そんなにれんげのこと、気になっちゃったの～？」

　蓮華がごまかすように話題を逸そらす。

「な、なんでもないわよ！　ねっ、先生！」

　あんこが風蘭を肘ひじでつんつんする。

「ん……まあ、ただの世間話だよ」

「そうですか……」

　明日葉があっさりと引き下がる──が、あっさりしすぎているのも逆に疑われそうだと思い直した。

（とりあえず、いつも通りに……）

　明日葉がコホンと咳せき払ばらいする。

「あんこ、蓮華、高校三年生としての自覚を忘れないように！　ちゃんと特訓するんだぞ」

『は……は～い』

　二人が間延びした返事をしてきた。

　それでも明日葉には、そんな声もどことなくたくましく聞こえるのだった。




　明日葉が立ち去った後。

「き……気づかれなかったみたいね」

「もう、明日葉ったら相変わらず鋭するどいんだから～」

　あんこと蓮華が二人して胸をなで下ろしていた。

「ここで知られたら元も子もないわ」

「そうよね～、明日葉にはしーっかり驚いて、可愛い顔を見せてもらわなくっちゃ♡」

　二人してうんうんと頷うなずき合う。

「それじゃ先生、よろしく～」

「れんげたちのドッキリ作戦、お願いしますね～」

　あんこと蓮華が深々と一礼してから回れ右する。

　その背中を見送りながら、風蘭がポリポリと頭をかいた。

「…………そこまでやるかねぇ。ま、面白そうだからいっか」
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　教室の空気がなんとなく柔やわらかくなった──星守クラスの生徒たちは、程度の差はあるにせよそんな風に感じるようになっていた。

　その原因は間ま違ちがいなく高校三年生の三人にあった。

「ねえ明日葉、ちょっとここんとこ教えてほしいんだけど」

「どれどれ……」

　休み時間、あんこが明日葉に分からないところを教わりにいく。

　あのあんこが、である。

　ゲームの攻こう略りやく法を尋たずねているのでも、授業のサボり方を訊きいているのでもない。

　授業内容について質問しているのだ。

「その問題はちょっとひねってあるんだ。設問をちゃんと読むと、こういう風に読み解けて……」

「あ、なるほどね」

「そうしたら後は……」

「うんうん、こうやるわけね」

「そう！　その通りだ！」

　そんなあんこに明日葉も誠実に応こたえていた。

　ヒントを与あたえ、自分で考えることを促うながし、あんこが正解にたどり着いたらまるで自分のことのように喜ぶ。

　自分を頼たよってくれることが嬉しくてたまらない明日葉だった。

　そしてそんな仲なか睦むつまじい雰ふん囲い気きを、蓮華が無視できるはずもなく、

「ねえねえ明日葉～、そんなにあんこばっかり構わないでよ～」

　蓮華が二人の背後から首を突つっ込こんだ。

「ちょっと蓮華。今はワタシが教えてもらってるのよ」

「えぇ～！　仲間はずれにしないでよ～。れんげにも教えて？」

　可愛かわいく小首を傾かしげたりする。

「まあいいじゃないか、あんこ」

　ムスッとしているあんこをなだめつつ、明日葉は身体からだをよけて蓮華にスペースを作る。

「……あ、れんげもここのところ、よく分からなかったのよね～」

「ではちょうどいい。ここの解き方は……」

　明日葉が試ためしに自分で解いてみせる。

　彼女の両側から顔を出したあんこと蓮華が、それをふむふむと眺ながめる。

　仲良く勉強する三人の姿は──確かに教室の空気をなんとなく柔らかくしていた。
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『新しん宿じゆく奪だつ還かん授業……？』

　それは樹いつきから突とつ然ぜんに告げられた。

「ええ。先日の渋しぶ谷や奪還授業で埋うめた神樹の結けつ晶しようのおかげで、渋谷周辺はイロウスの瘴しよう気きが薄うすいわ。次は新宿に狙ねらいをつけて、ここをイロウスから解放します」

　樹の説明に星守たちがごくりと息を吞のんだ。

　それは次に彼女の口から語られる言葉──すなわち、誰だれが赴おもむくかということだ。

　先日はじゃんけん大会により決まったわけだが──

「……あんこ、蓮華、明日葉の三人に行ってもらうわ」

　今回は樹からの指名だった。

「最近の三人の成長には目覚ましいものがあります。今回の作戦を託たくすに相応ふさわしいと、風蘭からも推すい薦せんがあったわ」

「御剣先生から……」

　自分たちの頑がん張ばりが認めてもらえている──明日葉は胸が高鳴るのを抑おさえきれなかった。

　しかも自分だけではない。あんこと蓮華と、三人で勝ち得た信しん頼らいだ。

　すべてが報むくわれたような、そんな感覚に心が躍おどった。

「みんなも異論はないわね？」

　樹がみんなに呼びかける。

　もちろん、誰もが納なつ得とくしていた。

　ここ数日のあんこと蓮華の努力する姿をずっと目にしてきたのだ。

　この三人以外に相応しい人選はないと、満まん場じよう一いつ致ちの賛成だった。

「奪還授業の実行は明日よ。三人とも、今日はちゃんと休んでね」

『はいっ！』

　明日葉たちは興奮と感動を胸に元気よく声を上げた。




　そして、運命の日を迎むかえた。
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「明日葉、ちょっといいか？」

　地球に転送されるまであと数分という時。

　準備を整えて心を落ち着ける明日葉に風蘭が声をかけた。

「今回の奪還授業のために、星せい衣いにちょっと手を入れておいた」

「わ、私の星衣にですか!?」

　明日葉が思わず声を上ずらせた。

　風蘭は星衣研究のスペシャリストである。

　その彼女が直じき々じきに手を加えたということは、相当なパワーアップが期待できるのだ。

「ありがとうございます、御剣先生！」

「あぁ……その、最近、いろいろと頑張っていたようだからな」

「では、あんこと蓮華にも……？」

　頑張っていたのは自分だけではない。二人もちゃんと努力してきたのだ。

　風蘭がそれを見み逃のがすはずもないだろう──そう踏ふんでいた明日葉だったが、意外にも風蘭の歯切れは悪かった。

「あの二人は……まあ、そうだな。うん……二人とも、それなりにはしてあるよ」

「それなり……ですか……？」

「まあいいじゃないか。とにかく奪還授業、頑張ってこい」

　ポンと背中をたたいて風蘭が立ち去る。

　その励はげましの意味がよく理解できないままに明日葉が見送っていると、あんこと蓮華が近づいてきた。

「どうしたの、明日葉？」

「いや、御剣先生の様子が変で……」

「へんって……どんなふうに～？」

「私の星衣に手を加えてくれたらしいのだが、二人の星衣も改良してくれたかどうか、はっきりしたことを言わなかったんだ」

『……ふ～ん』

　あんこと蓮華がたいした関心もないような、それにしては妙みように熱のこもった眼まな差ざしで風蘭を眺めていた。

「……まあ、明日葉が一番、頑張っていたのは確かだし」

「そこは自じ慢まんしてもいいんじゃない？」

　二人とも気にするなと声をかけてくれる。

「しかし、今回の奪還授業に私たちが選ばれたのは、あんこや蓮華の努力があったのも確かで……」

「いいからいいから、そんな顔しないでよ」

「明日葉はいつもの明日葉らしく、キリッとしてればいいのよ～」

「あんこ……蓮華……」

　その優やさしさに明日葉が思わず涙なみだぐむ。

　怠なまけ者だと、不真面目だと頭を悩なやませていた同級生が今はどうだ。

　こんなにも自分を気き遣づかってくれている。

　こんなにも心配してくれている。

（私は最高の友達を持てて幸せだ……ふふっ、もう小言を言えなくなってしまうのが寂さびしいくらいだ）

　心の底から感激していた明日葉は──ゆえに気づかなかった。

「……うふふ」

「フフフフフ……」

　自分を見つめながら奇き妙みような笑えみを浮うかべる、最高の友達に。
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「よし、着いたぞ！」

　新宿へと転送された三人は、慎しん重ちように周囲を警けい戒かいしながら身構えた。

　渋谷に埋められた神樹の結晶のおかげで瘴気は弱い。

　それでも気を抜ぬくわけにはいかなかった。

　後こう輩はいたちの目標となるような、完かん璧ぺきな奪還授業を目指す明日葉だった。

「あんこ、蓮華、星衣になるぞ！」

　二人に呼びかける。

　それに返ってきた言葉は──

「ん、明日葉からどーぞ」

「うんうん♡」

　なぜか明日葉にだけ変身を促す二人だった。

　あんこも蓮華も、星衣へと変身する素そ振ぶりすらない。

　それどころか明日葉の変身を今か今かと待っているようだった。

「ど、どうしたんだ……？」

　じっと見つめられた明日葉がたじろぐ。

　すると彼女に迫せまるようにあんこと蓮華がたたみかけた。

「ほら、御剣先生が改造してくれたんでしょ？」

「そ、それはそうだが……」

「早く見たい～、明日葉の星衣～♡」

「別に……見ても楽しいものではないだろう……」

　まるで着き替がえを見られる感覚になって、恥はずかしさに顔を赤らめる明日葉だった。

　それでも、いつまでも生身の身体でいるわけにもいかない。

　明日葉は得体の知れない違い和わ感を覚えつつも星衣をまとった。




　次の瞬しゆん間かん──その身はオオカミのコスプレ衣装に包まれていた。




「なっ……!?　えぇっ!?　どっ、どうなって……」

　着慣れた星衣の面おも影かげはどこにもない。

　手足はもふっとしたグローブとシューズ、スカートは短く、ノースリーブでおへそが丸見えだ。

　絶句する明日葉の心の中を表すかのように、その頭にひょこっと生えた耳とお尻しりから生えた尻尾しつぽが、ぷるぷると震ふるえていた。

「これはなんだ!?　御剣先生の改造は!?　パワーアップしたんじゃないのかっ!?」

　露ろ出しゆつ度どの高すぎる格好に明日葉が思わずしゃがみ込む。

「フフフ……作戦大成功ね」

「や～ん♡　照れてる明日葉も、か～わ～い～い～♡」

　そんな彼女とは対照的にご機き嫌げんなのがあんこと蓮華だ。

　二人ともニヤニヤしながら、恥ずかしがる明日葉をこれでもかと凝ぎよう視しする。

「どどどっ、どういうことだ!?」

「ふっふっふ……これが狙いだったのよ」

　あんこが不敵な笑みを浮かべた。

「明日葉ってば、いっつも気を張ってるでしょ？　だからたまにはリラックスしてもらおうと思って♪」

「な……ななっ……」

「ふふふ、たまにはいいでしょ、こういうのも？　頑張って考えたのよ」

　二人から語られる衝しよう撃げきの事実だった。

「なっ……つまり、あんこも蓮華も……」

　すべてはこの瞬間のためだったというのか。

　真ま面じ目めに授業を受けていたのも、勉強に真しん剣けんに取り組んでいたのも。

　この奪だつ還かん授業に選ばれるよう努力していたのも。

　全部が全部、このドッキリのための作戦だったというのか──

「上手うまくいったわね。まあ、明日葉にバレた時には、どう対応すればいいかってのも念入りに対策してたけど」

「そうね～。バレちゃったら明日葉はきっと怒おこるだろうからヒヤヒヤしちゃってたけど～」

「明日葉をびっくりさせてやるって、もうその一心よっ！　そう、協力して成し遂とげた、ワタシたちの勝利ってとこね」

「最後は絶対に明日葉のコスプレ衣い装しようを目に焼き付ける……そうやって二人で誓ちかい合ったの～」

　勝ち誇ほこったようにあんこと蓮華がネタばらしする。

「な……なんてことに一いつ生しよう懸けん命めいになっているんだ……」

　呆あきれるのを通り越こして脱だつ力りよくしてしまう明日葉だった。

　自分をぎゃふんと言わせるためだけに、ここまで仕組んだというのか。

　何日もちゃんと訓練をこなして、授業を受けて、この奪還授業に選ばれるように仕向けて。

　それだけの熱意、もっと別のことに費やせば実りも多そうなものなのに。

「…………まさか御剣先生も荷か担たんしたというのか!?」

　にわかに信じられないが、星衣がこんなオオカミスタイルになっている時点で疑いようがない。

　あんこと蓮華の真面目な悪ふざけに風蘭が乗ったということだ。

「御剣先生を口説き落としたのよ……これから真面目に授業を受けるって条件で」

「れんげも三年生として相応しい振ふる舞まいをするって条件でお願いしたの～」

　どうだ、この交こう渉しよう力っ──と二人が胸を張る。

（それ……それでいいのか……？）

　上じよう機き嫌げんで喜ぶ二人を前に明日葉の方が逆に冷静になる。

（私を恥ずかしがらせたいのは分かったが……代だい償しようが大きいような……）

　あんこはもう授業中にゲームなんてできないし、蓮華もむやみやたらと後輩たちにベタベタできなくなった。

　風蘭もそれを狙ねらっていたから荷担したのではないか。

「どう、明日葉。降参かしら？」

「これはれんげたちの大勝利、間ま違ちがいなしね～」

　知らぬは本人たちばかり。

　満面の笑みで高笑いするあんこと蓮華だった。

「さてと。目的も達成したし、奪還授業に戻もどりましょ」

「そうね～。明日葉の可愛かわいい格好も見れたことだし～」

　たっぷりとコスプレ明日葉を堪たん能のうした二人が、やれやれと本来の目的を思い出す。

　それぞれが星衣へと変身を遂げた。

　遂げたのだが──




「なっ……なによこれーっ!?」

「いや～ん♡」

　現れたのはフクロウあんことパンサー蓮華だった。

　二人もまた際きわどいコスプレ衣装へと変身を遂げてしまっていた。

「なんでワタシたちまで!?」

「こんなの聞いてな～い、明日葉助けて～♡」

　心の準備ゼロ──いや、明日葉にドッキリを仕し掛かけたと思っていた二人の、心の準備はゼロどころかマイナスだ。

　いきなりのコスプレスタイルへの慌あわてっぷりは、むしろ二人の方が大きかった。




『あの二人は……まあ、そうだな。うん……二人とも、それなりにはしてあるよ』




　明日葉の脳のう裏りに風蘭のセリフがよみがえる。

　明日葉はやっと、これも風蘭の仕組んだことだと気づいた。

（私だけが恥ずかしい目に遭あったら、二人が調子に乗ってしまうから……）

　風蘭としても、あんこと蓮華がもう少し真面目になるのを願っているに違いない。

　勝ち逃にげして図に乗ってしまうのを止める作戦なのだ。

「ちょっと、もー！　どうなってんのよっ！」

「いや～ん♡　でも～、フクロウ姿のあんこも、か～わ～い～い～♡」

　蓮華は相変わらずだが、はいつくばったあんこが泣き言をもらし始める。

　その姿を見ていた明日葉が──クスッと笑った。

（あんこも蓮華も、まったく困ったやつらだ……ふふっ）

　自分にイタズラするために、必死に勉強して練習して、バレないように一生懸命に取り繕つくろって。

　そして作戦成功と喜んでいたら、とんだどんでん返しで痛い目に遭って。

　ここまで真面目にバカができる二人がどうしようもなく微笑ほほえましかった。

（さて……こうなるとやっぱり、私がどうにかするしかないな）

　このままあたふたするあんこと、ちょっかいを出す標的をあんこに移した蓮華を眺ながめるのも楽しそうだが、これは奪還授業なのだと思い直す。

「二人とも、いつまでそうしてるんだ」

　明日葉が仁に王おう立ちになって二人を見下ろした。

　もうその顔に羞しゆう恥ち心しんはない。

　むしろ堂々とした出いで立ちは、オオカミな彼女の凜り々りしさを引き立てていた。

「いつまでって……だって……」

「あ～ん♡　オオカミ姿で堂々とする明日葉も、凜々しくてス・テ・キ♡」

　相変わらず協調性をどこかに落っことしてきた同級生たちに、明日葉はニッコリと微笑んだ。

「さあ、行くぞ！」

「そんなぁ～！」

「やん！　明日葉ってば、待って～」

　明日葉がイロウスを探して走り出す。

　そのお尻を蓮華が追いかけ、置いていかれそうになったあんこが慌てて立ち上がる。

　奇き妙みようなコスプレ少女三人衆によるイロウス討とう伐ばつが始まった。
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「エヴィーナ！」

　廃はい墟きよの中をサドネが駆かけていた。

　その目元にあふれんばかりの涙なみだを浮うかべながら。

「どうしたの、サド……」
















　悲鳴のような声に振り返ったエヴィーナの胸に、サドネが飛び込んだ。

「またっ……またお友達がいじめられた……っ！」

　泣きじゃくるサドネが、悔くやしそうにエヴィーナの胸をたたく。

「どうしてっ……どうして人間はいじめるのっ!?　サドネのお友達なのにっ!?」

　嗚お咽えつをもらすサドネが繰くり返し、繰り返し問い詰つめる。

　イロウスを──友達をいじめられた悔しさと悲しさと、怒いかりをぶつけていた。

「…………あぁ、かわいそうなサドネ……」

　そんな彼女の髪かみをエヴィーナが優やさしく梳すいた。

　興奮を落ち着かせるように、心を落ち着かせるように。

　いや、むしろ──

「あんな悪いやつら、絶対に許してはいけないわ」

　自分の言葉を少女に刷り込ませるように。

　エヴィーナは繰り返しサドネの髪をなで、そして囁ささやいた。

「一いつ緒しよに戦いましょう？　人間を滅ほろぼすために……」

「うん、うん……サドネ頑がん張ばる……」

　涙に濡ぬれた少女の瞳ひとみに力強い──闇やみが宿る。

「絶対に人間……許さないっ！」








五章　少女たちの作戦会議はお泊とまり会で









　高校一年生組がお互たがいの弱さを認め合って結束を強め、高校二年生組が性格の違いから生まれたいざこざを乗り越え、高校三年生組の問題児たちに更こう生せいの兆しが見え始めた──そんなころ。

　中学生組はにわかに焦あせっていた。




　高校生組が訓練に出ていていなくなった星ほし守もりクラスにて。

　教室の真ん中に机をくっつけ、六人の少女たちは深刻そうな顔で向き合っていた。

「作戦会議を始めます」

　冒ぼう頭とう、うららが切り出した。

「最近の先せん輩ぱい方について、みなさんはどう思われますか？」

　続けて楓かえでが問いかける。

　この中学生会議の発案者こそ、うららと楓だった。

　何事も負けず嫌ぎらいなうららと、中学生組の六人の中でも、考え方や性格が大人びている楓だ。

　妙みように『成長してますオーラ』が出ている高校生組を目まの当たりにし、自分たちも先輩たちに追いつかなくては──と意気込んでのことである。

「はい、まずはここみ！」

「わ、私!?　えっと、えぇっと……」

　うららから指名された心ここ美みは少しどもった後、

「その……急にカッコよくなったというか、大人っぽくなったというか……。ひなたちゃんはどう？」

　同意を求めるように、隣となりに座るひなたへと振る。

「うんうん、ひなたも同じこと思ってた！　お姉さんって感じがする！」

「むみぃ……。ミミもおんなじこと思った」

　ひなたとミシェルも感じ取れるほど、先輩たちの変化は大きい──うららと楓は自分たちの危機感は間違いでないと確信する。

「桜さくらはどう感じていますの？」

　ここまで意見を述べていない桜に楓が尋たずねる。

「む？　成長するのは良いことじゃ。それがどうしたのじゃ？」

　桜がこともなげに答えた。

「先輩たちだけ成長してるのが、ずる……じゃなくて、不思議って思わないの!?」

「うむ。成長した姿を見るのが待ち遠しいぞ。なにせここにいると、わしと将しよう棋ぎを指してくれる者がなかなかおらんでのぉ……」

「それ、成長っていうよりも老後の余生じゃ……」

「一人だけ誰だれよりも人生の先を行ってるのを忘れていましたわ……」

　おじいちゃんっ子で、いつもマイペースな桜には、なかなかピンとこない問題であった。

「とにかくっ！」

　仕切り直すようにうららが机をたたく。

「このままでは先輩たちに引き離はなされる一方よ！　未来のスーパーアイドルたるうららにとって、そんなこと許されないんだから！」

「そうですわ。先輩方に負けないように、ワタクシたちも座視しているわけにはいきませんのよ！」

　そうだそうだと楓も続く。

「でも……なにをどうするの？」

　ひなたが困ったように首を傾かしげた。

　確かに高校生組は最近、なんか妙に大人っぽくなった。

　しかし、どうやって自分たちも追いつけばいいのか。

　まさか直接、急に大人びてきましたけどなにかあったんですか、なんて訊きくわけにもいかない。

　いや、訊ければいいのだろうが──

「それをワタクシたちで考えるのですわ！」

「そうよそうよ！　一人前のレディーなら当然よっ！」

　この会議を仕切っているのが、ある意味でプライドの高い二人である時点で、それは期待薄うすなのだった。

　とはいえ──

『むむむ……』

　誰一人としてアイデアが浮かんでこない。

　少女たちが難しい顔をしたまま時間だけが流れていった。

「…………試ためしに、大人っぽさについて考えてみませんこと？」

　やがて楓が提案する。

　そもそも高校生組が大人になったという雰ふん囲い気きはあるが、なにがどう変わったかというと感覚的なものでしかない。

　ここは一つ、みんなで『大人っぽさ』について議論することとした。

「大人っぽさといったら……はい、ここみ！」

「ま、また私から!?」

　再びうららが心美に振ふる。

「えっと、えっと……落ち着き、でしょうか？」

　あたふたしつつも、うららの無茶ぶりにけなげに答える心美だった。

「いつも冷静沈ちん着ちやくで、ピンチの時にもクールで……そういうの、大人っぽいって感じます」

『ふーむ……』

　少女たちがそれぞれの胸の内で心美の指し摘てきを吟ぎん味みする。

　言われてみれば確かにそうだ。

　あっちでオロオロ、こっちでオロオロするなんて大人っぽさとは縁えん遠どおい。

　しかし──

「……普ふ通つうね」

　いま一つストライクゾーンからはズレている気がするうららだった。

「そうじゃのぉ……落ち着いていれば大人っぽく見えるのは、当然じゃからな」

「そういうのが知りたいんじゃないのよねぇ……」

「うぅ……頑張って考えたのに……」

　難しい顔をするうららに心美が泣きついていた。

「それでは……ひなた、どうですの？」

　楓が次に指名したのはひなただった。

「うーん、うーん……」

　人一倍悩なやんでいる様子のひなたが、腕うで組ぐみしたままメトロノームみたいに頭を左右に振っていた。

「…………あっ！　スタイル！」

　ポンッと思いついたようにひなたが言った。

「えっと……ぼんきゅっぼん、だっけ？　おっぱいおっきくて、腰こしのところがしゅってなってて、お尻しりがばいーん……みたいな！」

『ふぅむ……』

　再び少女たちが脳内会議に沈しずむ。

　スタイル抜ばつ群ぐんというと、なるほど色気というかなんというか、自分たちから遠い存在のように見える。

　いま、自分たちが感じている高校生組の大人っぽさは、これなのだろうか。

　考えてみると──蓮れん華げやあんこやくるみはナイスバディだ。

　明日あす葉はやみき、遥はる香かも決して貧ひん相そうな体つきではない。

　望のぞみや昴すばるもシュッと引き締しまった体たい軀くでカッコよさが目立つ。

　それにゆりも──

　ゆりも──

「ゆりせんぱいは違ちがうんじゃないかなぁ……？」

「ミミ……あっさりと言いますわね……」

　素す直なおというのは怖こわい。

　しかし自分も同じことを思っていたので強くは言えない楓である。

「確かにゆりりん先輩は、どっちかっていうとうららたちの方に入るわよねぇ……」

　背が高いわけでも、スタイル抜群なわけでもない。

　しかし、ゆりからも大人っぽい気配を感じるのは間違いないのだ。

　ひなたの提案もやはり核かく心しんを突ついてはいなかった。

「原点に戻もどって考えてみたらどうじゃ？　いつから先輩たちが急に大人っぽくなってきたのかを……」

　膠こう着ちやくした議論に桜が提案する。

『いつから……？』

　少女たちはそれぞれ、記き憶おくを頼たよりにさかのぼってみた。

「みき先輩、昴先輩、遥香先輩の場合は……特別特訓ってことで学校を休んだ後からだっけ……」

　確かく認にんするひなたに一同が頷うなずく。

「望せんぱい、ゆりせんぱい、くるみせんぱいは……制服を交こう換かんした後くらいだったかなぁ？」

　ミシェルの言葉にこれまた一同が頷く。

「明日葉先輩たちは……新宿奪だつ還かん作戦のころから、だったような……」

　迷ったような心美の呟つぶやきに、やっぱり誰も異論は唱えない。

　つまり話をまとめると──

「特別特訓で制服を交換して新宿に行けば大人っぽくなれる!?」

　ガタッと席を立つうららに、楓がやれやれと首を振る。

「単純に足し算してどうするんですの……」

「じゃあどうすればいいってのよぉ……」

「共通点があるとすれば……先せん輩ぱいたちは誰か一人だけが大人っぽくなったわけじゃないってこと、かのう……」

　桜の呟きに楓がはたと閃ひらめいた。

「一人だけではなく同学年の三人が同時に……」

　つまり一人だけではできない──三人かそれ以上か、とにかく人数が集まらなければ成功しない『なにか』があったということだ。

　これが意味するところとは──

「分かったわっ！」

　うららが勝ち誇ほこったようにこぶしを突き上げる。

「つまり、うららたちもみんなで『なにか』すれば大人っぽくなれるのよっ！」

「そんな乱暴な……」

　肝かん心じんの『なにか』が分からなければどうしようもないと楓が首を振る。

　それでもうららが力説した。

「そんなの、悩んでても時間のムダよ！　みんなで集まっていれば、きっとそのうちに謎なぞが解けるわ！」

　この意味不明な自信に、少女たちが自然とのめり込んでいく。

「そうだよっ！　先輩たちは三人、ひなたたちは六人！　きっと二倍は大人っぽくなれるよっ！」

「うむ、数は力じゃ！」

「うんうん♪　みんなと一いつ緒しよなら、きっとできるよねっ」

「すごいね、うららちゃん！」

　楓以外の四人が次々と同調する。

「あ、あの、ちょっと……？」

　楓が止める声も聞かず盛り上がる。

「じゃあじゃあ、どこに集まる？」

「学校……って、これじゃいつもと変わらんのう……」

「どこかに六人で集まれるところ、ないかなぁ……」

「誰かのお家うちとかかなぁ……。でも六人なんて押しかけたら迷めい惑わくになるし……」

　むむむと考え込む少女たち。

『どこかにないかなぁ……大勢で集まっても大だい丈じよう夫ぶな、そんな大きなお家……』

　数秒後──五対ついの瞳ひとみが一人の少女を貫つらぬいた。

「……かえかえってさ、千せん導どう院いんのお屋や敷しきに住んでるよね？」

　ポツリとうららが呟く。

「広そうじゃのう……」

「ミミたち全員が行ける……よね？」

「やった！　じゃあ決まりっ！」

「お、お泊とまりになるのでしょうか……ドキドキ」

　怒ど濤とうの多数決により楓には意見する猶ゆう予よも与あたえられなかった。

「えっ、ちょっと……みなさん……？」

『さっそく週末、お邪じや魔ましますっ！』
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「大変なことになってしまいましたわ……」

　その日の放課後、屋敷へと戻った楓は改めて現実を直視した。

「今週末、みなさんがワタクシの屋敷にやってくる…………あぁ！　どういたしましょうっ!?」

　途と端たんにパニックになってしまった。

　それというのも、友達を屋敷に招待するなんて、楓にとってほぼ初めてのことだったのだ。

　自分の誕生日を盛せい大だいに祝ってもらったことなら何度もあるが、その招待客はことごとく父の仕事関係の人たちだった。

　年配者がほとんどで、父に会いに来るのが本当の目的であって、自分の誕生会はそのオマケにすぎない。

　千導院に生まれた以上、自分はそういう立場なのだと理解していたし、それを恨うらんだこともない。

　気軽に友達を呼べるはずがないと逆に割り切っていた。

　それが今回、屋敷でのお泊まり会が電でん撃げき的に決まってしまった。

「ど、どど……どうすればいいのかしら、なにを用意すればいいのかしら!?」

　そのあたりの知識がゼロな楓だった。

「……落ち着け、落ち着くのですわ千導院楓」

　気がつくと頭が真っ白になりそうな自分を必死にクールダウンさせる。

（とにかく、できることからやるしかありませんわ……）

　考えるよりも行動だ──思いついたことを片かたっ端ぱしからやっていくしかない。

　楓はとりあえず悩むのは後にした。

「まずは……お掃そう除じですわね」




「お、お止やめください、楓様！」

　千導院家のメイドたちが悲鳴を上げていた。

　その視線の先では楓が──廊ろう下かを雑ぞう巾きんがけしていた。

　スカートをはためかせながら、長い廊下を行ったり来たり。

　その顎あごからはすでに汗あせが滴したたっていた。

「私共の掃除が不十分でしたらお詫わび申し上げます！　すぐにやり直します！　ですからそんなことは……」

　自分たちが咎とがを受けているようで気が気でないメイドたちは、必死に楓を止めようとする。

「お友達をお招きするのです！　邪魔しないでくださいませ！」

「でしたら私共がやります！　やりますからっ！」

「それではワタクシの気が収まりませんわ！」

　メイドたちに掃除を任せて自分はなにもせず、ただ週末を迎むかえる──それが楓は嫌いやだった。

　せっかく来てくれるのだから、真心を込こめてお迎えしなければと夢中だった。

　ゆえに気づくのが遅おくれた。

「しかし、楓様に掃除をさせたとなれば、私共の立場が……」

　執しつ拗ように諫いさめてくるメイドたちに、楓はふと足を止めた。

（そうですわ……これではワタクシの自己満足になってしまいますわ……）

　たとえ自分が良かれと思っていても、他人がそう思うとは限らない。

　自分の行動はメイドたちの仕事を奪うばうのみならず、その存在を無視してしまっている──楓はようやく理解した。

「…………分かりましたわ」

　楓は雑巾がけを止めた。

「あ、ありがとうございま……」

「ワタクシが指揮を執とります。ワタクシの指示通りに掃除してくださいませ。ビシバシいきますわよ！」

『はっ、はいっ!?』

　かくして楓の陣じん頭とう指揮のもと、屋敷のメイドや執しつ事じ、使用人に至るまで総出で大おお掃そう除じが始まった。

　壁かべ紙がみのしわ一本、窓ガラスの汚よごれ一つ、花か壇だんの雑草の一本まで徹てつ底てい的に取り除かれた。

　妥だ協きようを許さない楓は屋敷を何度も巡じゆん回かいし、気づいたところを直すように指示を出し続けた。

　もちろんそんな大掃除が一日で終わるわけもない。

　翌日になって楓が登校しても、メイドたちは楓が残した指示書にしたがって掃除、修しゆう繕ぜんを続行した。

　その次の日も、次の日も。

　そんなことを何度か繰くり返して、いよいよ週末がやってきた。
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『おぉ～！　おっきぃ～!!』

　週末の朝、しっかりお泊まりセットを持ってきた五人が千導院の屋敷に集まった。

　どっしりした洋風の門構えを見上げながら口々にため息をもらす。

「かえかえって、こんなお屋敷に住んでたんだね……なんかショック」

「うららが落ち込んでどうするのじゃ……」

「だってぇ……」

　桜のツッコミにうららがしょんぼり肩かたを落とす。

　大人っぽくなろう会議を思いついたのは自分と楓なのに、なんか楓にいろいろと負けている気がする──そんな複雑な心境のうららだった。

「友達の家が実はすごいお金持ちなんだって、なんか突つき付けられた気分……」

「そうがっかりするでない……ほれ、飴あめ食べるか？」

「ん……ありがと」

　舌の上でコロコロと飴を転がすうららの背中を、桜がポンポンとなでていた。

「ねえねえ！　ピンポンどこかな？」

「ひなたちゃん！　あんまり騒さわぐとお屋敷の人に怒おこられて……」

「あっ、わんちゃんだよっ！　かわいい～っ！」

「ミ、ミミちゃん！　あれはドーベルマンだよぅ！　番犬だから、あんまり近づくと危ないよ……」

「ワンちゃん!?　どこどこ～？」

「ひなたちゃんも待って～！」

　こちらは、千導院家の屋敷に大はしゃぎのひなたとミシェル、そして二人に振ふり回される心美である。

「二人とも、よそのお家で大声を出しちゃいけないんだよっ」

『えぇ～、わんちゃん可愛かわいいのに～』

「か、かわいくてもダメなものはダメっ！」

　少しだけお姉さんな心美が腰こしに手を当てて『めっ！』と叱しかっていた。

「さて、どうやって入ればいいのかのう……？」

　桜がきょろきょろ見み渡わたすと、門の屋根のところにカメラを見つけた。

「あれでわしらのことを見ておるのかの？」

「でも……なんの反応もないわよ」

「ふぅむ……守衛の者が居い眠ねむりでもしておるかの……？」

　そんな感じで待つこと数分。

　カメラに備え付けられたマイクが、ざざっとノイズを立てた。

『お……お待たせいたしました、楓様のご学友一同様！』

　女性の声だったが妙みように息が切れていた。

『も、申し訳ありません……掃除の仕上げに全従業員が手を取られて……』

『そっ、そういうことは言わなくていいんですのっ！』

　今度は息の荒あらい楓が割り込んできた。

『みっ……みなさん、ようこそおいでくださいました。門を開けますので、そのまま入って正面の建物までお越こしくださいませ！』

　プツリとマイクが途と絶だえると、自動で門が開き始めた。

　敷しき地ちの奥へと続く砂じや利り道を五人が歩く。

　左右に広がる庭はどこまでも広く、所々で水を撒まくスプリンクラーが小さな虹にじを作っていた。

　これが友達の家なのだ──五人が五人ともそのスケールに圧あつ倒とうされていた。

　そうしてたっぷり五分ほど歩いたところで、ホテルのような建物の玄げん関かんへと到とう着ちやくした。

　五人の到着を待っていたかのように、玄関の大きな扉とびらがゴゴゴっと音を立てながら開く。

　その向こうで彼女たちを待っていたのは──




「ようこそおいでくださいました、みなさまっ！」

　左右に整然と並んだメイド、執事が深々と頭を下げて出で迎むかえる。

　そしてその間から進み出てきたのが楓である。

「お待ちしておりましたわ！　心から歓かん迎げいいたします、どうぞごゆるりとなさってくださいませ！」

　楓もまたドレスのスカート部分をちょんとつまみあげながらお辞じ儀ぎする。

　そう──ドレスである。

「か、かえかえ……？」

　うららが言葉を失う。

　いや、桜もミシェルもひなたも心美も、誰だれもが声を出せなかった。

　楓は──中世ヨーロッパ貴族が社交界で身に着けるような、ど派手なドレスに身を包んでいたのだった。

「さあさあ、みなさんの衣い装しようも用意していましてよ！」

　楓がパチンと指を鳴らすと、何人かのメイドが進み出てきて少女たちを館やかたの奥へと誘いざなった。

　五人の少女は訳も分からないまま、促うながされるままになるしかなかった。




　そして小一時間後。




「それでは午ご餐さん会かいを始めますわ！」

　広い貴き賓ひん室に用意された、昼食にしては豪ごう華かすぎるご馳ち走そうの数々を前に楓が宣言した。

　部屋の隅すみでは生演奏でクラシックが奏でられている。

　彼女と共にテーブルを囲むのは、色とりどりのドレスを身にまとった少女たちである。

　五人とも楓と同じような豪ごう奢しやなドレスに身を固めていた。

「さあさあ、どうぞご堪たん能のうくださいませ」

　ぶどうジュースの注がれたワイングラスを手に楓が微笑ほほえむ。

　だが──

「ううっ……お腹なかがキツイよぉ……」

「金色だよ金色！　お料理に金色のなんかがのってるよっ！」

「ところでノリの佃つくだ煮にはないのかの？　わしはあれがないとご飯が進まんのじゃが……」

「あわっ、あわわ……私なんかがこんなご馳走を食べていいのかなぁ……」

「むみぃ……目がちかちかするよぉ……」

　うららはコルセットに悶もだえ、ひなたは金きん箔ぱくに騒ぎ、桜はご飯のお供を要求し、心美は場ば違ちがい感にさいなまれ、ミシェルは煌きらびやかな装そう飾しよく品ひんの数々に目を回していた。

「あ……あら……？」

　楓の笑顔が固まる。

（お、おかしいですわ……完かん璧ぺきなおもてなしのはずですのに……）

　考えられる限りの贅ぜいをつくしてもてなしたつもりだった。

　誰を招いても恥はずかしくない──それこそ国の要職を務める者を招待したとしても恥はじをかかせないレベルだ。

　これで喜んでもらえる、楽しんでもらえる。

　そう思っていたのに──

「な、なにかお気に召めさないことが……」

　にわかに楓の顔が青くなる。

　とんでもない無礼を働いたのではないか──そんな不安が脳のう裏りをよぎる。

「かえかえ……歓迎してくれるのは嬉うれしいけど……。やりすぎ」

「えぇっ!?」

　ひいひい言いながらうららが指し摘てきすると、楓が心の底から驚おどろいたような顔になった。

「でっ、ですがお友達をお招きするなら、このくらいは……っ」

「…………まさかとは思うけど、かえかえ、誰かを家に呼ぶのって初めて？」

「ぎくっ!?　…………ナ、ナンノコトデショウ？」

「しっかり『ぎくっ』まで声に出てるわよ……まったく」

　汗あせだらだらの楓に、うららがやれやれと立ち上がった。

「仕方ないわね……みんな！」

　うららが声を張り上げる。

　金箔をツンツンしていたひなた、ノリの佃煮を用意してもらってホクホク顔の桜、ちょ　こっと食べただけで料理の美味おいしさに感かん涙るいしていた心美、くらくらしっぱなしのミシェルの視線が集まる。

「今日の目的をちょこっと変へん更こう！　先せん輩ぱいの大人っぽさの秘密を探さぐるのはひとまず置いといて、かえかえに友達をもてなす正しい作法を教えてあげよっ！」

　かくして楓以外の五人による、楓へのレクチャーが始まるのだった。
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　レッスンワン・うらら先生の場合




「ドレスっていうのは悪くない選せん択たくだと思うけど、ただ着るだけじゃダメね」

　屋や敷しきの衣装室──何十着というドレスや着物がしまわれた一室の中に、うららと楓の姿があった。

　ちなみに他の四人はそれぞれ、自分の番が回ってくるまで準備中である。

　千導院家の力があれば大たい抵ていのものはすぐに準備できる──それだけに、なにが用意されてしまうのか最初から気が気でない楓である。

「せっかくこんなにたくさんあるんだし～、一つだけしか着ちゃダメなんてもったいないよねんっ♪」

　うららが瞳ひとみを輝かがやかせながらきょろきょろする。

　アイドルを目指すうららにとって、ここは宝の山だった。

　ドレスを着せられた時点で予想はしていたうららも、まさかここまでとは嬉しい誤算だった。

「うらら先輩、ひょっとしておもてなしなど関係なくて、ドレスをいろいろ着たいだけでは……」

「そそそそんなことないわよ！　さあ、まずはこれからいくわよ！」

　しれっと追つい及きゆうをかわしたうららが、今まで身に着けていたドレスを脱ぬぎ捨てる。

「う、うらら先輩!?　こんなところで……」

「誰も見てないわよ♪　それよりかえかえ、コルセットの紐ひもとって」

「は、はぁ……」

　言われるがままコルセットを外す。

　うららは安心したように大きく深呼吸すると、手にしていたドレスを頭からかぶる。

　さっきまで着ていたものよりもいくらか色しき彩さいが派手な、どちらかというと子供っぽい造りである。

「うふふ……なんかアイドルっぽいかも」

「なにかおっしゃいましたか？」

「な、なんでもないわっ！　さあ、かえかえも自由に選んで！」

「は、はぁ……」

　言われるがまま楓がドレスを手に取る。

「ん～……なんか地味」

「そ、そうでしょうか……」

「かえかえはぁ……こういうのはどう？」

　そう言ってうららが持ってきたのは──普ふ通つうのドレスだった。

　スカート部分がやや短いくらいだが色合いも落ち着いている。さっき楓が選んだものと大差ないように思えた。

「これ……ですの？」

「そうよ。でもただ普通に着るんじゃなくて……えいっ！」

　うららが楓かえでからドレスをはぎ取り、自分が選んだものを着せていく。

（やっぱり普通ですわ……）

　そう楓が一息ついたのもつかの間、

「んで、ここの部分をくるくるっと」

「うらら先輩!?」

　うららがスカートの腰こしのところを内側に折り込み始めたのだ。

　何度も何度も折り込むと当然、それだけスカートの丈たけが短くなっていく。

　気づけばドレスのスカートの丈は、膝ひざ上うえ二十センチまで短くされてしまった。

「ほーら、こうすれば地味なドレスもアイドル風に大変身！」

「大変身、じゃありませんわ！」

　脚あしの付け根がすーすーして気が気でない楓が抗こう議ぎするもうららはどこ吹ふく風だ。

「うらら先輩、やっぱりこんなの、おもてなしの作法とは関係ない……」

「ん～……でもこっちも捨てがたいかも？」

「聞いてないですのね……」

「ほらほら、早くそれ脱いで！　うららもこっちに着き替がえよっと♪」

「ワタクシで遊ばないでくださいませ～！」

　衣装室からはいつまでも小さな悲鳴が上がり続けるのだった。




　レッスンツー・桜先生の場合




　パチッ！

「あの……桜……？」

「ほれ、楓の番じゃぞ」

「あ、は、はい……じゃあ」

　パチッ！

「うむ、そう来たか……では、こうじゃな」

　パチッ！

「質問なのですが、これとおもてなしの作法とどんな関係が……」

　パチッ！

「楓よ、そんなことを考えている余よ裕ゆうはないぞ？　ほれ、王手じゃ」

「あぁ!?　……って、なんでワタクシたちは将しよう棋ぎを指しているんですの!?」

　日のあたりの良い庭園──紅茶やお菓か子しを持ってきて、午後のティータイムをするにはうってつけの場所だ。

　そこで楓と桜が古風ゆかしく将棋を指していた。

　わざわざ畳たたみを持ってきて、おまけに二人とも和服に着替えている。

「分かっておらぬようじゃのう、楓……」

「ど、どういう意味ですの？」

　重々しく口を開いた桜に楓がぐっと息を吞のむ。

「古来、わが国にはいろんなおもてなしの方法がある。接待ゴルフに接待麻マー雀ジヤン、そして接待将棋じゃ」

「は、はぁ……」

　単語自体は楓も耳にしたことはある。大人同士の付き合いでよくあることらしいと。

　だが中学生が友達相手にすることではないような──

「……じゅーびょー」

「秒読み!?」

「持ち時間が切れたら当然じゃ。ほれ、指さんと負けじゃぞ」

「もっ、もう！」

　楓が慌あわてて王様を逃にがすが、桜は攻せめる手を緩ゆるめない。

　なんとなく定石が分かる程度の楓と、指しなれた桜とでは棋き力りよくの差が大きすぎた。

「本当にこれでおもてなしの作法が分かるんですの!?」

「うむ。任せておけ……」

「ひょっとして、単純に将棋を指したいだけでは……」

「そんなことはないぞ！　わしは楓に教えるため、こんなに頑がん張ばっているというのに……」

　桜が心外だと涙なみだ目めになる。

「も、申し訳ございませんでしたわ！　そこまで桜が考えてくださっていたなんて……」

　友達を疑ってしまった自分が恥ずかしいと楓が顔を伏ふせる。

「分かってくれればよいのじゃ……ところで楓」

　感かん慨がい深くうんうんと頷うなずいた桜が尋たずねる。

「おやつの時間には最も中なかと団だん子ごは出るのかのう？」

「説得力の『せ』の字もありませんわ……」

　楓はがっくりとうなだれながら王様をさらに逃がした。




　レッスンスリー・ミシェル先生の場合




「わぁ～、あったか～い」

「あの……ミミ？」

「楓ちゃんもおいでよ～、ふかふかだよ～」

「ちょっと危ないんじゃ……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ～」

　放し飼いにしているドーベルマンに抱だき着きながら、ミシェルが幸せそうに頰ほおを緩ませた。

　ミミが教えてあげるっ──息を弾はずませながら、そう言うミシェルに従って向かった先がここだった。

　決して人ひと懐なつっこい顔をしているわけではない番犬に、ミシェルは臆おくすることなく近づいていったのだ。

（おかしいですわ、機き嫌げんが悪いとワタクシにだって吠ほえる時がありますのに……）

　それが今はどうだ、おとなしくお座りしたまま、ミシェルにくっつかれても嫌いやがろうともしない。

　なぜ初対面のミシェルにここまで許すのか不思議で仕方のない楓である。

「……って、それはともかく」

　楓が本題を切り出した。

「ここからどうやって、お友達のおもてなしが学べるんですの？」

「ん～？　なにそれ～？」

「趣しゆ旨しを忘れていますのっ!?」

　もう取り繕つくろうことも忘れて、ドーベルマンに頰ずりするミシェルである。

「ミミ、あなたやっぱり、犬と戯たわむれたかっただけなのでは……」

「えへへ……だってかわいいんだもん」

　夢見心地ごこちのミシェルに文句の一つも言いたい楓だったが、ここまでご満まん悦えつで無防備な笑え顔がおを見てしまうと、逆に自分が悪者に感じてしまうから不思議である。

「はぁ……もういいですわ」

　力の抜ぬけた声で楓が諦あきらめる。

　ミミが喜んでくれるなら、それはそれでおもてなしとしては成功しているわけだし──そう割り切った。

「でも、あまり外に長くいるのは……」

　いくら手入れの行き届いた庭でも、変な虫の十匹ぴきや二十匹はいるだろう。

　万が一にもミシェルが虫に刺さされるのが心配だった。

　ただでさえ犬に夢中で、芝しば生ふの上に膝ひざをついて素足を晒さらしているのだから。

「ほらミミ、そろそろ行きますわよ」

「ん～ん、もうちょっと～」

　ミシェルが抵てい抗こうするようにドーベルマンをぎゅっと抱だきしめた。

「もう、お願いですから言うことを聞いて……」




　ガゥッ!?




　手を伸のばした楓にドーベルマンが一声吠えた。

　主人であるはずの楓を威い嚇かくしたのだ。

「な……なっ……」

　グルルっという唸うなり声に驚おどろいた楓がぺたんと座り込む。

　そんな彼女を一いち瞥べつしたドーベルマンは、やがて目をつむると心地よさそうな顔で、ミシェルになでられるがままになった。

　すっかり腰が抜けてしまった楓が茫ぼう然ぜんと眺ながめる中、ミシェルは飽あきもせず、ふかふかを堪たん能のうしていた。




　レッスンフォー・ひなた先生の場合




「ほーら、楓先せん輩ぱい！　こっちこっちーっ！」

「ま、まっ……待ってくださいませー!!」

　ドタドタという足音が千導院の館やかたを走り回っていた。

　逃げるのはひなた、追うのは楓である。

　現在、千導院家ではひなたと楓による鬼おにごっこバトルが勃ぼつ発ぱつしていた。

　こんな広い家でやることっていったら、これしかないよねっ──ソフトボール部に所属し、身体からだを動かすことが大好きなひなたらしい発想だった。

（もう絶対におもてなしの作法など関係ないですわっ！）

　楓もとっくに見み抜ぬいていた。

　そもそも誰だれも作法とかそんなこと考えていなくて、単にやりたいことをやっているのだと。

　しかし──だがしかし、である。

　やりたいようにやってもらうというのも、ある意味ではおもてなしではないだろうか。

　こちらが押し付けるおもてなしではなく、自由に楽しんでもらうおもてなし──そうは考えられないだろうか。

　そんなことを思ってしまうと、この鬼ごっこにも本気で挑いどむことこそ、自分のやるべきことのような気がしてくる楓だった。

　とはいえ──

「はぁ……はぁ……。も、もうダメですわ……」

　体力のレベルがひなたと楓では差がありすぎた。

　最初のじゃんけんで楓が鬼となった時点で、もはやこの鬼に勝ちはなくなったのである。

　ひなたは疲つかれを知らないように廊ろう下かを、バルコニーを、庭を走り回り、楓はそれに追いすがるので精いっぱいだった。

　このまま振ふり回されるばかりなのか──

（……そんなの、千導院の名が泣きますわ！）

　たとえ鬼ごっこといえども、千導院の後あと継つぎとして情けない姿を晒したままでは終われない。

　楓は必勝の作戦に打って出た。

「お、お待ちくださ……。あっ!?」

　追いかけようとした楓がつんのめってコケる。

「楓先輩!?」

　その様子を見ていたひなたが心配そうに駆かけ寄ってきた。

「大丈夫っ!?」

　自分のことのようにひなたが悲しい顔で覗のぞき込む。

　そんなひなたに心の中で猛もう烈れつに謝りつつ──楓は勝利を確信した。

「つっ、捕つかまえましたわっ！」

　ひなたを騙だますことへの罪悪感に打ち勝った楓が、彼女の腕うでをぐいとつかんだ。

　そこでようやく、ひなたも楓が演技していたのだと気づく。

「あちゃ～！　楓先輩にやられちゃったよ～」

　気分を害した様子もなく、ひなたがにははと笑う。

「ふふふっ……千導院として負けは許されないのですわ……」

「じゃ、次はひなたが鬼ね！　楓先輩、逃げて逃げて！」

「えっ……逃げてって……」

「い～ち、に～ぃ、さ～ん……」

　ひなたが十秒を数え始める。

　今度は自分が鬼だから楓に逃げろと言っているのだ。

　しかし忘れてはいけない──楓の体力ゲージはとっくに底をついているのである。

「ま、待ってくださいませ！　ワタクシはもう……」

「きゅ～う、じゅっ！」

　しっかりと数え終わった時、楓はひなたの数メートル前で、フラフラになりながらようやく立ち上がったところだった。

「はーい！　楓先輩、捕まえた！」

　あっさりとひなたに捕ほ獲かくされてしまう。

　それすなわち──

「はい！　また楓先輩が鬼だよ～！」

　そう言い残してひなたが風のように駆け抜けていった。

　その背中を見送りながら楓は悟さとった──この勝負、千導院に勝利はないのだと。




　レッスンファイブ・心美先生の場合




「…………」

「…………」

「…………あの、心美先輩？」

「ひゃ、ひゃい！」

「そんなに驚かないでくださいませ」

「ご、ごめんなさいぃ……」

「…………」

「…………」

　楓は困っていた。

　いよいよ最後の心美のターンとなった。

　ここまでで散々に鍛きたえられた楓は、こうなったら心美がやりたいことにとことん付き合おうと覚かく悟ごを決めていたのだ。

　しかしいざ始まってみると、こうしてお互たがいに顔を合わせて座ったまま、無言の時間が流れるだけである。

（どういうことなのでしょう……？）

　これが彼女のやりたいこと──なわけはないだろう。

　おそらく言い出せないのだ、心美先輩の性格からしてそうに決まっている──と楓は考えた。

　そして同時に、簡単に言い出せないようなことをやろうとしているのかと、ほのかに戦せん慄りつするのだった。

　ごくり──楓が意を決して尋たずねる。

「心美先輩は、その……なにをなさりたいのですか？」

「それは、その……」

　やはり心美は口を閉とざしてしまう。

（真ま面じ目めな心美先輩のことですから、きっとやりたいことを正直に言えないのですわね）

　とっくに有名無実化しているが、本来の目的は『楓におもてなし作法を教える』である。

　そこから外れたことを言うわけにはいかない、と心美は葛かつ藤とうしているのだ。

（ここまで来たらもうなんでもござれ、ですわ！）

　楓は根気強く口説くことにした。

「大だい丈じよう夫ぶですわ、心美先輩。ワタクシ、どんなおもてなし作法でも受け入れる所存です」

「か、楓ちゃん……」

　心美の瞳ひとみがうるっとにじんだ。

「さあ、おっしゃってくださいませ。心美先輩の願いを……」

「ごめんなさいっ！　なにも思いつかなかったんですーっ!!」

　心美がすごい勢いで頭を下げた。

　予想外の反応に楓が固まる。

「うららちゃんも桜ちゃんも、ミミちゃんもひなたちゃんも、みんなすごいアイデアを思いつくのに、私はなにも思いつかなくて……。でも順番が回って来ちゃって……」

　あたふたと心美が説明を続けるのを、遠い目をしながら聞いていた楓は──

「…………ふふっ」

「楓ちゃん!?」

「申し訳ございません、つい……」

　どうしようもない安心感につい笑い声がこぼれてしまった。

　どんなすごいことを言われるかと身構えていたのに、ふたを開けてみれば心美の方がはるかにテンパっていたのだから。

「うぅ……笑わないでよぅ……」

「申し訳ありません、心美先輩。ではお詫わびとして、こういうのはいかがでしょう……」

　涙なみだ目めで口をとがらせる心美の手を、楓がそっと握にぎった。

「ワタクシの話を聞いてくださいますか？　今日という日をワタクシがどういう思いで待っていたか」

「楓……ちゃん……？」

「みなさんとお話ししていて、ワタクシも話してみたくなったんですの」

　そして楓が語り出した。

　どれだけ自分が暴走していたか。

　どれだけメイドや執しつ事じ、周囲を巻き込んでいたか。

　恥はずかしい自分を冗じよう談だん交じりに話して聞かせた。

　その一つ一つに心美は聞き入り、時には驚おどろき、時には笑った。
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　夜、六人は最上階にある楓の部屋に集まっていた。

　お風ふ呂ろを済ませてパジャマに着き替がえ、他愛たわいない話に花を咲さかせる。

　そうこうしているうちに、だんだんと夜も更ふけてきた。

「ふぁああ……なんか眠ねむくなってきちゃった」

　うららが盛せい大だいにあくびする。

　ミシェルやひなたはうつらうつらと船をこぎ出し、桜と心美もまぶたが重たそうだった。

「それではお開きといたしましょう」

　そろそろと六人がベッドへと移動する。

　楓が普ふ段だん使っているベッドだが、六人の少女が並んでも十分な広さがあった。

「先にお休みになっていてくださいませ。ワタクシは少し、お水を飲んできますわ」

　そう伝えてから楓が部屋を出る。

　残った五人が寝ねぼけ眼まなこをこすりながらベッドへと潜もぐり込んだ。

「そういえば……」

　すぽっと毛布をかぶった桜が呟つぶやく。

「結局、先輩たちが大人っぽくなった理由は分からずじまいじゃったのう」

「そうだねー……むにゃむにゃ」

「むみ……ミミも、わからなかったなぁ……」

　半分、夢の中へ旅立ったひなたとミシェルが応こたえる。

　自分たちなりにいろいろと試行錯さく誤ごしたけど──なんか途と中ちゆうからみんな目的を忘れていた気もするが──一日が終わってみればなにも進展していない。

　でも──後こう悔かいなんてどこにもなかった。

「ん～……でもでも！　今日はかえかえの意外な顔が見れたから、うらら的には大満足！」

「私も楓ちゃんとたくさんお話ができて楽しかったよ！」

「確かにのう……。意外と将しよう棋ぎが強くて驚いたぞ」

「追いかけっこもできたよ～……すーすー」

「わんちゃんかわいい～……くーくー」

　自分たちよりもちょっと縁えん遠どおい雰ふん囲い気きを漂ただよわせる楓を、より身近に感じることができた。

　まるっとひっくるめてみれば──今日の合宿は大成功だった。




「今日はいろいろあったせいで、とても疲つかれてしまいましたわ……。でも、ほんのちょっとだけ楽しかったかもしれませんわね」

　廊ろう下かを歩きながら楓は今日の思い出にふけっていた。

　この屋や敷しきで友達とすごした初めての時間が、彼女を少しだけ興奮させていた。

　最初はどうやって振ふる舞まえばいいか分からなかったのに、今になってみれば、あれだけ悩なやんでいた自分が滑こつ稽けいですらある。

　こんなふうに思える自分になれたのもきっと、みんなのおかげなのだ。

「明日、目を覚ましたら隣となりにみなさんがいるんですわよね……ふふっ」

　今から気分が昂たかぶって眠れなくなりそうだ──そんなことを考えている時だった。

　エントランスホールの扉とびらが開く音とともに話し声が聞こえてきた。

「お父様が帰っていらっしゃったんですわっ！」

　次の瞬しゆん間かん、気づけば楓は走っていた。

　廊下を走り、角を曲がり、階段を駆かけ下り──二階から手すりにぶつかるようにしてエントランスホールを覗のぞき込む。

「お父様っ！」

　楓が声を弾はずませる。

　自分がこんなことを言うなんて、ちょっと前までなら想像もしていなかった──そんな言葉を誰だれかに伝えたかった。




「お友達が……お友達が遊びに来てくださったんですのっ！」








六章　初めての再会









「…………おかしいわね」

　エヴィーナは腑ふに落ちなかった。

「星ほし守もりたち……急激に力をつけている……？」

　たびたび地球へと襲しゆう来らいし、イロウスを狩かり、自分たちのテリトリーを回復させつつあるのは把は握あくしている。

　それでも自分の計画の障害とならなければ放ほうっておけばいい──そう楽観していた。

　それが、甘かったのかもしれない。

「これはちょっと……無視できないわね」

　エヴィーナが見つめるスクリーンには、星守が地球へ来た日付と場所、そして結果が一覧になっていた。

　以前は星守が襲来する頻ひん度ども少なく、またイロウスらに撃げき退たいされてたいした成果も出ないことが多かった。

　それが最近はどうだ。

　星守はより頻ひん繁ぱんにやってきて、そして着実に地球に陣じん地ちを確保しつつある。

「…………エヴィーナ、どうしたの？」

　彼女の隣からサドネが顔を出し、同じスクリーンを覗き込む。

　そして悲しげに呟いた。

「これ……お友達がいじめられた場所……？」

「あぁ、ごめんなさいサドネ。嫌いやなものを見せてしまったわね」

　エヴィーナがスクリーンの電源を落とす。

　そしていたわるようにサドネの身体からだを抱だき寄せる。

「エヴィーナ……人間、強いの？」

「え？　えぇ、そうね……手を焼いているわ」

「…………サドネ、戦うよ？」

　その言葉にエヴィーナは驚いた。

　これまでサドネはイロウスを討とう伐ばつする星守に対し、憎ぞう悪おを抱いだくことはあっても、自ら手を出そうとしたことはなかった。

　お友達を助けてほしいと懇こん願がんするだけだった。

　それが今、憎悪を形にして星守にたたきつけようという意志が見て取れる。

（どうしたものかしらね……）

　エヴィーナとしても、サドネを星守の前に出したくはなかった。

　彼女の身が心配なのではない。

　星守に奪うばわれてしまうのが問題だった。

　まだサドネには利用価値がある。それを手に入れる前に失うわけにはいかない──純じゆん粋すいにそれだけだ。

　だからここは、彼女には引っ込んでいてもらいたいのだが──星守の被ひ害がいは、そうは言っていられない段階に来ている。

「……お願いできるかしら、サドネ？」

　エヴィーナのその言葉に、サドネは小さく頷うなずく。

　大いなる決意を秘ひめた瞳を、暗くよどませたままで。
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「…………おかしい」

　八や雲くも樹いつきには不思議だった。

「あの子たち、急に成績が上がってきているわ……しかも全員が全員とも……」

　結果をまとめながら首をひねる。

　誰かの成績だけが伸のびるというなら分かる。

　しかしこれが全員なのだ。

　全員もれなく、一人の例外もなく成績がアップしていた。

　特に星守同士の連れん携けいが飛ひ躍やく的に良くなっている。同学年同士で組ませた時なんて、昔に比べると別人のようだ。

「連携を深めるような特訓をしたことはあるけど、ここまで良くなったことなんて今までなかったのに……」

　なぜ最近になって良くなったのだろうと、樹は学校での少女たちの様子を思い返す。

　しかし思い当たる節がない。

「…………まあいいわ」

　樹は悩むのは後回しにした。

　彼女たちがなにを経験したかはともかく、これまでになく星守同士の連携が良くなっていて、地球をイロウスから取り戻もどすために嬉うれしい話であることは確かなのだから。

「これならできるかもしれないわ……地球奪だつ還かん授業」

　星守たちの成長を受けて、樹は次のステージへ進もうとしていた。




『地球奪還授業!?』

　樹から告げられたその言葉に、みきたちの星守クラスがざわめいた。

「渋しぶ谷やとか新しん宿じゆくとか、街じゃなくて……地球ですか？」

　みきの質問に樹が大きく頷く。

　続けて明日あす葉はが尋たずねる。

「具体的にはどういう作戦なのでしょうか？」

「まずは星守の総力を投入して、渋谷周辺のイロウスを完全に一いつ掃そうします。すでに神樹の結けつ晶しようによってある程度は瘴しよう気きが払はらえていますが、ここを完全にイロウスから取り戻します」

「そ、その後はどうするんですの？」

　楓の問いに樹がゆっくりと語る。




「神樹を……神樹を地球に戻すのです」




　瞬間、星守クラスの誰もが息を吞のんだ。

「そもそも地上のイロウスからその身を守るため、神樹様はコロニーへと移されました。本来であれば神樹様は地上にあるべきなのです」

　樹の言葉の端はし々ばしからは地球奪還授業への決意がにじみ出ていた。

「しかし……どうして急にそんな話になるのじゃ？」

「それは……」

　樹が答えようとしたところ、別の凜りんとした声が割り込んできた。

「最近のみなさんの成長を見て、作戦を実行に移すに足る段階に来たと判断しました」

　その声の主の方へと視線が集まる。

『理事長先生！』

　おかっぱ頭の和装の少女──神峰かみね牡ぼ丹たんだった。

　神しん樹じゆヶが峰みね女学園の理事長にして、星守たちを統すべる立場にある。

　言うなれば、この場にいる誰よりも偉えらい存在だ。

「頼たのみましたよ……人類の未来のために」

　静かに、しかし想おもいを込こめるように牡丹が少女たちを見つめる。

　いきなりの登場に面食らっていたみきたちだったが、理事長が直じき々じきに姿を見せたこともあって、改めて今回の奪還授業の重要性を思い知った。

　そして、それだけのことを任せられるまでに自分たちが成長できていたのだと、それぞれの胸の中で嚙かみしめていた。

「……分かりましたっ！」

　みきが元気よく頷いた。

「みんな……やろうっ！」

　みきが上げた声に反論はなかった。

　今の自分たちならできる──そういう確信が芽生えていた。
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　十五人の星守たちが地球へと遣つかわされた。

　少女たちは同学年のグループに分けられ、渋谷周辺に散開した。

　襲おそってくるイロウスを次々と打ち倒たおし、渋谷周辺の瘴気を一掃していく。

　なんら問題はなかった。

　すべては順調に進み、順調に終わろうとしていた。




　彼女が現れるまでは。
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「もうだいぶ倒したよね……どうかな？」

「ええ、瘴気もほとんど晴れてきているわ」

「このまま一気に全ぜん滅めつさせちゃおうっ！」

　みき、昴すばる、遥はる香かの高校一年生組は地球奪還授業の成功を確信していた。

　また地球で暮らせる日が近づいている、その日を自分たちでつかみ取ろうとしている。

　少しの緊きん張ちようと大いなる興奮に胸が高鳴っていた。

「あっ！　向こうの茂しげみが動いたよっ！」

　残存しているイロウスだろう──みきがそちらに向かって駆かけ出す。

　茂みごと攻こう撃げきするために剣けんを振ふり上げて──

『グォン！』

　茂みから飛び出してきたなにかに体当たりされた。

「小さな……イロウス……？」

　これまで相手にしてきたイロウスよりも一回り小さい、子犬くらいのイロウスだった。

　四し肢しを突つっ張ってみきをにらみ、威い嚇かくするように低い声をとどろかせる。

　だが──今のみきにとっては敵ではなかった。

「一撃で仕留めるっ！」

　そう意気込むみきの前に、彼女が姿を現した。




「な……んで……」

　みきにはなにもかもが信じられなかった。

　イロウスが蔓延はびこる地球にどうしてこんな女の子がいるのか。

　星せい衣いをまとっているわけでもない、普ふ通つうの女の子が。

　なんでこんなところにいるのか。

　なんで自分をにらんでくるのか。

　なんで──イロウスをかばうように立っているのか。

「サドネ……お友達を守るっ！」




「ちょっと！　なんで女の子がいるのさ!?」

「わ、わからないわ……とにかく先生に連れん絡らくを……」

　昴と遥香も離はなれたところからみきとサドネの遭そう遇ぐうを目まの当たりにしていた。

　目の前の光景が信じられず、しかし気を取り直してコロニーとの通信をつなげようと試みた。

　だが、つながらない。

　耳みみ障ざわりなノイズが聞こえるだけだ。

「どうして!?　瘴気はほとんど取り除いたはずなのに……っ!?」

　悲鳴のような声を上げた遥香が空を見上げ──目を疑った。

　濁だく流りゆうのような瘴気の波が、空をどす黒く染め上げようとしていた。

「どうして……なぜこんなことに……」

「落ち着いて遥香！」

　狼狽うろたえる遥香の頰ほおに両手を添そえた昴が、彼女の瞳ひとみを正面から見つめた。

「もうアタシたちは昔のアタシたちじゃない……でしょ？」

　その真まっ直すぐな眼まな差ざしに、遥香がゆっくりと頷いた。

「そうだったわね……。ごめんなさい昴」

「ひとまずコロニーに戻ろう。今は……なにもかもが突とつ然ぜんすぎる」

　昴は遥香の手を取り、みきのところへ走った。




「どうして……どうしてこんなところにいるの……？」

　みきが震ふるえる唇くちびるでサドネに尋ねる。

　サドネは答えない。ただ静かにみきをにらみつけるだけだ。

「…………もしかして地球に取り残されたの？」

　人類が地球を脱だつ出しゆつした現在、星守でもない女の子が地上にいるとしたら、残された選せん択たく肢しはそのくらいだ。

　女の子が一人で生きていられるとは思えない──が、懸けん命めいに生き延びたのかもしれない。

　あまりにも寂さびしすぎて、人間を見るのも久しぶりだから怯おびえているのだ。

　そうだ、きっとそうに違ちがいない。

「ほら、おいで？　一いつ緒しよに……」

　手を差し伸べたみきに──しかし、サドネはその手を払い飛ばした。

「そんな……」

　みきの中で不安が現実になった。

　この少女は──自分たちの側ではなく、イロウスの側にいるのだと。

「お友達をいじめる人間……許さないっ！」

　サドネが叫さけぶ。

　その声に応こたえるように、小さなイロウスが吠ほえた。

　数秒後──地面が揺ゆれた。

「イロウスっ!?」

　みきが目の当たりにしたもの──それはイロウスの大群だった。

　何十体もの巨きよ軀くが自分めがけて突進してくる、まるで映画のワンシーンみたいだった。

「みき！」

「早くこっちにっ！」

　みきに昴と遥香が駆け寄った。

「早く戻るよ！」

「でも……でもあの子がっ！」

「他のみんなもイロウスが急きゆう襲しゆうしてきてコロニーに引き返したみたい！　ここにいても勝ち目はないわ！」
















「アタシもあの子のことは心配だけど、今は自分の身を守ることを考えないと！」

　二人の必死の説得に、みきもようやく折れた。

「うん……行こう！」

　すぐ近くに迫せまったイロウスから逃にげるように三人が走り出す。

　その背中をサドネはいつまでも、いつまでもにらみ続けていた。
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「やったよエヴィーナ！」

　みきたちを追い払はらったサドネが息を弾はずませながらエヴィーナのもとへと帰ってきた。

「サドネ、あいつらをやっつけたよ！」

「ええ、偉いわ、サドネ」

「えへへ……」

　エヴィーナに髪かみをなでられたサドネが心地ここちよさそうに眼めを細めた。

　友達も救えて、エヴィーナにも褒ほめられた──サドネにとってこれ以上の喜びはない。

　今まで友達をいじめてたやつらに仕返しできたと、胸のすくような思いだった。

「サドネ、もっともっと頑がん張ばる！　お友達がいじめられないように、すっごく頑張る！」

「フフ……一緒に頑張りましょうね……」

　そんなサドネを褒めていたエヴィーナは──別のことを考えていた。

（サドネの声にイロウスが応えた……。サドネのためにイロウスが動いた……）

　エヴィーナは今回の一連の流れをモニターしていた。

　サドネの悲鳴に小型イロウスが呼応し、そして巨きよ大だいイロウスの群れを呼び寄せた。

　怒いかり狂くるったように突進する巨大イロウスは、しかしサドネには牙きばをむいていない。

　まるで彼女を守ることが使命だったように。

（…………まあいいわ。もう少しですべて手に入るのだから）

　その胸の内に秘めるものを隠かくすように、エヴィーナはサドネの頭をなで続けた。
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「お願いします八雲先生！　あの子にもう一度会わせてください！」

　コロニーへと帰き還かんしたみきは、すぐさま樹に直じか談判した。

「本当に……女の子がいたの？」

　にわかには信じられない樹に、昴と遥香が頷うなずいて返す。

　見間違いではない──樹もようやく事実を受け入れた。

「そういうことなら放ほうってはおけないわ。すぐに準備を整えます。追って連絡するまで、すぐ出撃できるように待機しておいてください」

　それだけ伝えて樹が立ち去る。

　三人だけになったところで、遥香が遠えん慮りよがちに問いかける。

「でもあの子、私たちのこと、すごくにらんでいたわ……。話を聞いてくれるかしら……」

「分からない……。でも、ちゃんとお話ししないと……」

「そうだね。なにもしないわけには、いかないよね……」

　サドネという少女のことは樹に報告していたが、彼女の様子については黙だまっていた。

　あのあからさまな敵意──自分はイロウスの側であって、人間は敵だと信じている表情だった。

　信じたくないという気持ちが半分、もう一度確かめたいという気持ちが半分。

　事前に話し合って樹には黙っていることにした三人だった。

「サドネちゃん……か」

　いったいどんな事情と経けい緯いがあってあの少女はあそこにいたのか。

　疑問は尽つきず疑念は収まらなかったが、そんな気持ちをみきは強ごう引いんに抑おさえつけた。

　絶対に会って確かめる──その決意を秘ひめながら。




　やがて、星守たちに再び地球への出撃命令が下った。
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　みきたちを出で迎むかえたのは、イロウスの手厚い攻こう撃げきだった。

　黒い塊かたまりが十と重え二十はた重えにみきたち星守を取り囲み、猛もう攻こうを仕し掛かける。

　そんな中、みきに道を切り開くために星守クラスは団結していた。

「ここはれんげたちに任せて！」

「ほら、あんたたちの相手はワタシよ！」

「急げ、みき！」

　高校三年生組がイロウスの圧力をはね返し、みきを先に行かせる。

「ゆり！　ごめん一体抜ぬけた！」

「任された！」

「フォローします！」

　高校二年生組がイロウスの群れに突撃し、道を造る。

「先せん輩ぱいたちに負けてられないわ、みんな行くわよっ!!」

『おーっ！』

　先輩たちに負けじと中学生組も後に続く。

　みきと昴、遥香を先に行かせるために全員で奮ふん闘とうする。

　その後押しもあって、みきたちは前進を続けた。

　目指すはイロウスの群れの中央──最もイロウスが密集している方向だ。

　きっとあの子はイロウスに守られているはずだ。

　そんな確証もない自信があった。

「イロウスの攻撃が激しい……っ！」

　進めば進むほど敵の圧力が増す。

　それでもみきたちは突つき進んだ。

　並み居るイロウスを打ち倒たおし、迎げい撃げきし、討とう伐ばつし──ひたすら前へ進む。

　そうして切り開いた先に見えたのは──




「また来たんだ……お友達をいじめる悪いやつ！」

　五メートルをゆうに超こえる無数のイロウスに寄り添われた少女がいた。




「お願い、話を聞いて！」

「ヤダっ！　悪いやつらはサドネがやっつけるっ！」

　サドネが叫ぶと、これに応えるようにイロウスがうなり声を上げた。

　一体、また一体とみきたちの前に立ちはだかり、サドネへの道を閉ざす。

「ここは私たちが！」

「みきはあの子のところにっ！」

　昴と遥香がイロウスを引きつける役を買って出る。

　かすかに──サドネの姿が見えた。

「サドネちゃん！」

　イロウスの間をすり抜けるようにしてみきが駆かける。

　阻はばもうとしたイロウスだったが、昴と遥香の活かつ躍やくもあってその突進を止められない。

　とうとう、みきがサドネと相対した。

「そんな……」

　前回と違う──サドネの顔に焦あせりの色が浮うかぶ。

　その耳には多くのイロウスの声が、悲鳴が届いていた。

「あぁ……お友達が……お友達が痛いって言ってるっ!!」

　どうして大切な友達が痛めつけられなければならないのか。

　どうして人間はこんなにも意地悪するのか。

「どうして……どうしてどうしてどうしてっ!?」

「お願いサドネちゃん、話を聞いてっ！」

　みきが必死に呼びかける。

　早く確かめなければ、早く伝えなければ──気持ちだけが先走る。

「イヤ……イヤだっ……」

　サドネが耳を塞ふさいでしゃがみ込んでしまう。

　その肩かたにみきが触ふれようとして、失敗した。

　いきなり風が暴れ、猛もう烈れつな突とつ風ぷうとなって吹ふき抜けた。




「あらあら、大変なことになってるわね」




　突風に顔を覆おおっていたみきが視線を上げると、そこにはサドネの傍かたわらに立つ女性が見えた。

「あなたは……」

　新たなる遭そう遇ぐうにみきは身構えた。

　サドネとは違ちがう、もっと邪じや悪あくなものを彼女から感じ取った。

「あんたが星守ね……。まったく、忌いま々いましい……」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたように舌打ちする。

「エヴィーナ！」

　助けに来てくれた──サドネが安あん堵どの表情を浮かべる。

　そんな彼女を抱だき寄せてエヴィーナもまた微笑ほほえんだ。

　そして言った。




「今までご苦労様、サドネ」




　瞬しゆん間かん、エヴィーナがサドネの唇くちびるを奪うばった。

　目を見開いたサドネの全身が硬こう直ちよくする。

　やがて唇が離はなれた時、サドネの瞳ひとみから光が消えていた。

「なっ……その子になにをしたのっ!?」

　様子がおかしいことに気づいたみきが詰つめ寄る。

　サドネに反応はなく、虚うつろな眼まな差ざしが虚こ空くうを見つめるだけだった。

「ふふふふふっ……ようやく手に入れたわ！　これがイロウスを操あやつる力っ！」

　エヴィーナの瞳が怪あやしく輝かがやく。

　直後、あたり一帯のイロウスが動きを止めた。

　身体からだを痙けい攣れんさせながら、もがくように低く重く吠ほえる。

「さあ……私に従いなさいっ！」

　エヴィーナが腕うでを振ふりかざす。

　その時、すべてのイロウスの眼めから意志が消えた。

　誰だれかのために戦う──そんな思いは消え失うせ、ただ与あたえられた命令をすり込まれただけの道具となった。

「これでもう、この子は用済みよ……ふん」

　エヴィーナがサドネの身体を放ほうり投げる。
















　意識を失ったサドネは受け身も取れず、したたかに地面へと打ち付けられた。

　目の裏側が燃えるように熱くなるのを、みきは感じた。

「なんてことをっ!?」

「他人の心配より、自分の心配をすることねっ！」

　エヴィーナは振り上げていた腕をサドネに向かって振り下ろす。

　それを合図にしたかのように、自我を失ったイロウスたちが一いつ斉せいにサドネへと飛びかかった。

　幾いく重えもの凶きよう爪そうが小さい身体を引き裂さこうと襲おそいかかる。

「させないっ！」

　みきはすんでのところでサドネを抱だき上げて跳とんだ。

　空を切った爪つめがみきの髪かみを乱す。

「それで逃にげたつもりっ!?」

　エヴィーナが再び腕を振り抜く。

　みきが着地する瞬間を狙ねらったイロウスが、その巨きよ体たいごと体当たりする。

（避よけられない……っ!!）

　みきが反射的に身をかばう。




　それが、いけなかった。




　我が身を守ろうとしたみきに星衣が応こたえ、衝しよう撃げきに備える。

　だが生身のサドネは誰も守ってくれないのだ。

　結果、みきとサドネは大きくはじき飛ばされた。

　かたや、最低限のダメージに抑おさえつつ。

　かたや、なんの防ぼう御ぎよもできないまま。

「サドネちゃん!?」

　サドネの唇から小さな悲鳴がこぼれ落ちる。

　みきがなんとか受け身を取りながら着地した瞬間、サドネの身体もまた地面へと落下し、小さく跳ねた。

「そんな……そんなっ!?」

　急いでみきが駆け寄って抱き上げる。

「サドネちゃん!?　サドネちゃんっ!?」

　呼びかけても返事はない。

　輝きを失った瞳をうっすらと開いたまま、まるで人形のようにピクリともしなかった。

「みき、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「その子を連れて早く戻もどろうっ！　他のみんなも帰き還かんを始めてるよっ！」

　イロウスの変化に危機を察知し、樹からは帰還命令が出されていた。

　それを伝えようと駆け寄った昴と遥香だったが──みきはサドネを見つめたまま、小さく唇を震ふるわせるだけだった。

「わ、私……自分だけ助かって……」

「みき！　なにしてるのっ!?」

「この子のこと……守ってあげなきゃいけないのに……。自分だけ身を守って……」

「あーもう！　遥香、二人で連れて行くよ！」

「分かったわっ！」

　昴と遥香が意識を失ったサドネと、呆ぼう然ぜんとしたみきを連れて戻る。

　それからコロニーに到とう着ちやくするまで、みきはうわごとのように呟つぶやいていた。

　守れなかった──と。








七章　失われた力と新たなる力









「御み剣つるぎ先生、あの子の怪け我がはいかがですか？」

　連れ帰ったサドネを医務室へと運んだ遥はる香かが尋たずねる。

「程度は軽くないが、ちゃんと治ち療りようすれば大丈夫だ。命に別状はない」

「そっか……良かった」

　昴すばるもホッと胸をなで下ろす。

「しかしおまえたちもボロボロじゃないか……大丈夫か？」

　医務室にはサドネのみならず、星ほし守もりクラスの見知った顔もいた。

　誰もが大なり小なり怪我を負っていて手当てをしている。

「先に戻ってきた楓かえでやくるみに聞いたが……イロウスが急に暴れ出したってのは本当なのか？」

　昴も遥香も、あそこで起こった現場を直じかに目撃したわけではない。

　みきを守るためにイロウスと戦っていたら、急にイロウスが悶もだえ始め、次の瞬間には一気に凶きよう暴ぼう化していたのだ。

　我が身の危険をこれっぽっちも顧かえりみない暴れ方だった。

　まるで誰かに操あやつられて、無理矢理そうされているかのように。

「私も……そう感じました」

「アタシもです。捨て身の特とつ攻こうって感じでした」

「分からんな……なにがイロウスに変化をもたらしたのか……」

　今までとまったく違うイロウスの行動パターンに風ふう蘭らんも見当がつかない様子だった。

「みきはなにか言っていませんでしたか？」

　彼女もここで治療を受けたはずだと遥香が尋ねる。

　すると風蘭は小さく首を振った。

「手当てはいらないって言ってどこか行ったよ。えらく落ち込んでたが……」

「みき……私、探してきます」

　遥香は医務室を飛び出した。




　遥香はみきを探して学園中を駆かけ回った。

　やがて彼女を見つけた時、そこは日が暮れ始めて夕日が差す屋上だった。

「ここにいたのね、みき」

「遥香……ちゃん……」

　膝ひざを抱かかえて座るみきの隣となりに遥香も腰こしを下ろす。

「こんなところでなにをしていたの？」

　失意に沈しずむ理由を問いかける。

　その言葉にきゅっと唇を嚙みしめたみきは、やがて絞しぼり出すような声で、

「…………私、あの子を守れなかった」

「守る……？」

「イロウスに激げき突とつされそうになった時、自分の身を守ることで精いっぱいだった……。あの子のことを私、守れなかった……」

「それは……」

　仕方のないことではないか──遥香はそう言いたかった。

　あの時のイロウスたちは異常だった。

　これまでの経験や訓練が役に立たない、そんな状じよう況きようだったのだ。

　そんな時に自分以外の誰かのことまで守る余よ裕ゆうなんてあるだろうか。

　そう慰なぐさめたかった遥香だったが、みきの横顔を見て止やめた。

　きっとそんな言葉は彼女の心に届かないだろう──と。

「御剣先生が言っていたわ。サドネちゃん、だったかしら。怪我自体は軽くないけれど、ちゃんと治療すれば大丈夫ですって」

　だからせめて助けた少女の安否を伝えたのだが、みきの反応は薄うすかった。

「…………そう。良かった」

　素っ気なく答えたみきは、膝の間に顔をうずめてしまった。

「でもね……あの瞬しゆん間かん、サドネちゃんには私しかいなかったんだよ……。私しか手を差し伸のべられる人がいなかったんだよ……」

　エヴィーナのこともサドネのこともほとんど知らないみきにも、これだけは理解できた。

　あの時──助けてくれるはずの女性から捨てられ、イロウスからも見捨てられたサドネは、本当に独りぼっちになってしまったのだと。

　頼たよれる誰かをすべて失ってしまったのだと。

　だからこそ自分が、そんな彼女に寄り添そわなければならなかったのに──

「どうしてもっと頑がん張ばれなかったのかなぁ……あははっ」

　気き丈じように笑ってみせるみきに、遥香はもはやかける言葉を知らなかった。
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「それはおかしいのではありませんか！」

　ところ変わってここは医務室である。

　治療を終えた星守クラスの生徒たちに、樹いつきと風蘭が知っている範はん囲いで奪だつ還かん作戦の状況を説明していた。

　話がサドネのことに及および、彼女がいったん目覚めるまではここで保護すると伝えられた時、真っ先に異を唱えたのが楓だった。

「確かに地上にいるという少女を確保するのは必要かもしれません。ですがこの神しん樹じゆヶが峰みね女学園で保護する必要がどこにあるのですか！　事情を聴ちよう取しゆし、地上でのことを聞き出すことは必要かも知れませんが……」

「かえかえ、そんなキツイこと言わなくても……」

「相手は幼い少女じゃぞ」

「ワタクシたちは星守ですわ！」

　うららと桜さくらの制止にも楓は耳を貸さない。

　ミシェルとひなたは楓の迫はく力りよくになにも言えず、黙だまって下を向くしかなかった。

「星守はイロウスを倒たおすのが使命……ならばイロウスを操っていたという少女を守る理由があるとは思えませんわ！」

「それは……そうかもしれないけど……」

「しかし、あの子は怪我をしているんだぞ？　せめて怪我が治るまでは保護してあげた方がいいと思うが……」

　望のぞみとゆりも楓には賛成しかねていた。隣でくるみもこくりと二人に同調する。

「相手はイロウスを操るというのに、そんな悠ゆう長ちような……」

「かわいい女の子を酷ひどい目に遭あわせるのは、れんげも反対かなぁ～」

「どちらにせよ、保護しておいた方がいいんじゃない？　もしなにかしようとしたらすぐに対処できるし」

「でも……！」

　サドネに同情的な蓮れん華げとあんこの言葉に対しても、楓はなおも食い下がろうとする。

「楓、とにかくあの子が目を覚ますのを待とう。それから判断しても遅おそくはないんじゃないか？」

　明日あす葉はが落ち着けるように楓の肩かたに手を添える。

　みんなの視線が楓に集まる。

「分かり……ましたわ……」

　口ではそう答えたものの、胸の奥に釈しやく然ぜんとしないものを抱えたままの楓は、医務室を出て行ってしまった。

「参ったな……どうする、イツキ？」

　風蘭の問いかけに樹がそっと目を閉じる。

「楓は千せん導どう院いんの子です。千導院は古くからずっと、星守を支える家系だった。楓はそんな千導院家から初めて選ばれた星守……。だからこそ、彼女自身が背負っている責任は大きいのかもしれないわ」

「……時間がかかりそうだな」

「きっと分かってくれますよ。もともとは優やさしい子なのですから」

　そう樹は優しく微笑ほほえんだ。




「どうして……あんなに寛かん容ようなのでしょう……」

　まるで自分が悪者みたいな感覚に陥おちいりそうになって、楓はそれは違ちがうと頭を振ふった。

「千導院には千導院の使命がありますわ……。一時の感情に流されるわけにはいきませんわ……」

　ならば、と考える。

　千導院家がするべきことはなにか。

　イロウスの撃げき退たい、地球の奪還──今はそれしかない。

　では千導院楓がするべきことは──

「…………ワタクシは、千導院の役目を果たしますわ」

　楓の瞳ひとみに決意の光が宿る。




「サドネの世話をさせてほしい……？」

　それは、しばらく時間がかかりそうだと踏ふんでいた樹にとって意外な申し出だった。

　サドネが目を覚ましたという一報がもたらされた直後、楓が自分から樹のもとにやってきたのだ。

「楓は彼女のことを疑っているんじゃなかったかしら？」

「もちろんですわ。ですがワタクシはまだ彼女のことをなにも知りません。知りもしないで信じるも信じないもないと、そう考えたんですわ」

「そう……自分の気持ちを整理したいというわけね」

　樹は楓の言葉を意外に思いつつ、しかしそこに彼女の正直な一面を垣かい間ま見みた。

　責任感にあふれた、でも優しさも併あわせ持った少女の強い心を感じた。

「分かりました。彼女のことは楓に任せましょう。なにか心配事や必要なものがあったらいつでも相談に来てちょうだい」

「感謝いたしますわ、八や雲くも先生」

　楓は深々と一礼してから樹の前を辞した。

　その足でサドネがいる医務室へと向かう。

　そこにいた風蘭にも同じ説明をし、樹から了りよう承しようをもらったことを伝えた。

「あの子はいますか？」

「ああ、一番奥のベッドだ。でも……話ができる状態じゃないかもしれない」

「どういう……ことですの？」

　楓の質問にやや口ごもった風蘭は、

「……まあいい。世話をするってなら、避さけては通れないしな」

　風蘭は楓に、自分の目で確かめろと暗に告げた。

　意味ありげな口ぶりを不思議に思いつつも、楓が一番奥のベッドへ向かう。

　窓まど際ぎわの一角がカーテンで仕切られていた。

　あの向こうかしら──そろりと近づいた楓がゆっくりとカーテンをめくる。

　刹せつ那な──小さな小さな、本当に小さな嗚お咽えつが聞こえてきた。

「エヴィーナ……どうして……。ぃっく、サドネ……また独りぼっちなの……？」

　枕まくらに顔をうずめ、声を殺して泣く少女の姿があった。

　あまりにも幼い、あまりにも儚はかないサドネの姿に、楓は思わず息を吞のんだ。

「だ……れ……？」

　気配に気づいたサドネが顔を上げた。

　その涙なみだに濡ぬれた瞳が楓を貫つらぬく。

「わ、ワタクシは……」

　楓はとっさに言葉が出てこなかった。

　なんと声をかけていいのかさっぱりだった。

　こんなにも絶望にあふれた少女になにを言えばいいのか。

　パニックになった楓は──口走ってしまった。

　なんの考えも意図もないまま、今にも折れてしまいそうなサドネを前にして、気づけばこう言っていた。

「わ、ワタクシと……お友達になっていただけませんか？」

　そのキーワードにサドネの肩がピクリと震ふるえた。

（ワタクシはなにを言っているんですのっ!?）

　心の中で楓が絶ぜつ叫きようする。

　友達どころか敵なのだ。イロウスを操あやつるのだ。

　彼女の正体を見み極きわめるために世話役を買って出たのだ。それだけなのだ。

　それなのになんで友達になろうなどと言ってしまったのだ。

　いけない、早く訂てい正せいしなければ手て遅おくれに──

「ほ……ホント……？」

　否いな──もう手遅れだった。

　サドネは涙をたたえたまま、はち切れんばかりの期待と希望を宿した瞳で楓を見つめていた。

　タイミングはとっくに逸いつしていた。

「…………はぁ。本当ですわ」

　諦あきらめたように楓が息を吐はいた。

（まあ、今は勘かん違ちがいしてもらっても構わないですわ。ワタクシの目的はあくまで……）

　ドンッ──楓は胸に軽い衝しよう撃げきを感じた。

　抱だきついてきたサドネと視線が合った。

「ねえねえ、お名前は？　サドネはね、サドネだよ！」

「か、楓ですわ。千導院楓……」

「カエデ、カエデ……エヘヘ、キレイな名前」

「そ、そうでしょうか？　一応、お礼を言っておきますわ……」

「カエデとサドネは友達！　お友達っ！」

「ちょっ、あ、あんまりくっつかないでくださいませ！」

「やだーっ！」

　声を弾はずませながら頰ほおずりしてくるサドネに、楓は再びため息をもらした。

（友達になるくらいでこんなに喜ぶだなんて……）

　呆あきれながら楓がサドネの頭をポンポンとたたく。

　不思議と悪い気分にはならなかった。

（…………あら？　ワタクシ、なにをしにここに来たんでしたっけ……？）

　サドネの真意を探さぐるために世話をする──そんな目的を思い出すのに、楓はしばらく時間がかかった。
















　楓とサドネの和解は瞬またたく間に学園中の知るところとなった。

　厳密には楓は心を許したわけではなかったが、サドネの無む邪じや気きさに振り回されているうちに、気づけば『二人は仲良し』と微笑ましい視線を向けられてばかりだった。

　そんなんじゃない、これはサドネの真意と正体を探るためなんですわ──そう反論したい楓だったが、いつでもどこでもサドネがすぐ隣となりにぴったりとくっついているので、いつもタイミングを逃のがしてしまっていた。

「ねえねえカエデ！　これなに？」

　昔の記き憶おくがなく、気が付けばイロウスとともに荒こう廃はいした地球ですごしていたサドネにとって、神樹ヶ峰女学園で目にするすべてが新しん鮮せんだった。

　楓の手を引っ張っては学園中を散策し、気になったものすべてに、まるで宝物を見つけたかのように目を輝かがやかせた。

「くるみ先せん輩ぱいの花か壇だんですわ」

「じゃあ、これは？」

「ソフトボールですわ。部活中に飛んできたのでしょうか……後でひなたに渡わたしておきますわ」

「じゃあじゃあ、これは？」

「それは蓮華先輩のお宝本……って、見てはいけませんわ！」

　慌あわててサドネの手から奪うばい取る。

「こんなところに隠かくしてたんですのね……まったく」

「サドネ、見ちゃダメ？」

「ダメですわ。こういうのは大人になってから……いえ、大人になったからといって薦すすめられるようなものではありませんが……」

　やれやれと本を丸めてポケットに突つっ込こんだ。

「ダメ……？　サドネがそれ見たら、カエデ怒おこる……？　だったら見ない」

　サドネがしゅんと小さくなった。

　友達に嫌きらわれたくない──その一心だった。

「はぁ……サドネには後で、もっとためになる本を差し上げますわ」

「ホント！　どんな本？」

「ワタクシの愛読書である『帝てい王おう学のすゝめ』ですわ」

「てーおーがく？」

　サドネが豪ごう快かいに頭上に『？』マークを浮うかべていた。

（本当にこのサドネがイロウスを操っていたのでしょうか……。こんなに無邪気な顔をしたサドネが……。ひょっとすると、あのエヴィーナとかいうもう一人の女性に利用されていただけなのでは……）

　楓がそんなことを考えていた時だった。

「あ、サドネだ！　おーい！」

　二人を見つけた昴と遥香が駆かけ寄ってきた。

「もうすっかり元気そうだね」

「楓ちゃんに案内してもらっているの？」

　昴も遥香も気さくに話しかける──が、サドネは楓の背中に隠れてしまっていた。

　怯おびえたようにチラリと楓を窺うかがう。

「カエデ……だれ……？」

「ワタクシの先輩方ですわ。そういえばまだちゃんとご挨あい拶さつもしていませんでしたわね」

　楓はそっとサドネの手を引き、二人の前に立たせた。

「ほら、ご挨拶なさい。昴先輩と遥香先輩ですわ。サドネを助けてくれたんですのよ？」

「サドネを……？」

　その言葉に少しだけ安心したのか、彼女の恐きよう怖ふの表情がやや弱まった。

「初めまして、若わか葉ば昴だよ」

「成なる海み遥香です、よろしくね、サドネちゃん」

「サドネは……サドネ……。よろしく……お願いします……わ……」

　微び妙みように楓っぽい口調になりつつ、勇気を振ふり絞しぼってそれだけ呟つぶやくと、再び楓の背中に回り込んでしまった。

「あぁ、もう……サドネったら……」

「いいって。アタシたちが急に声をかけちゃったからね」

「またね、サドネちゃん」

　昴と遥香が手を振りながら立ち去る。

　サドネは遠えん慮りよがちに小さく手を振り、二人を見送っていた。

（本当ならサドネを救った当事者であるみき先輩にも紹しよう介かいしたいところですけれど……）

　それにはまだ時間がかかりそうだ──みきの状態を知っている楓は、今はまだ引き合わせるべきではないと感じていた。




「どうかしら、あの子の様子は？」

　楓と片時も離はなれようとしないサドネのため、彼女は千導院家へと預けられていた。

　夜、サドネが眠ねむりについたころ合いを見計らって、樹が千導院の屋や敷しきを訪おとずれていた。

「不思議な子ですわ……。まるで本当に子どもなんですもの」

「イロウスのいる光景しか知らないのだから、無理もないでしょう。赤ちゃんも同然なのよ、きっと」

「……そうかもしれませんわね」

　戸と惑まどうように呟く楓に、樹がそっと尋たずねる。

「あの子のこと、分かってきたかしら？」

　サドネが人類の敵となるか否いなか見定める──楓の最初の目的について問いかけた。

「……まだ、分かりませんわ」

　楓は正直に答えた。

　今のサドネを見る限り、あの子が脅きよう威いになるなんて想像もできない。

　しかし忘れるなかれ、現実に脅威となって立ちはだかっていたのだ。

　二つの顔のどちらが本当のサドネなのか、まだはっきりと断言できない。

「本当はもう分かっているんじゃないかしら？　ただ、あと少しの後押しがほしいだけで」

　樹の言葉が楓の心の真ん中を貫いた。

　彼女が抱かかえているジレンマなど、樹にはとうに見み透すかされていたのだ。

「ワタクシは……千導院家の人間ですわ」

　なにを当然なことを、などと横よこ槍やりを入れることなく、樹は聞き手に徹てつした。

「イロウスを倒たおし、平和な世をもたらすことこそ、千導院家初の星守となったワタクシの使命……。ワタクシはそう自分に言い聞かせながら星守の役目を果たしているのですわ」

「ええ、そうね……よく知っているわ」

　一人の少女としての楓は、もうとっくに理解しているのだ。

　サドネに害などなく、もはや人々に災わざわいをもたらすことなどないと。

　しかし千導院としての楓は、そう簡単には納なつ得とくできないのだ。

　サドネが絶対に敵ではないという根こん拠きよを見つけでもしない限り──

「…………八雲先生」

　やがて、思い立ったように楓が口を開いた。

「一つ……ワガママを聞いていただけないでしょうか？」
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　その日、楓とサドネは学校を休んだ。

　二人が向かった場所──それは地球だった。

　サドネからなんらかの力を奪ったエヴィーナによって、凶きよう暴ぼう化したイロウスが跋ばつ扈こする地球──そこに二人だけで赴おもむいていた。

「コロニーでは朝でしたのに、こちらは夜なんですわね……」

　肌はだをなでる風が冷たい。

　風向きのせいだろうか、瘴しよう気きに覆おおわれているはずの空に切れ間ができていて、そこから瞬く星が見えた。

「カエデ……ここは……？」

「地球ですわ。ワタクシたちの生まれ故郷、そしてたぶん、サドネ、あなたの生まれ故郷……」

「サドネが……」

　一いつ瞬しゆん、サドネの表情が曇くもった。

　その脳のう裏りに描えがかれているものがなんなのか、楓には読み取れない。

　イロウスに囲まれた日々を懐なつかしんでいるのだろうか。

　戻もどりたいと思っているのではないか。

　そんな邪じや推すいが楓の頭をよぎる。

　そんな彼女にサドネは──




「…………カエデ、ありがとう」




　なにかを振り切ったような澄すんだ瞳ひとみで微笑ほほえんだ。

「サドネ、みんなに酷ひどいことをしたんだよね？　たくさんたくさん悪いことをしたんだよね？」

「それは……」

　気にしなくていい──思わずそう言いそうになった自分を楓は抑おさえつけた。

　ここに連れてきたのはそんなことを言うためではない。

　この子の心がどこにあるのか、どちらにあるのか──それを確かめるためだ。

「カエデが優やさしくしてくれて、サドネ、すっごく嬉うれしかった。ここのところがポカポカして、温かい気持ちがずっとずっと続いてる……」

　自分の胸むな元もとできゅっと両手を握にぎりながらサドネが囁ささやく。

　その姿に楓の心が揺ゆれ動く。

　この子はやっぱり、悪い子ではないのではないか。

　イロウスと共に人類の敵となっていたのは、彼女自身の意志ではなかったのではないか。

　もしも彼女がイロウスへの親しみや懐かしさを口にしたら、このまま地球に置いて帰ってしまおう──そう覚かく悟ごしていたけれど。

　そのために先生に頼たのんでここに送ってもらったけれど。

「えへへ、なんか顔が熱い……」

　照れたようにサドネが頰ほおを赤らめた。

「あっ、お花が咲さいてる！　摘つんでくるね！　カエデにあげるっ！」

　もじもじしていたサドネが、恥はずかしさを紛まぎらわせるように森の中へと走って行った。

「あ、ちょっと！」

　楓の制止も聞かず、サドネは彼女に喜んでほしい一心で森の中を進む。

「まったく……サドネったら……」

　手のかかる妹ができたみたいだ──楓の表情もいつしか柔やわらかくなっていた。

　もう、答えは出た。

『これで……本当に良かったんでしょうか……』

　そんな声が聞こえた気がした。

　それはきっと──ついさっきまでの自分が今の自分に投げた問いかけだった。

　だから楓はその声に──さっきまでの自分にこう答えた。

「ええ……ワタクシはみんなのために正しいことを……したんですわ」




『オオォォ──ン!!』

『ガアアアァァァッッ!!』




　瞬間、静せい寂じやくが打ち破られた。

「イロウス!?　いつの間に囲まれて……先ほどまで瘴気は晴れていたのにどうして……!?」

　何体ものイロウスがその暗く濁にごった瞳で楓を見つめていた。

　容よう赦しやなく爪つめが、牙きばが楓を襲おそう。

「きゃっ！」

　なんとか初撃は回かい避ひした楓だったが、包ほう囲い網もうはもう完成していた。

「さすがに……独りでこの数を相手にするのは無理がありますわね……」

　独りで──自分の発した言葉に楓は驚おどろき、そして小さく笑った。

（おかしな話ですわね……そもそも、サドネを置き去りにする覚悟でここに来たというのに……）

　気づけば自分が独りぼっちだ。

「……ワタクシ、なにをやっているのでしょう。みんなの意見も聞かずに……」

　こんなことなら最初からサドネを受け入れていればよかった。

　千導院の責任に囚とらわれすぎずに、目の前にいるサドネを信じてあげていれば──

「きっと、バチがあたったんですわね……」

『ガアアアァァァッッ!!』

（ここで……終わりですの……？）

　きっと樹の救きゆう援えんは間に合わない。

　でもせめてサドネだけは、あの子だけは助かってほしい──楓がそう覚悟を決めた、その時だった。




「カエデをいじめちゃダメっ！」




　楓に迫せまっていた一体のイロウスにサドネが体当たりしていた。

　もちろん小さな体たい軀くが巨きよ軀くにかなうはずもなく、サドネは逆に弾はじき飛ばされた。

「サドネ!?」

　驚いた楓が急いで駆かけ寄る。

「あなた、どうして……ワタクシをかばうなんて、いったいなにをしてるんですの!?」

「ダメっ……！　カエデが傷つくの、ダメっ!?」

　大きな瞳に涙なみだをたたえながら、サドネが声を張り上げた。

「カエデ、サドネのこと、友達って言ってくれた！」

　ともだち──それはサドネにとって、イロウスを指す言葉だった。

　独りぼっちの自分に寄り添そってくれる誰だれか──それが友達だった。

　しかし楓の一言がそれを一変させた。

　楓から友達と呼んでもらえた瞬間──どうしようもなく顔が熱くなって、胸が高鳴って、息苦しくなった。

　どうしようもなく嬉しかったのだ。

　この時サドネは知った。

　自分がそう思って、相手にもそう思ってもらえて初めて、それは友達であるのだと。

「初めてサドネに友達って言ってくれたっ！　だからサドネの友達を……カエデをいじめないでっ!!」

　たったそれだけだ。

　たったそれだけの、四文字の言葉だ。

　それなのに、そのたった四文字がサドネにどれほどの温ぬくもりを、安らぎを、希望を与あたえていたか、楓はこの時に初めて心から理解した。

「イヤなのっ！　カエデは……カエデはサドネの友達だもんっ！」

　その言葉が、楓のいろんな迷いを吹ふっ切った。

「サドネ……。ふふっ……そこまで言われてしまっては、期待は裏切れませんわねっ！」

　サドネだけ助かればいいなんて諦あきらめていた、さっきまでの自分に活を入れたい。

　サドネを守る、自分もサドネと一いつ緒しよにみんなのもとに帰る──正解なんてこれしかないではないか。

　サドネは自分のことを『友達』だと言った。

『友達』を失って独りぼっちで孤こ独どくな思いをする──もう二度とサドネにそんな悲しい気持ちを味わわせるわけにはいかなかった。

「サドネ、どうかワタクシのそばを離はなれないでくださいませ」

「うん……楓と一緒ならサドネ、怖こわくない！」

「その言葉……ワタクシにとってなによりの応おう援えんですわっ！」

　楓の身体からだが星せい衣いに包まれる。

「人々を守る千導院家として……いいえ、あなたの友人、千導院楓として、ワタクシがあなたを守ります！」
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「それじゃあ、改めて……」

　せーのっという掛かけ声に続いて、

『ようこそ、コロニーへ！』

　星守クラス全員によるサドネの歓かん迎げいパーティーが開かれていた。

「いらっしゃい、サドネちゃん」

「みんな歓迎してるよ！」

　遥香と昴がサドネへと声をかけた。

「あ、ありがと……」

　まだ大勢に取り囲まれることに慣れないサドネは、楓の隣となりにぴったりと寄り添いながら、それでも勇気を振ふり絞しぼって返事する。

「いや～ん♡　また可愛かわいい子が増えて困っちゃうわぁ～」

「手を出したら承知しないからな、蓮華」

「やーん、明日葉ったらヤキモチ焼いちゃって♡」

「蓮華はどこまでいっても蓮華よね……」

　今にもサドネに抱だき着こうとする蓮華を明日葉とあんこがどうどうと押さえ込む。

「サドネ、剣けん道どうに興味はないか？　今なら私が……」

「そんなのより、ファッションに興味ない？　サドネってば可愛いからきっと……」

「ちょっと望！　そんなのとはなんだ、そんなのとは！」

「あー、はいはい。ゆりは後でね～」

「サドネさん、お花さんに興味は……」

『くるみ！　抜ぬけ駆け禁止っ！』

　高校二年生組はさっそく勧かん誘ゆうを始めていた。

　上級生に話しかけられてオロオロするサドネに、今度は中学生組が近づく。

「ねえねえサドネちゃん、サドネちゃんはお人形って好き～？」

「いやいや、こういう幼い時こそ吸収が早いのじゃ。ぜひ将しよう棋ぎを……」

「そんなのダメよ。うららがアイドルについて教えてあげる！」

「ねーねーソフトボール知ってる？　野球じゃないよ、ソフトボールだよ？」

「えっと、えっと……お、お星様は好きですか……？」

　歳としが近い分だけ、高校生組以上にサドネへのスキンシップに遠えん慮りよがないのだった。

　そんな賑にぎやかなムードの中、部屋の隅すみっこにたたずんでいたのが、みきだった。

　ぎこちない笑え顔がおで、周囲の歓かん声せいに合わせるように微笑ほほえんでいた。

（ダメだ……ちゃんと顔見てお話しできそうにない……）

　サドネの怪け我がが完治しても、みんなに受け入れられても。

　みきの心の中で彼女はしこりとして残り続けた。

　我が身を守ることで精いっぱいで彼女を危険な目に遭あわせてしまった──どこまで行っても消えることのない現実が暗い影かげを落とす。

（なんか……居づらいや……）

　こっそり抜け出そう──みんなに背中を向けた、その時だった。




「な、なにこれ……!?」

「サドネちゃん!?」

　驚きの声が次々と聞こえてきた。

　どうしたんだろう、そう思って振り返ったみきが目にしたのは──




　全身を淡あわい光で包まれたサドネの姿だった。




「まさかこれは……神樹の力か!?」

　吞気のんきに酒をちびちびやっていた風蘭が跳はね起きた。

「これは、星守の……覚かく醒せいするっていうの!?」

　樹も信じられない様子だが、風蘭は確信したように何度も頷うなずく。

「驚いたな……。でも今の光は確かに……サドネ、なにをどうやったんだ？」

　すごい剣けん幕まくで迫る風蘭にサドネがひぃと悲鳴を上げ、楓の背中に隠かくれた。

「な、なにもしてない……ただ、カエデに守ってもらったから、みんなに優やさしくしてもらったから、いつか自分がカエデを、みんなを守れるようになりたいって思っただけ……」

「それで……覚醒したってのか？」

「うぅ……カエデ……」

「御剣先生、顔が怖いですわ」

　よしよしと頭をなでながら楓がサドネを抱き寄せる。

「いや、悪い……。つい、な……」

　バツが悪そうに風蘭が髪かみをかき上げる。

「とにかく検査をさせてくれ。今すぐにでも」

「もう、せっかくの歓迎会ですのに……サドネ、ちょっとだけ我が慢まんしてくださいね」

「うん……カエデがそう言うなら……頑がん張ばる」

　風蘭に連れられてサドネと楓が部屋を後にする。

　新しい星守の誕生に、教室のざわつきは収まることを知らない。

　誰もが衝しよう撃げきの事態に興奮を抑おさえきれなかった。

　ただ一人を除いて。




　みきが星守の力を失ってしまった──それが分かったのは、翌日のことだった。








八章　誰だれかのために、みんなのために









「地球奪だつ還かん授業を再発動します」

　それはサドネが神しん樹じゆヶが峰みね女学園に迎むかえられてしばらくたった頃ころに、樹いつきによって告げられた。

「地球に埋うめた神樹の結けつ晶しようは、日に日に増大するイロウスの瘴しよう気きの前に、少しずつではありますが効力を失っています。サドネも星ほし守もりとしての特訓を積み、自分のものにしつつあります。今こそもう一度、作戦を成功させる時です」

　樹が力説する。

　だが──それを聞く星守クラスの生徒たちに元気はなかった。

　教室にいるのはサドネを含ふくめて十五人──みきがいなかった。

　星せい衣いをまとえなくなってから、みきは風ふう蘭らんによって連日の検査を受けていた。

　原因不明で治ち療りようも不可能、いつ治るとも知れない不治の病やまいだった。

「みきがいなくても……でしょうか？」

　力ない遥はる香かの問いかけに、樹は黙だまって頷く。

「神樹の結晶が効力を失えば、我々は地上への足がかりを失います。そうなる前に仕し掛かけなければならないのです」

　樹の決意は固い。

　みきが抜けた穴をサドネが補ってくれる可能性がある今ならば、まだ間に合う。

　だがみきの回復を待っていては──いつとも知れないその日を待っていては、完全に手て遅おくれになってしまうだろう。

　先生として苦しい決断だったが、それでも樹は決行を決めたのだ。

「みんな……お願いね」

　懇こん願がんするような樹の言葉に、自信をもって応こたえられる者はいなかった。




「そっか……。みんなで行くんだね、地球奪還授業……」

　検査の休きゆう憩けい中にみきは、部屋を訪おとずれた昴すばると遥香から事の成り行きを知らされた。

　みきを仲間外れにはしたくない──そういう想おもいから告げることにしたのだ。

「仕方ないよね……私がこんなんじゃ……」

「みき……」

「まだ原因は分からないの？」

　昴の問いかけに、みきは落ち着いた様子で頷いた。

「なんかね……ダメなんだ。どこもおかしくなくて、体調も万ばん全ぜんなんだけど……」

「そっか……」

「難しいのね……」

　それっきり、三人の会話は途と切ぎれてしまった。

　重い空気が漂ただよう。

「き、きっと大だい丈じよう夫ぶだよ！　もうすぱっと治しちゃうから！　頑張るから！　途と中ちゆうからでも地球奪還授業に飛び入り参戦しちゃうから！」

　重苦しい空気を破ったのは、誰だれが聞いても空から元気と分かるみき自身の声だった。

　そんな空元気のおかげで、ようやく昴と遥香も言葉を見つける。

「お、言ったな～？」

「私のぶんのイロウス、ちゃんと残しておいてね」

「早く来ないと全部残らず平らげちゃうわよ？」

「わっ、遥香ちゃん、さすが食くいしん坊ぼうだな～」

　やっとのことで雰ふん囲い気きが和やわらいだ。

　でも──三人とも笑顔だったが、心の中では誰も笑っていなかった。

「そうそう、サドネちゃんってすごいんでしょ？　星守の特訓、すごい成績を出してるって御み剣つるぎ先生から聞いてるよ」

「そうね……地球奪還授業では、サドネちゃんが鍵かぎになるかもしれないわね」

「なんとしても成功させないとね……アタシも頑張らなくちゃ！」

　それから他愛たわいないおしゃべりをしばらく交かわし、検査を再開するとやってきた風蘭に追い立てられて昴と遥香が部屋を後にする。

　頑張ってね──みきが二人に声をかける。

　昴と遥香は小さく頷き、それに応えた。




　　　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




「今回は前回よりもさらに、イロウスの攻こう撃げきが激しくなると予想されます。しっかりとお互たがいにコミュニケーションを取って、連れん携けいを欠かさないように」

『はい！』

　表情を引き締しめた十五人が樹の言葉に応える。

「おまえたちならできる！　自分を信じろ！」

　風蘭が転送装置を起動すると、少女たちの足元に魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がり、光があふれ、一いつ瞬しゆんの煌きらめきの後に彼女たちを吞のみ込んだ。

「無事に帰ってきてくれと祈いのるしかないな……」

「ええ……。私たちは私たちの役目を果たしましょう」

　少女たちを送り出した教師二人が星守のバックアップをするべく、地球との交信の準備に入る。

　その時、部屋の扉とびらがゆっくりと開いた。

　そこにいたのは、みきだった。

「みき？」

「あの……ここにいてもいいですか？」

　許しを請こうように控ひかえめに申し出る。

「私は戦えないけど……でもせめてここで、みんなを応おう援えんしたくて……」

　一いつ緒しよに戦えないのなら、せめて心だけは一緒に戦いたい──みきが切に訴うつたえる。

　そんなみきを前に、樹にも風蘭にも拒きよ絶ぜつする理由はなかった。

「もちろんよ」

「みきの声を届けてやれ」

「あ、ありがとうございます！」

　地上を映し出したモニターの前に、みきが駆かけ寄る。

（みんな……お願い、無事に帰ってきて……！）

　祈るように見つめる先では、もうイロウスとの戦せん闘とうが始まっていた。

　きっとみんななら成し遂とげてくれる、成功させてくれる。

　そう願うみきの前に映し出されたイロウスとの戦闘に、みきは言葉を失った。

　もちろん──悪い意味で。
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　みきはきっと大丈夫──それが十五人の少女たちの合い言葉だった。

　楽勝ムードで堂々と凱がい旋せんしよう──そう誓ちかい合っていた。

　イロウスと刃やいばを交える、その瞬間までは。




「あーっはっはっは！　いったいどうしたっていうの？　星守がそろいもそろってダンスの練習でもしに来たのかしら？」

　ひときわ高いビルの屋上でエヴィーナが高らかに笑っていた。

　イロウスを操あやつる術すべをサドネから奪うばい、意のままに自分の手て駒ごまとする。

　心優やさしいサドネがイロウスを友達と思っていたのとは正反対だ。

　目的のためには、ただただ使い潰つぶす。

　闘とう争そう本能のすべてをエヴィーナによって強制的に解放されたイロウスの群れが取った行動は、まさに特とつ攻こうそのものだった。

　星守が迎げい撃げき態勢を整えていようが、誘さそい込まれていようが、それを知ってか知らずか、ただひたすらに突とつ進しんを繰くり返す。

　仲間の亡なき骸がらを乗り越こえ、蹴け散ちらし、愚ぐ直ちよくなまでに突つき進む。

　戦略も作戦も存在しない、ただただ数の暴力による攻せめだった。

　しかし、非情にもそれこそが効果的だった。

「次から次に……っ！」

　迫せまり来るイロウスを打ち払はらった遥香が唇くちびるを嚙かんだ。

　休む暇ひまなど一瞬たりともない。

　一体を倒たおせばその後ろから二体目が、それを打ち倒しても三体目、四体目が──津つ波なみのように押し寄せて息つく暇を与あたえない。

　星守の数は十五人。

　それに対するイロウスの数は、大小合わせれば百倍以上だ。

「昴！　ここは引き受けるから、あの女の人のところにっ！」

「ダメだよ！　とてもじゃないけど近づけないっ！」

　昴も目の前のイロウスの相手で精せい一いつ杯ぱいだった。

　いや、昴だけではない。

　誰もが自分の目の前のイロウスを討とう伐ばつするだけで余よ裕ゆうがない。

　星守同士の連携なんて、とうに瓦が解かいしていた。




「うららちゃん、そっちに行ったよ！」

　飛びかかってくるイロウスを押し返しながら心ここ美みが叫さけぶ。

「もうっ！　またなの!?」

　やっと倒したと思ったらすぐにやってくるお替かわりに、うららは汗あせを滴したたらせながら応戦した。

「イロウスの人気者になっても嬉うれしくないのにっ！」

「まったくじゃ……」

　うららと背中合わせになりながら桜さくらが苦い顔をする。

「これではあまりに一方的じゃ……いずれ瓦解するぞ」

「そんなの分かってるわよっ！」

　イロウスからもれてくる、荒あらい息いき遣づかいを間近に感じながら、うららが唇を嚙む。

「うららちゃん、いま行くね！」

　押され気味のうららに心美が助けに入ろうとする。

「ダメ、ここみ！　背中ががら空きに……っ!?」

　制止するが間に合わない。

　うららへと身を翻ひるがえした心美の背後で、新たなイロウスが牙きばをむく。

「きゃあ!?」

　間かん一いつ髪ぱつ、身体をひねった心美のこめかみのすぐ横を、鋭するどい爪つめが薙ないだ。

「大丈夫、ここみ!?」

「な、なんとか……」

「無茶しおって……」

　うららと桜がホッとする──だがそれも一瞬だ。

　次の一瞬にはもう、次の脅きよう威いが目の前にやってくる。

　三人は必死に声を出し合いながらお互いを励はげまし合った。




「ちょっとマズいかもしれないわね～」

「そうね……ダンジョン抜ぬけたら回復なしでラスボスが登場って感じ」

「あんこ、今はそんな冗じよう談だんを言ってる場合じゃないぞ」

　高校三年生組がいるのは、最もイロウスの数が多い地区だった。

　危険地帯だからこそ自分たちが乗り込むべきだ──そう意気込んだ三人を待ち構えていたのは、悪い意味で期待通りの光景だった。

　おびただしい数の小型イロウスが跋ばつ扈こし、さらにそれらを踏ふみつぶさんばかりの勢いで大型イロウスが襲おそってくる。

　今までに訓練でも、実じつ践せんでも経験したことがない劣れつ勢せいだ。

　それでも、ここで自分たちが踏ん張れば後こう輩はいたちの負担を減らせる──そんな使命感だけで踏み留とどまっていた。

「このままじゃ押し込まれる一方よ……明日あす葉は、少しくらい無理してでもこっちから攻めましょう！」

　蓮れん華げが提案する──が、あんこがそれに異を唱えた。

「そんなの無茶よ！　持ちこたえるだけで精いっぱいなのに……下手に攻撃に打って出るなんて危なすぎるわ！　イロウスの攻こう勢せいが衰おとろえるまで辛しん抱ぼうするしか……」

「でもっ！」

　二人の意見はそれぞれもっともだった。

　現状は打破したい。しかしリスクが大きすぎる。

　どちらの言うことも正論であり、だから明日葉もまた、判断を下せなかった。

（いったいどうすれば……）




　イロウスの勢いに吞み込まれそうになって、エヴィーナの闇やみに食われそうになって。

　そして、ここにみきがいない喪そう失しつ感に震ふるえていた。

　みきはきっと大だい丈じよう夫ぶ──その合い言葉が逆に少女たちを苦しめていた。

　いつも以上に自分が奮戦しなければという決意が、彼女たちを余計に焦じらせていた。

　そんな少女たちの中で、ひときわがむしゃらにエヴィーナを目指して突き進んでいたのがサドネだった。

「こんな……こんなの酷ひどいよっ！」

　その幼い顔を涙なみだでくしゃくしゃにしながら、無心でイロウスを倒し続ける。

　かつての友達に牙をむかれる絶望、それを乗り越えなければならない決意、そして襲ってくるどうしようもない虚きよ無む感──目まぐるしい感情の螺ら旋せんの中を、サドネはただひたすら突っ走っていた。

　ごめんなさい、でも進まなくちゃいけないの──呪じゆ文もんのように唱えながら心を殺す。

「エヴィーナ、止やめてっ！」

「ふん、残りカスが星守の真似まね事ごとなんかして……」

　サドネを見下す視線はどこまでも冷たく、鋭い。

　そんなエヴィーナがふと、最高の意地悪を思いついた子供のような、気味の悪い笑えみを浮かべた。

「そうだ、サドネ。今からでも私に寝ね返がえらない？　またイロウスと一緒に暮らせるわよ？」

「そんなのダメっ！」

「あーらどうして？　大切なお友達なんでしょう？　寂さびしい時にそばにいてくれたんでしょう？　あんただって星守が憎にくいって言ってたじゃない！」

「もうサドネは……あの時のサドネじゃないっ！」

　記き憶おくの底に佇たたずむ、あの小さなイロウスに心の中で別れを告げる。

「サドネには守りたい人ができた！　だから頑がん張ばるっ！」

　自分を大切だと、必要だと言ってくれる友達を見つけた。

　最高の宝物だ。絶対に失っちゃいけない宝物──それを守るために今、ここにいる。

「エヴィーナ……許さないっ！」

「このっ！　小こ癪しやくな……」

　エヴィーナの顔が怒いかりに歪ゆがむ。

　これだけ圧あつ倒とう的な戦力差を見せつけられて、それでも牙をむくサドネへの憎ぞう悪おを積もらせていく。

「じゃあ死になさい……せいぜい無様にっ！」

　エヴィーナの瞳ひとみが怪あやしく光った。

　これに呼応するかのように、新たなイロウスの群れが押し寄せてきた。
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「みんな……そんな……っ！」

　次々と送られてくる映像にみきが悲鳴を上げる。

　あそこに自分が行けたなら。

　少しでも力になれたなら。

　星衣を呼び出せない自分が憎くて仕方がなかった。

「どうして……どうして星衣は応こたえてくれないのっ!?」

　もう何度も何度も試ためした。

　でも同じだった。

　こんなにも友達が傷ついているのに、危ない目に遭あっているのに──自分にはなにもできない。

（大切な人を危険に晒さらしてばっかりだ……）

　今もそうだし、昴や遥香と最初に渋しぶ谷やに行った時も。

　そして、あの日のサドネも──

（こんな弱い自分じゃ、たとえ星衣になれたとしても……）

　その時だった。

　みきの脳のう裏りに一つの声がよみがえった。

　それはあの日のキャンプ場で風蘭に教えられた言葉だった。




　星守は強いだけじゃダメだ。仲間を奮い立たせる弱さがなきゃダメだ。




　その意味が、今は胸に重くのしかかった。

（今の私は……）

　星衣を呼び出せなくなって、原因も分からなくて。

　でもみんなに心配をかけたくないから、できる限り元気に振ふる舞まって。

　そうやって必死に取り繕つくろって作りあげた、今の自分はどうだ。

　仲間のピンチになにもできないではないか。

　友達を不安にさせまいと空回りしているではないか。

（仲間を奮い立たせる……弱さ……）

　みきの喉のどがゴクリと鳴った。

「御剣先生！　私の声、みんなに届けられますかっ!?」
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　終わりを見せないイロウスの襲しゆう来らいが、星守たちの体力と気力を削そぐ。

　武器を振るう腕うでは鉛なまりのように重く、エヴィーナに向かうはずの脚あしはその場に張り付いたままだ。

　いつまで続くのだろう──誰だれもがそんな漠ばく然ぜんとした、でも確実にそこにある不安から必死に目を背そむけていた。

　そんな時だった──彼女の声が聞こえたのは。




『みんなごめん！　私、ちゃんと伝えてないことがあるのっ！』

　みきの声は星守全員へと届けられていた。

　イロウスへの対応で必死な中、それでも耳を傾かたむける。

　そこでみきが語ったのは──




『私ね……全然、これっぽっちも、大丈夫じゃなかった！』




　あまりに間の抜けた白旗宣言だった。

　誰もが彼女の真意を測りかねる中、それでもみきは続ける。

『サドネちゃんを守れなくて、怪け我がさせちゃって、そんな自分がイヤになってた！　もっと頑張らなきゃって思って、でも自分なんかが頑張っても意味ないって諦あきらめてた！』

　こみ上げる思いをそのまま言葉に乗せてみきがしゃべりまくる。

　本当の自分を──落ち込みきって弱り切って、疲つかれ切った自分をさらす。

『だから……だからみんな！　私のぶんまでお願いっ！』

　こんな時になにを言い出すかと思えば──それだけ聞けば誰もが啞あ然ぜんとしてもおかしくない言葉だった。

　こっちがイロウスの相手で精せい一いつ杯ぱいの最中に通信してきて、そして伝えたかったのが──後はお願いするねという、ただそれだけ。

　なんという無責任な、なんという自分勝手な。

　発言だけを切り取れば誰もが啞然とし、激げつ昂こうするだろう。

　だが、これを聞いているのは仲間だった。

　友達だった。

「そんなの……なんとなく分かってたわよっ！」

　遥香が叫さけぶ。

　こみ上げる怒りのまま──でもその顔にどこか安心したような笑みを浮うかべながら。

「みきが頑張るって言うから、大丈夫だって言うから慰なぐさめられなかったんじゃないっ！　もっと頼たよってくれればよかったのにっ!!」

「そうだよっ！　アタシだって頭にきてたんだからっ！」

　昴も続いてみきへの恨うらみ辛つらみをぶつける。

　やはりその顔に柔やわらかい微び笑しようをたたえながら。

「自分でどうにかするってオーラ出しちゃってさ！　あんな顔されたら頑張れって言うしかなくなるじゃん！」

「みきのバカっ！　強がりっ！」

「意地っ張りっ！　頑がん固こ者ものっ！」

　遥香と昴が思いついた悪口を片かたっ端ぱしから投げつける。

　あまりにも乱暴で遠えん慮りよのない暴言の数々だ。

　でもそれが、みきには嬉うれしかった。

　こんなに情けない自分をさらけ出しても、それでも自分を見守ってくれる友達がいる。

　そのことがどうしようもなく幸せだった。

『うん……こんな私でごめんね』

「しょうがないから、みきのために頑張ってあげるわよっ！　ねえ昴！」

「帰ったら学食、おごってもらうからねっ！」

　気づけば軽くなっていた身体からだを踊おどらせながら、二人は次のイロウスへと飛びかかった。




　みきの赤せき裸ら々らな告白は、昴と遥香以外にも届いていた。

　彼女が洗いざらいぶちまけた自分の弱さは──少女たちを強くした。

「みきせんぱい……」

「頑張ろう、ミミちゃん先せん輩ぱい！　みき先輩のために！」

「うんっ！」

　ミシェルとひなたの瞳に力が戻もどる。

　得体の知れない心細さから解き放たれたように。

「まったく、強がりにもほどがありますわ」

　やれやれと肩かたをすくめる楓かえでも、その口元には小さく笑みが浮かんでいる。

「ひなた！　ミミ！　気合いを入れていきますわよっ！」




「吹ふっ切れたみたいだね」

「世話を焼かせるやつだ」
















「みきさん……元気になってよかった……」

　みきの声を聞いた高校二年生組もまた、劣れつ勢せいに立たされる中で元気を取り戻していた。

　ずっと気がかりだったみきの空から元気の理由を知って、モヤモヤしたものを抱かかえたままの戦いから解放された。

　代わりにこみ上げてきた、不思議な高こう揚よう感を胸にイロウスと相対する。

「さーて、アタシたちも頑張りますかっ！」

「うむ！　先輩としての役目を果たすぞ！」

「みきさんのためにも……絶対に勝ちます！」

　気持ちを新たに、三人は次の戦いに挑いどんでいった。
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「ありがとう、昴ちゃん、遥香ちゃん……みんな……」

　みきは握にぎりしめていた通信機をそっと放した。

　大きく深呼吸し、そしてまた地上を映すモニターを見つめる。

　友達を応おう援えんするために──

「み、みき……？」

　その声に振り返ると、風蘭があんぐりと口を開けていた。

　隣となりで樹も目を丸くし、口をぱくぱくさせている。

「あ……なにかマズイこと言っちゃってましたか？　その……思っていたことをそのまま全部ぶつけちゃったんで、自分でも抑おさえられなくて……」

「いや、そうじゃなくてだな……」

「ええ……。みき、あなた……」

　風蘭と樹が同時にみきを指差した。




『それ……星衣……』




　言われて初めて気づいた。

　いつの間にか星衣をまとっていた。

「えっ！　えぇーっ!?　いつの間にっ!?」

　いくら頑がん張ばってもダメだったのに、我が慢まんしていたものを全部ぶちまけたらあっさりと変身していた。

「いつって……みきがしゃべるのに夢中になっている間だよ……」

「気づかなかったの？　自分の身体が光っていたのに……」

「全然でした……」

　摩ま訶か不ふ思し議ぎな事態に三人が啞然とする中──天にそびえる神樹が一いつ瞬しゆんだけ光った気がした。

「神樹様が……星衣を与あたえてくれた、のかな……」

　呟つぶやくみきに、もちろん神樹が答えることはない。

　でもなんとなく、逆のような気がした。

　負い目を隠かくして弱みを抑えて、そうやって見た目だけ平気を装よそおっていた自分から、むしろ星衣を奪うばっていたのだ。

　仲間を信じるまでお預けだ──と。

「先生、私、行きますっ！」

　もうここでくすぶる理由はない。

　みきは仲間のもとへと急いだ。
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「なによ……急に勢いづいて……」

　星守たちの変化はエヴィーナも感じ取っていた。

　イロウスが押され始めている──さっきまでこちらが圧あつ倒とうしていたのに、その勢いが弱まった。

「イロウスの数が足りない……？　仕方ないわね、また呼び寄せて……」

　合図を送るようにエヴィーナが手を掲かかげた──瞬間、

「とーりゃーっ！」

　空高くから滑かつ空くうしてきたみきの剣けんがエヴィーナを襲おそった。

「っ!?」

　エヴィーナがすんでのところで身をかわす。

「新手の……星守……？」

　しかしエヴィーナはすぐにそれが、いつか見た星守であると思い出した。

「今まで隠れてたってわけ？　私に奇き襲しゆうを仕し掛かけるために……はっ、仲間を[image: 囮]おとりにするなんて、なかなかやるじゃない」

「なんだっていい！　私はあなたを倒たおすためにここに来たんだから！」

「ふんっ、生意気な……」

　エヴィーナが攻こう撃げきの対象をみきへと変える。

　それまで星守たちを襲っていたイロウスも、みきを狙い始めた。

　ようやくエヴィーナを狙ねらえる位置まで来た少女たちの目に、みきの姿が映る。

『みき!?』

「みんなっ、遅おそくなってごめんね！」

「力が戻ったんだね、みき！」

　感極きわまったように昴の目め頭がしらに熱いものがにじんだ。

「こっちには来ないって言ったじゃんか！」

「うん、来ちゃった！　だから学食のおごりはなしってことで！」

　そんなふざけたおしゃべりが今は無む性しように楽しい。

　エヴィーナという敵を前にしても、みきに気負いはなかった。

「みき！」

「遥香ちゃんもごめんね！　後でいっぱいいっぱい叱しかってくれていいから！」

「当然よ！　私たちにウソをついてたこと……しっかり謝ってもらうからね！」

「はーい！　それじゃ、早く戻れるように……」

　おふざけモードはいったん終しゆう了りよう、みきはエヴィーナに向き直った。

「早くこの人を倒さないとねっ！」

　みきが見み据すえる先でエヴィーナが顔をゆがめた。

「くっ……なぜ星守は私の邪じや魔まばかり……。ありえないありえないありえないっ!!」

　くわっと目を見開いたエヴィーナが両りよう腕うでを広げた。

「こうなったら……究極のイロウスを呼び出してあげるわっ!!」

　直後、みきとエヴィーナがいるビルが崩くずれ落ちた。

　地面から黒いもやが立ち上り、覆おおい尽つくす。

　みきはとっさにビルから飛び降りた。

「これはいったい……」

　振ふり返って見たのは──見たこともないほど巨きよ大だいなイロウスだった。

　身の丈たけはさっき崩れたビルの高さに匹ひつ敵てきする。

　鋭するどい牙きばの並んだ顎あごは、人間なんて軽くかみ砕くだいてしまうだろう。

　圧倒的なまでの暴力の化け身しんだった。

「己おのれの無力さを嘆なげきながら消えるといいわっ！」

　そんなセリフを残し、エヴィーナの姿が消えた。

「みき……」

「どうしよう、みき……」

　昴と遥香もさすがに声が震ふるえていた。

　そんな二人の手を、みきがそっと手に取った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ここには私がいて、昴ちゃんがいて、遥香ちゃんがいて……そしてみんなもいるんだから！」

　みきが視線を上げる。

　事態の急変を感じ取った星守たちが、みきたちのところへ集まりつつあった。

「一人じゃ無理でも、三人じゃ無理でも……十六人全員が力を合わせればっ！」

　みきが剣を振り上げた。

「取り戻そう！　みんなの大切なもの、大切な場所をっ！」

　彼女に続いて少女たちが走り出す。

　仲間を──友達を信じて。

「これが……最後の奪だつ還かん授業だよっ！」




　みきのかけ声をきっかけに、十六人の少女たちが疾しつ走そうした。

　目の前にそびえ立つあまりにも強大な敵──それでも少女たちの瞳ひとみには確かな意志が宿っていた。

　自分の前を行く友達と、隣に並ぶ友達と、後ろを任せられる友達と──絶対に信しん頼らいできる仲間たちと駆かけ抜ぬけていった。

　そして──巨大な闇やみが崩れ落ちた。
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　巨大イロウスが地じ響ひびきを上げながら、形を失ったように大地へと沈しずむ。

　その光景を見届けた時、少女たちは悟さとった──勝ったのだと。

「やった、勝ったよっ！」

「まだよ、みき！」

　喜ぶみきを遥香が連れ戻もどす。

「そうだよ、みき！　今回の奪還授業のそもそもの目的は──っ!?」

　昴が空を見上げた。

　つられてみきも視線を上げる。

　瘴しよう気きが薄うすれた向こうで、なにかがキラリと光った。

　それはだんだんと大きくなって、近づいてきて──

「そうだ！　神樹様を地球に戻すんだった！」

　コロニーが落ちてきていた。

「いったん避ひ難なんしましょう！」

　コロニーの落下地点から遠ざかるように、みきたちが散り散りになって逃にげ出す。

　そんな中、ふと立ち止まったみきは後ろを振り向き──力の限り叫さけんだ。

「いっけえええええええ──ッッ！」

　その声に後押しされるかのように、コロニーが地上へと降り立った。
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「すごい……建ってる……」

　落下地点へと急いだみきが目にしたのは、神樹ヶ峰女学園がそのまま大地へと降り立ち、その向こうに神樹がそびえる光景だった。

「あっ……見て！」

「空が……っ！」

　みきのところに駆け寄ってきた遥香と昴が、神樹からあふれた光が空を目指す光景に声を上げる。

　立ちこめる瘴気を払はらいのけ、青空を生み出していった。

「きれい……これが地球の空なんだね……」

「うん、コロニーの空と色は同じだけど……」

「なんだかこっちの方が……落ち着く気がするから不思議ね……」

　昴も遥香も、初めて見る地球の青空に心を奪われていた。

「ねえ、私たちも神樹様と一いつ緒しよにやろうよ！」

　突とつ然ぜん、みきがそんなことを言い出した。

　意味が分からず二人が首を傾かしげる。

「青空を取り戻すんだよ！　神樹様と一緒にっ！」

　みきがすかさず応こたえた。

　その聖なる力で神樹が瘴気を払い、青空を取り戻している──それがあまりにも嬉うれしくて、ワクワクして、待ち遠しくて。

　自分も力になりたい──青空を取り戻したい。

　そんなあふれる想おもいからこぼれ落ちた言葉だった。

「青空を取り戻すって……みきってば、言ってることが大だい胆たんすぎるわ」

「ホント、突とつ拍ぴよう子しもないんだから……」

　苦く笑しようする昴と遥香だったが、しかしその響ひびきが気に入った。

「それじゃあ、行くよっ！」

　みきが祈いのりを捧ささげるように胸の前で手を組み、瞳を閉じる。

　昴と遥香もそれに倣ならう。

　この青空がどこまでも、どこまでも続きますようにと願いを込こめて。

　やがて、三人の身体からだが光をまとう。

　光は膨ふくれ上がり、一筋の輝かがやく帯となって神樹を目指した。

　いや──一筋ではなかった。

　別の場所から一つ、さらに別のところからもう一つと、いくつも生まれ出た光の帯が神樹へと注ぎ込んでいった。

　神樹様と一緒に青空を取り戻したい──そう願った星守はみきたちだけではなかったのだ。

　少女たちの想いを乗せて神樹がさらに輝きを増す。

　神樹はその青空を、どこまでも広げていった。








九章　エピローグからプロローグへ









　そこは不思議な空間だった。

　うっすらとした青白い光がわずかに差し込むだけで、全体の様子は窺うかがえない。

　ただ中空に浮うかぶ巨大な水すい晶しようが、光を乱反射させて辺りを照らしていた。

　その光を受けて輪りん郭かくを現す、二つの人ひと影かげがあった。

『データはこれで全部よ』

　どこからか聞こえてきた声に、人影の一つが口を開いた。

「これが星ほし守もりのすべて……」

　どことなく育ちの良さがにじみ出る、おっとりとした声だった。

「ふーん……まだまだじゃない」

　もう一つの人影がそれに応えた。

　勝ち気な少女の口調で、物足りないと言うようにため息をもらす。

「この程度の力で大きな顔をされたら困るわ」

「まあまあ……」

　おっとりとした声がやんわりとたしなめる。

「ふふっ……そういう勝ち気なところも素す敵てきだと思うけど」

「なっ！　も、もう……。あなたは、もうちょっと自分に自信を持った方がいいんじゃない？」

『相変わらず仲良しね』

　再び聞こえてきた声が二人の間に入る。

　まだなにか言いたげな勝ち気な口調の少女だったが、しぶしぶと口をつぐんだ。

「……まあいいわ」

　気持ちを切り替かえるように話題を変える。

「星守が必要だったのは過去の話……」

　その声には不思議な自信がこもっていた。

　自分こそが星守に代わる存在なのだと信じるように。

「力を持ってるのは彼女たちだけじゃないってこと……しっかりと教えてあげなくちゃ」

「……そうね」

　おっとりとした声がそれに同調する。

「私たち……f*fフオルテシモが」

「刻み込んであげる」

　まだ見ぬ誰だれかへの宣戦布告みたいだった。

「それじゃ行きましょうか、詩し穂ほ」

「ええ……花か音のんちゃん」

　二つの人影が、青白い光の中へと消えていった。


了










あとがき









　バトガは罪深いゲームです。

　少女をなでなでしても通報されない。むしろ喜んでもらえる。

　なんというご褒ほう美びでしょう。

　こんな学校があるならすぐさま教員免めん許きよを取って就職したいです。

　でも地球外生物とバトルするのは勘かん弁べんなっ！




　そんなわけでお久しぶりです、あるいは初めまして。

　今回、バトガこと「バトルガールハイスクール」のノベライズを担当させてもらいました。

　右を見ても左を見ても美少女ばかりです。

　プレイヤーの先生が羨うらやましい限りですが、彼が作中に出てこないのは決して、妬ねたんで存在を消し去ったわけではないのでご安心ください。

　私はゲームを始めた当初、某ぼう少女だけ親愛度が突とつ出しゆつしていました。

　しかし今作を書くにあたり、キャラを知るためにちゃんとみんな、なでなでするように心がけています。

　やっぱり教え子は平等に愛するのが先生の鑑かがみというものです。




　そんなバトガ、アニメ放送までもうすぐです。

　教え子たちの晴れ舞ぶ台たいなわけですよ。なんか自分の方が緊きん張ちようします。

　ちゃんとセリフ間ま違ちがえずに言えるかな──みたいな。

　みなさんも先生になったつもりで、教え子たちの活かつ躍やくを見守りましょう。




　ちなみに今作、年始めに行われた大神樹祭での小ネタを少々、仕込んでいます。

　イベントに参加された方は、ぜひとも探してみてください。

　それでは次巻でお目にかかりましょう。





八や奈な川がわ　景けい晶しよう










八奈川景晶

●やながわけいしょう



第22回ファンタジア大賞にて読者賞を受賞。本作を手がけるにあたり、年始めに行われた大神樹祭に参加させてもらって、作品の雰囲気をつかむのにとても役立ちました。次に開催する時は、ぜひとも料理バトルを加えていただきたいものです。みきの手がけた料理は何事もなく誰かのお腹に収まってくれるのか──とても興味があります。
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